
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

二
三

『
鴨
東
通
信
』
№
115
（
二
〇
二
二
年
九
月
）
揭
載
の
仁
方
越
洪
輝
氏
「
雙
柏

庫
の
肖
像
畫
「
石
井
利
延
像
」「
石
井
利
昌
像
」」
に
㤌 
嘆
し
た
。
中
村
直
勝
氏
の

古

書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
雙
柏

庫
」（
大
和

華
館
所
藏
）
に
含
ま
れ
る
肖
像

畫
二
點
を
紹
介
す
る
內
容
で
あ
っ
た
。
像
主
は
、
五
攝
家
の
九
條
家
に
諸
大
夫
と

し
て
仕
え
た
石
井
利
延
（
一
六
〇
三
―
一
六
八
三
）
と
石
井
利
昌
（
利
延
三
男
、

一
六
六
九
―
一
七
〇
九
）の
父
子
で
、と
も
に
正
五
位
下
に
陞
っ
た
。『
地
下
家
傳
』

第
二
十
一
（
覆
⑉ 
日
本
古
典
全
集　

現
代
思
潮
社　

二
〇
〇
八
年
）
に
は
、
利
延

に
次
い
で
男
金
利
（
一
六
四
六
―
一
七
〇
七
）
の
經
歷
も
記
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
石
井
利
延
に
は
、
金
利
、
利
昌
の
ほ
か
に
、
世
俗
の

に
記
錄
さ

れ
な
い
も
う
一
人
の
男
が
い
た
。
元
祿
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
大
德
寺
壺 
春
院

第
六
世
と
な
っ
た
桂
嶽
宗
壺 
（
一
六
五
六
―
一
七
〇
〇
）
で
あ
る
。
そ
の
詩
集
を

『
桂
壺 
集
』
と
い
う
。『
大
德
寺
禪
語
錄
集
成
』
第
六
卷
（
法
藏
館　

一
九
八
九
年
）

に
收
載
さ
れ
る
。
同
書
の
平
野
宗
淨
氏
解
題
、
お
よ
び
竹
貫
元
勝
氏
『
京
都
・
紫

野
大
德
寺
僧
の
略
歷　

そ
の
法
脈
と
茶
道
と
の
つ
な
が
り
』（
淡
交
社　

二
〇
一
二

年
）
に
桂
嶽
宗
壺 
の
略
歷
が
載
る
。

さ
き
に
公
表
し
た
川
崎
佐
知
子
「
大
德
寺
壺 
春
院
と
近
衞
家
」（『
立
命
館
白
川

靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要
』第
十
五
號　

二
〇
二
二
年
三
月
）で
は
、『
桂

壺 
集
』
を
も
と
に
、
桂
嶽
宗
壺 
の
行
狀
を
探
っ
た
。『
桂
壺 
集
』
に
は
、
桂
嶽
宗

壺 
が
自
身
の
出
自
に
言
及
す
る
く
だ
り
を
意
外
な
ほ
ど
多
く
見
い
出
せ
た
。
石
井

利
延
や
金
利
と
の
緣
故
も
、『
桂
壺 
集
』
か
ら
讀
み
取
れ
た
の
だ
っ
た
。
も
う
ひ

と
つ
、『
桂
壺 
集
』
に
は
、
壺 
春
院
を
嫾 
提
所
と
す
る
近
衞
關
白
家
第
二
〇
代
基

（
一
六
四
八
―
一
七
二
二
）
と
の
交
流
が
㝀 
か
れ
て
い
た
。
應
酬
は
元
祿
十
二

年
、
同
十
三
年
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
數
が
多
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

公
益
財
團
法
人
陽
明

庫
（
京
都
市
右
京
區
）
に
傳
存
す
る
「
基

公
御
詠
草
」

や
『
應
圓
滿
院
殿
御
詠
歌
』（
川
崎
佐
知
子
『
應
圓
滿
院
殿
御
詠
歌　

近
衞
基

の
家
集
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
〇
二
二
年
）
に
、
桂
嶽
宗
壺 
と
の
や
り
取
り

が
見
て
取
れ
、『
基

公
記
』
な
ど
陽
明

庫
所
藏
の
記
錄
類
に
詳
細
に
綴
ら
れ

た
往
來
に
も
心
動
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、『
桂
壺 
集
』
三
百
餘
首
か
ら
、
近
衞
基

と
の
關
わ
り
で
詠
ま
れ
た
詩
を
中
心
に
二
十
七
首
を
選
び
、
譯
注
を
試
み
た
。

譯
注
作
業
の
た
め
、
近
衞
家
の
漢
學
硏
究
會
を
結
成
し
、
二
〇
二
一
年
四
月
か

譯
注

『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

近
衞
家
の
漢
學
硏
究
會

（
代
表　

川
崎 

佐
知
子
）



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

二
四

ら
、『
桂
壺 
集
』
會
讀
を
継
續
し
て
き
た
。
構
成
員
は
、川
崎
佐
知
子
、
壺 
村
弘
道
、

松
尾
肇
子
、
中
本
大
、
黃
鶯
、
高
語
莎
の
六
名
で
あ
る
。
努
め
て
精
確
で
あ
る
よ

う
心
が
け
た
が
、
不
本
意
に
も
行
き
屆
か
な
か
っ
た
點
が
多
多
あ
る
。
大
方
の
ご

批
正
を
乞
う
。 

（
川
崎
）

〔
凡
例
〕

一
、
本
稿
は
、『
大
德
寺
禪
語
錄
集
成
』（
法
藏
館　

一
九
八
九
年
）
所
收
の
『
桂

壺 
集
』（
以
下
、「
底
本
」）
よ
り
、
近
衞
基

と
の
關
わ
り
か
ら
詠
ま
れ
た

詩
を
中
心
に
二
十
七
首
（
底
本
に
私
に
附
し
た
通
し
番
號
で
は
、
180
―
185
・

189
・
192
―
199
・
205
―
210
・
213
・
216
・
218
・
223
・
224
・
228
番
詩
）
を
選
び
出
し
、

本

・
詩
型
・
熄 
字
・
訓
讀
・
注
・
通
釋
を
示
し
た
。
校
異
・
參
考
記
事
を

附
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
字
體
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
正
體
に
統
一
を
圖
っ
た
。
踊
字
は
、
原
則

と
し
て
本
來
の
漢
字
に
直
し
た
。
假
名
の
踊
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
底
本
に
は
訓
點
を
附
す
が
、
本

に
は
こ
れ
を
附
さ
ず
、
訓
讀
に
反
映
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
た
。
な
お
、
底
本
の
訓
み
を
改
め
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
適
宜
、
本

に
句
讀
點
を
附
し
た
。

一
、
校
訂
注
は
、
底
本
の

字
を
置
き
換
え
る
べ
き
も
の
に
〔 

〕
を
も
っ
て
表

記
し
た
。

一
、
參
考
☉ 
は
說
明
の
た
め
に
附
し
た
傍
注
に
は
（　

）
を
附
し
て
區
別
し
た
。

一
、
底
本
の
缺
損

字
は
、
字
數
を
推
算
し
て
□
で
示
し
た
。

一
、
各
詩
の
末
尾
の
（ 

）
内
に
、
譯
註
擔
當
者
の
名
を
記
し
た
。

一
、
譯
注
に
際
し
、
次
の
參
考
文
獻
よ
り
多
大
な
る
學
恩
を
受
け
た
。

平
野
宗
淨『
增
補
龍
寶
山
大
德
禪
寺
世

附
索
引
』（
思

閣
出
版　

一
九
七
九

年
）

黑
板
勝
美
・
國
史
大
系
編
修
會
『
公
卿
補
任
』
第
四
篇
（
增
補
修
訂
國
史
大

系　

吉
川
弘

館　

一
九
七
七
年
）

橋
本
政
宣
『
公
家
事
典
』（
吉
川
弘

館　

二
〇
一
〇
年
）

大
槻
幹
郞
・
加
藤
正
俊
・
林
雪
光
『
黃
檗

化
人
名
辭
典
』（
思

閣
出
版　

一
九
八
八
年
）

中
村
元
『
佛
敎
語
大
辭
典
』（
東
京
書
籍　

一
九
八
一
年
）

織
田
得
能
『
織
田
佛
敎
大
辭
典
』（
大
藏
出
版　

二
〇
〇
五
年
補
訂
縮
刷
版
）

綠
川
明
憲
『
豫
樂
院
鑑　

近
衞
家

公
年

』（
勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
年
）

入
矢
義
高
監
修
・
古
賀
英
彥
『
禪
語
辭
典
』（
思

閣
出
版　

一
九
九
一
年
）

禪
學
大
辭
典
編
集
所
編
『
禪
學
大
辭
典
』（
大
修
館
書
店　

一
九
八
五
年
）

上
野
洋
三
『
近
世
和
歌
撰
集
集
成
』
第
二
卷
・
第
三
卷
堂
上
篇
上
下
（
明
治

書
院　

一
九
八
七
年
）

野
閒
光
辰
編
・
新
修
京
都
叢
書
刊
行
會
編
著
『
新
修
京
都
叢
書
』（
臨
川
書

店　

一
九
九
三
―
二
〇
〇
六
年
）

諸
橋
轍
次
著
・
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郞
修
訂
『
大
漢
和
辭
典
』（
大
修
館
書

店　

一
九
八
四
―
一
九
八
六
年
）

織
田
得
能
『
佛
敎
大
辭
典
』（
大
倉
書
店　

一
九
三
〇
年
）

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
『
後
水
尾
天
皇
實
錄
』
第
三
卷
（
天
皇
皇
族
實

錄
105　

ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
五
年
）

妙
法
院
史
硏
究
會
編
『
堯
恕
法
親
王
日
記
』
第
一
卷
―
第
三
卷
（
妙
法
院
史

料　

吉
川
弘

館　

一
九
七
六
―
一
九
七
八
年
）

總
合
佛
敎
大
辭
典
編
集
委
員
會
編
『
總
合
佛
敎
大
辭
典
』（
法
藏
館　
二
〇
〇
五



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

二
五

年
）

佛
書
刊
行
會
編
纂
『
翰
林
五
鳳
集
』（
大
日
本
佛
敎
全
書
第
144
・
145
・
146
冊　

名
著

及
會　

一
九
八
三
年
）

佛
書
刊
行
會
編
纂
『
念
大
休
禪
師
語
錄
外
二
部
』（
大
日
本
佛
敎
全
書
第
96

冊　

名
著

及
會　

一
九
八
二
年
）

壺 
澤
勝
弘
編
著
『
雪
叟
紹
立　

雪
叟
詩
集
訓
注
』（
思

閣
出
版　

二
〇
一
五

年
）

「
角
川
日
本
地
名
大
辭
典
」編
纂
委
員
會
編
集『
角
川
地
名
大
辭
典
26
京
都
府
』

上
下
（
角
川
書
店　

一
九
八
二
年
）

『
新
編
國
歌
大
觀
』『
新
編
私
家
集
大
成
』（
日
本
文
學W
eb

圖
書
館
「
和
歌
・

連
歌
・
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

川
崎
佐
知
子
『
應
圓
滿
院
殿
御
詠
歌　

近
衞
基

の
家
集
』（
古
典
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー　

二
〇
二
二
年
）

右
の
ほ
か
は
本

中
に
適
宜
記
し
た
。

一
、『
基

公
記
』、「
基

公
御
詠
草
」、『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
な
ど
に
つ
い

て
は
、
公
益
財
團
法
人
陽
明

庫
よ
り
格
別
の
ご
配
慮
を
た
ま
わ
っ
た
。
心

よ
り
御
禮
申
し
上
げ
る
。

一
、
本
稿
は
、
近
衞
家
の
漢
學
硏
究
會
の
構
成
員
（
川
崎
佐
知
子
・
壺 
村
弘
道
・

松
尾
肇
子
・
中
本
大
・
黃
鶯
・
高
語
莎
）
が
嚴
正
な
る
討
議
を
重
ね
た
結
果

で
あ
る
。

一
、
本
硏
究
は
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
の
日
本

獻
硏
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
。

一
、
本
硏
究
はJSPD

科
硏
費JP20K

00354

の
助
成
を
受
け
た
。

〔
譯
注
〕 180

元
祿
己
卯
夏
奉
迎
左
相
府
殿
下
鶴
駕
野
偈
誌
喜

鳴
鑾
響
度
紫
林
巒　
　

〇
〇
●
●
●
〇
◎

林
下
聽
迎
長
者
冠　
　

〇
●
〇
〇
●
●
◎

滿
塢
松
風
非
没
意　
　

●
●
〇
〇
〇
●
●

爲
君
吹
奏
萬
年
歡　
　

●
〇
〇
●
●
〇
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

巒
・
冠
・
歡
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
四
寒
熄 
）

▼
訓
讀

　
　

元
祿
己
卯
夏
左
相
府
殿
下
の
鶴
駕
を
迎
へ
奉
り
野
偈
も
て
喜
び
を
誌
す

鳴
鑾　

響
き
度
る　

紫
林
巒　
　
　
　

林
下
聽
し
く
迎
ふ　

長
者
の
冠

滿
塢
の
松
風　

意
を
没な

き
に
非
ず　
　

君
が
爲
に
吹
奏
す　

萬
年
の
歡

▼
注　

〇
元
祿
己
卯
夏　
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
二
月
二
十
九
日
條
に
よ
れ
ば
、
こ

の
日
基

は
大
德
寺
に
參
詣
の
の
ち
壺 
春
院
に
赴
き
、
漢
詩
を
獻
上
さ
れ
た
の
で

卽
座
に
和
歌
を
作
っ
て
返
禮
と
し
、
歸
宅
後
に
漢
詩
を
作
っ
た
。
180
番
詩
は
こ
の

日
基

に
獻
じ
た
も
の
。
詩
題
は
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
の
「
夏
」
と
記
す

が
、「
春
」
が
正
し
い
。
基

の
返
歌
は
『
應
圓
滿
院
殿
御
詠
歌
』
1948
、
180
番
詩

に
次
熄 
の
基

の
漢
詩
は
『
應
圓
滿
院
殿
御
詠
歌
』
1949
。（
▼
參
考
）

〇
左
相
府　

左
大
臣
を
指
す
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
基

は
こ
の
と
き
左
大
臣
を

辭
し
て
久
し
く
（『
公
卿
補
任
』
元
祿
三
年
條
に
「
十
二
月
廿
六
日
辭
左
大
臣
」）、

他
の
詩
で
は
關
白
を
示
す
「
執
柄
殿
下
」
と
稱
し
て
い
る
。
不
審
。

〇
鶴
駕　

元
來
は
皇
太
子
・
仙
人
の
乘
る
車
を
い
う
。
こ
こ
で
は
基

の
車
を
指

す
。
宋
・
陳
與
義
「
開
壁
置
窗
命
曰
遠
軒
（
壁
を
開
き
窗
を
置
き
命
じ
て
遠
軒
と



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

二
六

曰
ふ
）」
其
一
の
結
び
に
「
會
有
鶴
駕
賓
、經
過
來
見
客
（
會か
な
らず
鶴
駕
の
賓
有
り
て
、

經
過
し
來
た
り
て
客
に
見あ

は
ん
）」
と
あ
る
。

〇
野
偈　

佛
僧
が
自
作
の
詩
を
謙
遜
し
て
い
う
。
鄙
作
。

〇
鳴
鑾　

元
來
は
天
子
の
車
に
つ
け
て
あ
る
鈴
。
こ
こ
で
は
基

の
車
の
こ
と
。

唐
・
李
嶠
「
侍
宴
長
寧
公
主
東
莊
應
制
（
長
寧
公
主
の
東
莊
に
宴
す
る
に
侍
す
應

制
）」
の
冒
頭
に
「
別
業
臨
靑
甸
、
鳴
鑾
降
紫
霄
（
別
業　

靑
甸
に
臨
み
、
鳴
鑾　

紫
霄
に
降
る
）」
と
あ
る
。

〇
紫
林
巒　

紫
に
木
木
の
茂
る
小
山
。
紫
野
に
あ
る
大
德
寺
を
指
す
。『
桂
壺 
集
』

27
番
「
登
紫
阜
龍
峰
掛
錫
壺 
春
禪
院
（
紫
阜
龍
峰
に
登
り
て
錫
を
壺 
春
禪
院
に
掛

く
）」
詩
に
は
「
紫
阜
」
と
も
稱
し
て
い
る
。「
林
巒
」
は
廣
く
山
を
指
す
が
、唐
・

李
白
「
贈
參
寥
子
」
の
「
長
揖
不
受
官
、拂
衣
歸
林
巒
（
長
揖
し
て
官
を
受
け
ず
、

衣
を
拂
ひ
て
林
巒
に
歸
る
）」
の
よ
う
に
世
俗
を
避
け
た
地
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

「
紫
林
」
も
仙
人
の
居
る
と
こ
ろ
を
い
う
。　

〇
林
下　

靜
か
な
林
の
な
か
。
隱

す
る
場
所
。
ま
た
五
山
に
數
え
ら
れ
な
い
寺

を
指
す
こ
と
も
あ
り
、あ
る
い
は
こ
こ
で
は
大
德
寺
を
い
う
か
。
唐
・
羊
士
諤
「
西

郊
蘭
奉 
」
に
「
林
下
僧
無
事
、
江
淸
日
復
常
（
林
下　

僧
事
無
く
、
江
は
淸
く
日

も
復
た
常
な
り
）」
と
あ
る
。

〇
長
者
冠　

高
貴
な
人
。
基

を
指
す
。「
冠
」
を
附
す
こ
と
で
直
接
に
い
う
こ

と
を
避
け
た
も
の
と
考
え
た
が
、
最
も
高
貴
で
あ
る
こ
と
を
い
う
か
。

〇
滿
塢　

山
あ
い
に
滿
ち
る
。『
桂
壺 
集
』「
壺 
春
院
十
境
詩

序
」
の
272
「
松
月

軒
」
の
題
下
に
「
在
茶
堂
之
香
積
之
南
數
畝
之
靑
松
、
摩
漢
凌
雲
。
一
溪
和
尙
手

闢
也
。（
茶
堂
の
香
積
の
南
に
在
る
數
畝
の
靑
松
、
漢そ

ら

を
摩
し　

雲
を
凌
ぐ
。
一

溪
和
尙
手
づ
か
ら
闢
く
な
り
）」
と
注
し
、「
滿
塢
靑
松
月
掛
亮
、
和
風
☉ 
聽
談
宰

相（
滿
塢
の
靑
松　

月　

亮
を
掛
け
、風
に
和
し
て
☉ 
聽
く　

宰
相
を
談
ず
る
を
）」

の
句
が
あ
る
。

〇
松
風　

松
林
に
吹
く
風
。
前
注
「
滿
塢
」
項
參
照
。『
桂
壺 
集
』「
壺 
春
院
十
境

詩

序
」
の
262
「
序
」
に
も
「
有
高
林
松
月
等
之
風
境
」
と
い
う
。　

〇
萬
年
歡　

長
壽
と
幸
福
を
祈
る
曲
の
名
。
仁
如
集
堯
「
寄
松
祝
」
に
「
松
閒
吟

步
共
盤
桓
、
深
綠
葱
葱
保
歲
寒
。
奉 
把
風
聲
歌
一
曲
、
爲
君
可
奏
萬
年
歡
。（
松

閒
に
吟
步
し
共
に
盤
桓
た
り
、
深
綠

と
し
て
歲
寒
に
保
つ
。
奉 
し
風
聲
を
把

り
て
一
曲
を
歌
は
ば
、
君
が
爲
に
奏
す
べ
し　

萬
年
歡
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷

六
十
四
）
と
あ
る
。

▼
通
釋

　

  

元
祿
己
卯
の
年
の
夏
、
左
相
府
殿
下
の
お
乘
り
物
を
お
迎
え
申
し
上
げ
、
鄙

作
に
喜
び
を
し
る
す

御
車
の
鈴
が　

紫
野
の
木
木
の
繁
る
小
山
に
響
き
渡
る
。　

こ
の
靜
か
な
林
の
中　

謹
ん
で
貴
人
を
お
迎
え
す
る
。

山
あ
い
に
滿
ち
る
松
風
は　

思
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

貴
方
の
た
め
に
萬
年
歡
を
吹
き
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

▼
參
考
⑴　
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
二
月
二
十
九
日
條

早
⑉ 
參
詣
大
德
寺
、
時
正
結
之
被
拜
御
牌
、
後
行
壺 
春
院
、
素
純
西
堂
、
了
首
座

等
令
同
道
、有
非
時
、亭
坊
〔
桂
嶽
宗
芳
〕
有
詩
、卽
座
以
和
哥
謝
之
、申
⑉ 
歸
家
、

詩
哥
等
追
而
可
注
之
、

▼
參
考
⑵　

基

の
返
歌
（『
應
圓
滿
院
殿
御
詠
歌
』
1948
）

　

  

大
德
第
一
座
前
德
禪
桂
嶽
和
尙
の
も
と
に
ま
か
り
ぬ
る
に
謝
偈
あ
り
感
吟
の

あ
ま
り
彼
熄 
の
字
を
た
よ
り
に
和
哥
一
首
唐
詩
一
絕
を
も
て
こ
ゝ
ろ
さ
し
を



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

二
七

の
ふ
と
い
ふ
こ
と
し
か
り

さ
く
梅
の
壶 
壺 
し
き
春
に
來
て
囀
る
と
り
も
法
や
よ
ろ
こ
ふ

▼
參
考
⑶　

基

の
次
熄 
詩
（『
應
圓
滿
院
殿
御
詠
歌
』
1949
）

遠
出
京
師
入
翠
巒　
　

遠
く
京
師
を
出
で
て
翠
巒
に
入
る
。　
　
　

一
場
風
物
古
今
冠　
　

一
場
の
風
物　

古
今
に
冠
た
り
。

鳥
鳴
壶 
發
暖
霞
滿　
　

鳥
鳴
き　

壶 
發ひ

ら

き　

暖
霞
滿
つ
。

識
得
壺 
春
千
萬
歡　
　

識
り
得
た
り　

壺 
春　

千
萬
の
歡
び
を
。 

（
松
尾
）

181
賀
石
牕
和
上
住
初
山

獅
王
演
法
最
初
巒　
　

○
○
●
●
●
○
◎　
　

外
攐 
有
人
一

安　
　

●
●
●
○
●
●
◎　
　

先
佛
未
過
瞻
後
佛　
　

○
●
●
●
○
●
●　
　

飮
光
不
用
匿
金
襴　
　

●
○
●
●
●
○
◎　
　

▼
詩
型　

七
言
絕
句
（
承
句
犯
孤
平
）　

▼
熄 
字　

巒
・
安
・
襴
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
四
寒
熄 
）　

▼
訓
讀

　

石
牕
和
上
の
初
山
に
住
す
る
を
賀
す

獅
王
演
法
す　

最
初
巒　
　
　
　
　

外げ

攐 ご

人
有
り　

一

安
し

先
佛
未
だ
過
ぎ
ず　

後
佛
を
瞻み

る　

飮
光
用
ひ
ず　

金
襴
を
匿
す
を

▼
注

○
石
牕
和
上　

石
窗
道
鏗
（
一
六
三
八
―
一
七
〇
四
）、
遠
江
の
人
。
初
山
寶
林

寺
の
獨
湛
性
瑩
の
弟
子
と
な
り
、延
寶
四
年
（
一
六
七
六
）
に
獨
湛
の
法
を
嗣
ぎ
、

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
獨
湛
が
黃
檗
第
四
世
住
持
と
な
る
の
に
從
い
、
副
寺

と
な
り
、
後
に
西
堂
と
な
る
。
元
祿
二
年
（
一
六
八
九
）
に
歸
庵
す
る
も
、
同
五

年
、獨
湛
か
ら
高
泉
性

の
代
替
わ
り
に
際
し
て
本
山
を
看
守
し
た
。
同
十
二
年
、

檀
越
の
近
藤
登
之
助
德
用
の
請
を
承
け
、
初
山
の
第
四
世
住
持
と
な
り
、
六
年
の

後
に
示
寂
す
る
（『
黃
檗

化
人
名
辭
典
』）。
ま
た
198
番
詩
「
次
石
窻
和
尙
被
賀

壺 
春
補
席
熄 
」
に
見
え
る
。

○
初
山　

濱
名
湖
五
山
の
一
つ
初
山
寶
林
寺
（

四
年
〔
一
六
六
四
年
〕
の
開

山
）。
石
窗
は
第
四
世
。
初
世
は
獨
湛
性
瑩
。

○
獅
王　

獅
（
師
）
子
王
の
略
。
獅
子
に
同
じ
。『
佛
敎
語
大
辭
典
』「
師
子
」
項

に
「
獅
子
に
同
じ
。
獸
中
の
王
で
あ
る
か
ら
師
子
王
と
い
い
、
佛
は
人
の
王
で
あ

る
か
ら
獅
子
に
た
と
え
る
。
ま
た
佛
・
嫾 
薩
が
一
切
お
そ
れ
る
も
の
の
な
い
こ
と

に
た
と
え
る
。『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』（
佛
陀
跋
陀
羅
譯
）
卷
三
十
三
に
「
嫾 
薩
論

師
王
、
所
行
無
斷
絕
（
嫾 
薩 

師
王
を
論
じ
、
所
行 

斷
絕
す
る
こ
と
無
し
）」。
こ

こ
で
は
佛
陀
の
意
。

○
演
法　

佛
法
、敎
義
を
講
說
す
る
こ
と
。『
法
句
經
』
卷
上
「
明
哲
品
」
に
「
聖

人
演
法
、
慧
常
樂
行
、
仁
人
智
者
（
聖
人 

法
を
演
じ
、
慧
常
樂
行
、
仁
人
智
者
）」。

元
・
郭
天
錫
「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
錄
序
」
に
「
出
廣
長
舌
相
。
爲
人
開
堂

演
法
。（
廣
長
舌
相
を
出
だ
し　

人
の
爲
に
堂
を
開
き
法
を
演
ず
）」。

○
最
初
巒　

佛
陀
が
最
初
に
說
法
し
た
山
。
た
だ
し
佛
陀
が
最
初
に
說
法
し
た
所

は
鹿
夞 
と
さ
れ
る
。『
金
剛
般
奉 
疏
』
卷
一
「
第
十
正
釋
文
」
條
に
「
大
迦
宖 
問
曰
、

何
處
最
初
說
法
。
阿
難
合
掌
向
涅
槃
方
答
大
迦
宖 
云
、如
是
我
聞
。
佛
初
在
鹿
夞 
、

爲
五
比
丘
說
法
（
大
迦
宖 
問
ひ
て
曰
は
く
、
何
れ
の
處
に
か
最
初
に
說
法
す
と
。

阿
難 

合
掌
し
て
涅
槃
に
向
か
ひ
て
方
め
て
大
迦
宖 
に
答
へ
て
云
ふ
、
是
く
の
如

く
我
聞
く
。
佛 
初
め
て
鹿
夞 
に
在
り
て
、
五
比
丘
の
爲
に
說
法
す
と
）」。「
初
巒
」



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

二
八

は
詩
題
の
「
初
山
」
に
掛
け
て
い
る
。

○
外
攐 　
『
織
田
佛
敎
大
辭
典
』
に
「
二
攐 
の
一
。
佛
所
制
の
戒
法
、
吾
が
身
口

意
の
非
を
攐 
る
を
內
攐 
と
し
、
族
親
檀
越
、
衣
服
飮
食
を
供
す
る
を
外
攐 
と
す
」。

外
攐 
者
に
同
じ
。『
佛
敎
語
大
辭
典
』「
外
攐 
者
」
項
に
「
外
部
か
ら
保
攐 
を
加
え

る
者
の
意
。
僧
團
の
外
に
あ
っ
て
、權
力
ま
た
は
財
力
を
も
っ
て
佛
敎
を
保
攐 
し
、

種
種
の
障
害
を
除
い
て
傳
道
の
便
宜
を
は
か
る
人
。
ま
た
佛
敎
の

及
を
援
攐 
す

る
國
王
な
ど
を
い
う
」。『
摩
訶
止
觀
』
卷
四
下
「
如
母
養
兒
。
如
虎
銜
子
。
調
和

得
所
。
舊
行
道
人
乃
能
爲
耳
。
是
名
外
攐 
（
母
の
兒
を
養
ふ
が
如
く
、
虎
の
子
を

銜
む
が
如
く
、
調
和
し
て
所
を
得
。
舊
行
道
人
に
し
て
乃
ち
能
く
爲
す
の
み
。
是

れ
外
攐 
と
名
づ
く
）」（
織
田
引
）。
こ
こ
で
は
石
窗
道
鏗
を
寶
林
寺
の
住
持
に
請

う
た
近
藤
德
用
を
指
す
。

○
一
　

人
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
六
「
福
州
雪
峰
義
存
禪
師
」
條
に
「
此

一

盡
是
學
佛
法
僧
（
此
の
一

は
盡
く
是
れ
佛
法
僧
を
學
ぶ
）」。

○
先
佛　
「
以
前
に
現
わ
れ
た
佛
た
ち
」（『
佛
敎
語
大
辭
典
』）。
こ
こ
で
の「
先
佛
」

は
「
前
佛
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
前
佛
は
釋
迦
を
指
し
、
後
佛
は
彌
勒
を

指
す
」（『
織
田
佛
敎
大
辭
典
』）。
ま
た
「
前
佛
後
佛
の

生
（
釋
迦
と
彌
勒
の
閒

に
生
ま
れ
た
た
め
佛
に
會
う
こ
と
が
で
き
な
い

生
）」
と
い
う
語
が
あ
る
（『
榮

 
物
語
』
卷
二
十
二　

と
り
の
ま
ひ
）。
な
お
「
先
佛
」
の
用
例
は
、『
圓
悟
佛
果

禪
師
語
錄
』
卷
十
五
「
遵
先
佛
軌
儀
、
 
成
就
三
十
七
品
助
道
法
（
先
佛
の
軌
儀

に
遵
ひ
、
 
三
十
七
品 

助
道
の
法
を
成
就
す
）」
な
ど
に
見
え
る
。

○
飮
光　

羅
漢
の
名
。
慧
琳
『
一
切
經
音
義
』
卷
一
（
大
般
奉 
經
卷
十
）「
大
飮
光
、

卽
大
迦
宖 
波
之
美
稱
也
。
大
毘
婆
沙
論
云
、
上
古
有
仙
人
、
身
有
光
明
、
能
攝
諸

光
、
皆
令
不
現
。
故
號
飮
光
。
摩
訶
迦
宖 
波
是
此
仙
種
也
。
身
黃
金
色
、
世
人
號

之
曰
大
飮
光
（
大
飮
光
、
卽
ち
大
迦
宖 
波
の
美
稱
な
り
。
大
毘
婆
沙
論
に
云
ふ
、

上
古
に
仙
人
有
り
、
身
に
光
明
有
り
て
、
能
く
諸
光
を
攝
す
れ
ど
も
、
皆
現
さ
ざ

ら
し
む
。
故
に
飮
光
と
號な
づ

く
。
摩
訶
 
迦
宖 
波
は
是
れ
此
の
仙
種
な
り
。
身
黃
金

色
に
し
て
、
世
人 

之
を
號
け
て
大
飮
光
と
曰
ふ
）」。

○
金
襴　

僧
尼
が
着
す
金
襴
の
袈
裟
。『
無
門
關
』「
迦
葉
刹
竿
」
條
に
「
迦
葉
因

阿
難
問
云
、
世
尊
傳
金
襴
袈
裟
外
、
別
傳
何
物
（
迦
葉 

阿
難
に
因
り
て
問
ひ
て

云
ふ
、
世
尊 

金
襴
袈
裟
を
傳
ふ
る
の
外
、
別
に
何
物
を
傳
ふ
、
と
）」。

▼
通
釋

　

石
牕
和
上
が
初
山
の
住
職
と
な
ら
れ
る
の
を
祝
う

獅
子
王
に
喩
え
ら
れ
る
佛
陀
が
最
初
に
說
法
し
た
山
と
い
う
べ
き
初
山
に
石
牕
和

上
は
住
持
と
な
ら
れ
た
。

そ
こ
に
は
外
攐 
者
が
お
り
、
人
人
は
安
樂
に
日
を
送
っ
て
い
る
。

前
佛
が
去
ら
な
い
前
に
後
佛
の
姿
を
見
る
（
前
住
持
が
寺
を
退
く
前
に
石
牕
が
晉

山
し
た
と
い
う
意
か
）。

飮
光
羅
漢
の
よ
う
な
和
上
ゆ
え
、
金
襴
の
袈
裟
を
隱
す
必
要
な
ど
な
く
、
堂
堂
と

晉
山
さ
れ
る
が
よ
い
。 

（
壺 
村
）

182
壺 
春
禪
舍
新
構
鎭
守
土
地
祠
、
祭
祀
稻
娹 
神
靈
。　

執
柄
殿
下
詣
祠
前

有
台
詠
。
拙
作
聽
奉
和
三
十
一
字
之
末
字

瑜
伽
攐 
敎
南
山
境　
　

〇
〇
●
●
〇
〇
◎

禪
舍
祈
靈
魔
外
屛　
　

〇
●
〇
〇
〇
●
◎

言
竭
丹
誠
台
詠
歌　
　

〇
●
〇
〇
〇
●
〇

昭
昭
感
應
老
神
影　
　

○
〇
●
●
●
〇
◎　
　
　



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

二
九

▼
詩
型　

七
言
古
詩　

▼
熄 
字　

境
・
屛
・
影
（
平
水
熄 
上
聲
二
十
三
梗
熄 
）

▼
訓
讀

　

  
壺 
春
禪
舍　

新
た
に
鎭
守
土
地
祠
を
構
へ
、
稻
娹 
の
神
靈
を
祭
祀
す
。　

　

  

執
柄
殿
下　

祠
前
に
詣
で
台
詠
有
り
。
拙
作
も
て
聽
し
く
三
十
一
字
の
末
の

字
に
和
し
奉
る

瑜
伽
の
攐 
敎　

南
山
の
境　
　
　
　
　

禪
舍　

靈
を
祈
っ
て
魔ま

げ外
屛し
り
ぞく

言　

丹
誠
を
竭
く
す　

台
詠
の
歌　
　

昭
昭
た
り　

感
應　

老
神
の
影

▼
注

〇
執
柄
殿
下　

關
白
で
あ
る
基

を
指
す
。『
基

公
記
』元
祿
十
二
年（
一
六
九
九
）

九
月
二
十
日
條
に
よ
れ
ば
、
前
月
八
月
、
桂
嶽
宗
壺 
の
弟
子
の
中
に
狐
に
取
り
つ

か
れ
た
者
が
あ
り
、
基

が
靈
符
を
與
え
る
と
狐
は
退
散
し
た
。
桂
嶽
が
稲
娹 
社

を
勸
請
し
た
の
で
、
こ
の
日
基

は
大
德
寺
方
丈
に
參
詣
の
の
ち
、
壺 
春
院
に
お

い
て
法
樂
を
催
し
和
歌
を
詠
じ
た
（
▼
參
考
）。
桂
嶽
は
そ
の
末
の
「
か
げ
（
影
）」

を
熄 
字
と
し
て
卽
座
に
182
番
詩
を
和
し
、
翌
日
淸
書
し
て
屆
け
た
。

〇
瑜
伽
攐 
敎　

瑜
伽
は
密
敎
。
伏
見
稻
娹 
は
、
東
寺
（
敎
王
攐 
國
寺
）
娄 
創
の
際

に
眞
言
密
敎
と
習
合
し
た
。

〇
南
山
境　

伏
見
稻
娹 
大
社
は
、
京
の
東
山
三
十
六
峰
の
最
南
端
、
稻
娹 
山
に
鎭

座
し
た
大
神
を
祀
る
。

〇
祈
靈　

稻
娹 
社
の
神
靈
を
祈
る
。
唐
・
顧
況
「
宿
昭
應
」
に
「
武
帝
祈
靈
太
乙

壇
、
新
豐
樹
色
遶
千
官
（
武
帝　

靈
を
祈
る　

太
乙
壇
。
新
豐
の
樹
色　

千
官
を

遶
る
）」（『
三
體
詩
』）。

〇
魔
外　
「
天
魔
と
外
道
。
佛
道
以
外
の
道
を
修
め
、佛
法
を
妨
げ
る
も
の
。」（『
佛

敎
語
大
辭
典
』）。
宋
・
釋
德
洪
「
靈
源
淸
禪
師
贊
五
首
」
其
三
「
魔
外
如
驚
濤
、

大
願
眞
砥
柱
（
魔
外
は
驚
濤
の
如
く
、
大
願
は
眞
に
砥
柱
）」（
石
門

字
禪
）。

〇
丹
誠　

ま
ご
こ
ろ
。
西
胤
俊
承
「
奉
和
嬾
眞
居
士
宿
直
鹿
夞 
詞
下
有
感
作
」
に

「
淸
齋
寓
直
□
園
深
。
奉
主
丹
誠
可
練
金
（
淸
齋
に
寓
直
す　

□
園
深
し
。
主
に

丹
誠
を
奉
ず　

金
を
練
る
べ
し
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
三
十
一
）。

〇
台
詠　

基

が
詠
じ
た
和
歌
を
指
す
。
台
は
尊
稱
。

〇
昭
昭　

は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
宋
・
阮
閱
『
詩
話
總
龜
前
集
』
卷
二
「
逹
理

門
」
所
引
『
靑
箱
雜
記
』
に
「
自
然
逢
吉
慶
、神
理
亦
昭
昭
（
自
然
と
吉
慶
に
逢
ひ
、

神
理
も
亦　

昭
昭
た
り
）」。
宋
・
濟
『
五
燈
會
元
』「
福
州
玄
沙
師
備
宗
一
禪
師
」

に
「
更
有
一
般
說
昭
昭
靈
靈
（
更
に
一
般
に
昭
昭
靈
靈
と
說い

ふ
有
り
）」。

〇
感
應　

信
心
が
神
佛
（
こ
こ
で
は
稻
娹 
の
神
靈
）
に
通
じ
る
こ
と
。
唐
・
釋
道

世
『
法
夞 
珠
林
』
卷
二
十
五
、
㤌 
佛
篇
・
觀
音
部
・
感
應
緣
「
晉
河
內
竇
傳
」
に

「（
沙
門
支

）
山
曰
、
奉 
能
至
心
歸
請
、
必
有
感
應
（
山
曰
く
、
奉 
し
能
く
至
心

も
て
歸
請
す
れ
ば
、
必
ず
感
應
有
ら
ん
と
）」。

〇
老
神　

お
い
が
み
。
こ
こ
で
は
稲
娹 
大
神
を
い
う
。『
點
鐵
集
』「
年
來
總
作
維

摩
病
、
堪
笑
東
西
二
老
神
（
年
來
總
べ
て
維
摩
の
病
を
作
す
、
笑
ふ
に
堪
え
た
り　

東
西
二
老
神
）〔
坡
十
六
〕」。

▼
通
釋

　

  

壺 
春
院
に
新
た
に
鎭
守
の
祠
を
建
て
て
稻
娹 
の
神
靈
を
お
ま
つ
り
し
た
。
執

柄
殿
下
が
、
祠
前
に
お
い
て
和
歌
を
詠
じ
ら
れ
た
の
で
、
三
十
一
字
の
末
の

字
に
和
し
拙
作
を
奉
る

南
の
山
に
あ
っ
て
眞
言
の
守
攐 
の
敎
え
を
傳
え
る
（
稻
娹 
社
）。

わ
が
禪
院
に
そ
の
神
靈
を
祈
っ
て
、
天
魔
や
外
道
を
退
け
る
。

殿
下
が
眞
心
を
盡
く
し
て
和
歌
を
詠
ま
れ
た
と
こ
ろ
、



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

三
〇

は
っ
き
り
と
通
じ
た
の
で
あ
ろ
う
、
稻
娹 
の
老
神
の
影
が
さ
し
（
燈
火
が
風
に
搖

れ
）
た
。

▼
參
考
⑴　

基

和
歌
（「
基

公
御
詠
草
」〔
資
料
番
號
〈60266

〉〕）

　

  

元
祿
の
は
し
め
つ
か
た
壺 
春
院
に
い
な
り
の
社
を
勸
請
せ
ら
れ
け
る
の
ち
詣

て
ゝ

う
つ
り
き
て
こ
ゝ
に
い
な
り
の
神
な
ら
は
そ
へ
よ
み
の
り
の
燈
の
か
け

▼
參
考
⑵　
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
九
月
二
十
日
條

巳
⑉ 
、
參
大
德
寺
方
丈
、
燒
香
、
念
經
、
其
後
、
向
壺 
春
院
、
一
如
同
道
也
、〔
略
〕

於
壺 
春
院
、
詠
和
哥
所
尧 
之
閒
書
遣
之
了
、
抑
此
事
者
、
先
月
桂
嶽
和
尙
弟
子
之

中
、
爲
野
狐
被
犯
、
余
與
靈
符
、
早
速
狐
離
散
、
仍
院
主
勸
請
稻
娹 
社
、
仍
所
令

法
樂
也
、
和
哥
如
此
、
加
詞
書
、

　

  

元
祿
十
二
の
秋
九
月
の
は
し
め
つ
か
た
壺 
春
院
に
稻
娹 
の
社
を
勸
請
せ
ら
れ

け
る
後
詣
て　
　
　
　
　
　
　
　

基

　

う
つ
り
來
て
こ
ゝ
に
い
な
り
の
神
な
ら
は
そ
へ
よ
御
法
の
燈
の
か
け

桂
嶽
有
卽
和
、
明
日
可
給
淸
書
旨
、
相
歸
了
、 
（
松
尾
）

183
己
卯
秋
掃
弊
門
迎　

執
政
左
府
公
台
駕
。
有
瓊
瑤
之
賜
山
詩
聽
奉
次
鈞

熄 

尊
貴
屈
降
僧
舍
中　
　

〇
●
●
●
〇
●
◎

僉
言
嫾 
薩
宰
官
躳　
　

〇
〇
〇
●
●
〇
◎

機
政
之
暇
遊
絃
誦　
　

〇
●
〇
●
〇
〇
●

禮
樂
重
興
三
代
風　
　

●
●
〇
〇
〇
●
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

中
・
躳
・
風
（
平
水
熄 
上
平
聲
一
東
熄 
）

▼
訓
讀

　

  

己
卯
秋
、
弊
門
を
掃
き
て
、　

執
政
左
府
公
の
台
駕
を
迎
ふ
、
瓊
瑤
の
賜
山

の
詩
有
り
け
れ
ば
、
聽
ん
で
鈞
熄 
に
次
し
奉
る

尊
貴
に
屈
降
す
僧
舍
の
中　
　

僉み

な
言
ふ
嫾 
薩
宰
官
の
躳

機
政
の
暇
に
絃
誦
に
遊
び
て　

禮
樂
重
ね
て
興
す
三
代
の
風

▼
注

〇
己
卯
秋　

元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
秋
。『
基

公
記
』
閏
九
月
三
日
條
に

關
連
す
る
か
。（
185
番
詩
▼
參
考
） 

〇
掃
弊
門　
「
弊
」
は
壞
れ
か
け
た
、
粗
末
な
、
の
意
。『
凌
雲
集
』
所
收
、
上
毛

野
穎
人
「
春
日
歸
田
直
疏
（
春
日
歸
田
し
て
直
疏
す
）」
に
「
干
祿
終
無
驗
、
歸

田
入
弊
門
（
祿
を
干
む
れ
ど
終
ひ
に
驗
無
く
、
田
に
歸
り
て
弊
門
に
入
る
）」
と

あ
る
。
こ
こ
で
は
典
型
的
な
謙
讓
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
掃
門
」
は

客
を
迎
え
る
た
め
に
門
を
掃
き
淸
め
る
こ
と
。「
掃
門
待
客
雪
飛
初
、
有
約
今
宵

定
拄
車
（
門
を
掃
き
客
を
待
て
ば
雪
初
め
て
飛
ぶ
、
約
有
り
今
宵
拄
車
を
定
む
）」

（
月
舟
壽
桂
「
雪
夜
待
故
人
」『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
二
十
二
）
な
ど
が
參
考
に
な
る
。 

〇
瓊
瑤　

美
し
い
寶
玉
。
轉
じ
て
優
れ
た
詩

の
比
喩
と
な
り
、
貴
人
の
詩
作
の

美
稱
と
さ
れ
た
。「
雨
中
口
號
一
章
投
頂
。
妙
尊
翁
猊
右
。
� 
索
沙
舟
老
一
笑
。

伏
上
賜
瓊
瑤
之
報
（
雨
中
口
號
一
章
投
頂
せ
ら
る
。
妙
尊
翁
猊
右
・
索
沙
舟
老
と

兼と
も

に
一
笑
す
。
伏
し
て
瓊
瑤
を
賜
る
る
の
報
を
上
た
て
ま
つる
）」（
策
彥
周
良
『
謙
齋
稿
』）。

〇
賜
山　
「
山
」
は
靈
山
德
禪
寺
か
。「
賜
山
詩
」
は
德
禪
寺
に
あ
る
我
我
が
、
殿

下
か
ら
賜
っ
た
詩
の
意
味
。 

〇
鈞
熄 　
「
鈞
」
は
君
主
。「
鈞
詩
」
は
君
主
の
詩
。
五
山
で
は
「
鈞
命
」、
す
な

わ
ち
庇
攐 
者
で
あ
る
室
町
將
軍
の
命
で
詩
作
を
獻
じ
る
例
が
枚
擧
に
暇
が
な
い
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
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紀
要　

第
十
六
號

三
一

「
欽
奉
相
府
鈞
命
。
和
愚
中
和
尙
。
謝
賜
信
衣
熄 
（
欽
ん
で
相
府
の
鈞
命
を
奉
じ
、

愚
中
和
尙
に
和
す
。
信
・
衣
熄 
を
賜
る
を
謝
す
）」（
西
胤
俊
承
『
眞
愚
稿
』）、「
謹

奉
應
鈞
命
記
一
時
盛
事
云
（
謹
ん
で
鈞
命
に
應
じ
奉
り
、「
一
時
の
盛
事
」
を
記

す
と
云
ふ
）」（
策
彥
周
良
『
謙
齋
稿
』）
な
ど
用
例
多
數
。

〇
屈
降　

身
を
屈
し
て
拜
禮
す
る
こ
と
。『
佛
祖
統
紀
』「
十
三
祖
龍
樹
尊
者
」
に

は
「
外
道

來
共
議
論
、
一
言
便
屈
降
伏
出
家
（ 

外
道

來
り
て
共
に
議
論
す

れ
ば
、
一
言
に
て
便
ち
屈
降
し
伏
し
て
出
家
す
）」
と
あ
る
。 

〇
宰
官　
「
十
一
面
觀
音
菩
薩
三
十
三
應
現
身
像
」（
觀
音
嫾 
薩
が
樣
樣
な
姿
に
變

化
し
て
現
れ
る
、そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
象
っ
た
像
）の
一
つ「
宰
官
身
」を
言
う
。「
宰

官
」
は
官
僚
。
日
本
で
は
束
帶
姿
の
大
臣
に
擬
す
こ
と
が
多
く
、
希
世
靈
彥
「
贊

北
野
神
君
」
詩
に
「
現
宰
官
身
北
野
君
、
世
閒
榮
辱
任
紛
紛
（
宰
官
身
と
現
ず
北

野
君
、
世
閒
の
榮
辱
紛
紛
た
る
に
任
す
）」
な
ど
の
例
が
あ
る
。 

〇
機
政　
「
萬
機
政
務
」。
萬
機
に
關
與
す
る
重
責
で
あ
る
攝
政
・
關
白
の
職
務
を

言
う
。 

〇
絃
誦　

琴
を
ひ
き
な
が
ら
詩
を
吟
じ
、
書
を
讀
む
こ
と
。
轉
じ
て
、
勉
學
に
勵

む
こ
と
。『
禮
記
』「

王
世
子
」
の
「
春
誦
夏
弦
（
春
に
誦
し
、
夏
に
弦
す
）」

の
鄭
玄
注
に
「
誦
謂
歌
樂
也
（
誦
は
歌
樂
を
謂
ふ
な
り
）」
と
あ
る
の
が
典
據
。

〇
三
代
風　
「
三
代
」
は
中
國
古
代
國
家
で
あ
る
「
夏
・
殷
・
周
」
を
言
う
。
古

代
の
理
想
國
家
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
、

章
を
尊
び
、
禮
法
と
音
樂
に
親
し
む
と

い
う
德
目
が
、
化
の
繁
榮
し
た
漢
の
武
帝
に
は
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る
『
漢
書
』

「
武
帝
本
紀
」
の
「
有
三
代
之
風
」
の
表
現
で
知
ら
れ
る
。
本
邦
で
は
『
十
八
史
略
』

「
武
帝
紀
」
の
「
表
章
六
經
、
實
自
帝
始
。
數
獲
祥
瑞
。
白
麟
・
朱
雁
・
壆 
房
、

寶
鼎
、
皆
爲
樂
章
、
薦
之
郊
廟
。

章
亦
至
帝
世
始
盛
。
人
以
爲
有
三
代
之
風
焉
。

（
六
經
を
表
章
す
る
は
、
實
に
帝
よ
り
始
ま
る
。
數

し
ば
し
ば

祥
瑞
を
䡄 
た
り
。
白
麟
・

朱
雁
・
壆 
房
、
寶
鼎
、
皆
樂
章
を
爲つ
く

り
て
、
之
を
郊
廟
に
薦す
す

む
。

章
も
亦
帝
の

世
に
至
つ
て
始
め
て
盛
ん
な
り
。
人
以
て
三
代
の
風
有
り
と
爲
す
）」
と
あ
る
の

に
據
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
禪
林
で
は
、
中
國
宋
代
の
學
者
・
程
顥
（
明
道
）

が
定
林
禪
寺
で

僧
の
入
堂
す
る
樣
子
を
見
て
、「
三
代
禮
樂
盡
在
是
矣
（
三
代

の
禮
樂
盡
く
是こ

こ

に
在
り
）」（ 『
居
士
分
燈
錄
』）と
評
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
『
佛
祖
統
紀
』
卷
四
十
五
「
法
運
通
塞
志
十
七
之
十
二
仁
宗
」
に
見
え
る
「
三

代
禮
樂
於
緇
衣
中
（
三
代
の
禮
樂
は
緇
衣
の
中
に
あ
り
）」
と
い
う
措
辭
は
夢
嚴

祖
應
『
旱
霖
集
』
所
收
「
見
性
海
住
東
福
山
門
疏
」
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
、
禪
僧

の
自
負
を
示
す
こ
と
ば
と
し
て
も
愛
唱
さ
れ
た
。
こ
の
一
句
は
『
句
雙
紙
』
に
も

採
錄
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
攝
家
の
人
物
を
中
國
の
皇
帝
に
準
え
る
こ
と
は
、
本

邦
に
お
い
て
忌
避
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
策
彥
周
良
「
大
原
野
千

句
連
歌
記
」
に
お
い
て
、近
衞
稙
家
の
弟
で
あ
る
聖
攐 
院
門
跡
道
澄
を
「
周
公
旦
」

に
譬
え
る
例
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
三
代
風
」
に
關
わ
る
複
數
の
典
據
が
響
き
合

う
こ
と
を
狙
っ
て
、
一
句
の
措
辭
を
爲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
詩

の
制
作
經
緯
を
知
る
上
で
參
考
と
な
る
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
閏
九
月
三
日

條
で
は
、
こ
の
と
き
、 

南
都
樂
人
の
辻
近

が
同
道
し
、「
晩
暮
、
有
小
音
樂
」

と
も
あ
り
、
あ
る
い
は
當
座
で
そ
の
樣
子
を
詠
じ
た
か
。（
185
番
詩
▼
參
考
）

〇
重
興　

佛
敎
語
で
、
寺
院
の
「
中
興
」
の
の
ち
、
更
に
再
興
の
功
を
爲
す
こ
と

を
言
う
。 

▼
通
釋

　

  

元
祿
十
二
年
秋
、
弊
門
を
掃
き
淸
め
、
執
政
左
府
公
の
お
出
ま
し
を
迎
え
た
。

美
し
い
詩
を
賜
っ
た
の
で
、
謹
ん
で
次
熄 
し
申
し
上
げ
た
詩



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

三
二

そ
の
龍
樹
尊
者
の
よ
う
に
尊
い
お
姿
は
、
僧
堂
に
お
い
て
寺
僧
が
思
わ
ず
身
を
屈

し
て
禮
拜
す
る
ほ
ど
に
威
光
に
溢
れ
て
お
り
、

皆
は
そ
の
尊
さ
を
觀
音
嫾 
薩
が
宰
相
の
姿
で
化
身
し
て
我
我
の
前
に
示
現
し
た
か

の
よ
う
だ
と
譽
め
讚
え
て
い
ま
す
。

殿
下
は
お
忙
し
い
政
務
の
合
閒
に
も
學
問
に
勵
み
、
敎
養
を
深
め
る
こ
と
に
努
め

ら
れ
、
そ
の
ご
敎
導
は
文
化
・
學
問
が
繁
榮
し
た
武
帝
の
時
代
に
譬
え
ら
れ
る
ほ

ど
で
あ
り
、

禮
樂
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
禪
學
に
も
自
負
が
あ
る
も
の
の
、

殿
下
の
深
い
學
識
の
放
つ
威
光
は
、

運
の
隆
盛
を
更
に
も
た
ら
す
よ
う
に
も
思

わ
れ
ま
す
。 

（
中
本
）

184
一
乘
法
親
王
翠
 
臨
於
弊
院
、
拙
作
謹
奉
和
所
賜
祇
陀　

琅
琅
玉
熄 
最
淸
新　
　

○
○
●
●
●
○
◎　
　
　
　
　

筆
力
縱
橫
好
縛
麟　
　

●
●
○
○
●
●
◎　
　
　
　

□
喜
少
林
壶 
結
果　
　

□
●
●
○
○
●
●　

聯
壺 
毓
秀
竹
園
春　
　

○
○
●
●
●
○
◎　
　

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

新
・
麟
・
春
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
一
眞
熄 
）

▼
訓
讀

　

  

一
乘
法
親
王
の
翠
  

弊
院
に
臨
み
、
拙
作
も
て
謹
み
て
賜
ひ
し
所
の
祇ぎ

だ陀

に
和
し
奉
る

琅
琅
た
る
玉
熄  

最
も
淸
新
た
り　
　

 

筆
力
縱
橫
し
て
好
し 

麟
を
縛ば
く

す
る
に

□
喜
ぶ 

少
林 

壶 
の
果
を
結
ぶ
を　
　

聯
壺 
毓
秀 

竹
園
の
春

▼
注　
　

○
一
乘
法
親
王　

南
都
興
福
寺
門
跡
の
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
（
一
六
四
九
―

一
七
〇
六
）。
基

室
の
品
宮
常
子
內
親
王
の
同
腹
弟
で
あ
る
う
え
、
京
で
の
里

坊
が
近
衞
家
今
出
川
御
殿
に
隣
接
し
て
お
り
、
近
衞
家
と
は
親
し
く
往
來
し
て
い

た
。
184
番
詩
は
、
一
乘
院
宮
眞
敬
親
王
の
詠
に
應
じ
た
桂
嶽
宗
壺 
の
作
。『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
閏
九
月
三
日
條
に
、
基

に
同
道
し
て
一
乘

院
宮
眞
㤌 
親
王
が
壺 
春
院
を
訪
れ
た
と
あ
る
。（
185
番
詩
▼
參
考
）　　

○
翠
 　

カ
ワ
セ
ミ
の
羽
で
飾
っ
た
天
子
の
旗
や
車
の
傘
を
い
う
。
こ
こ
で
は
一

乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
の
車
を
指
す
。
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」「
建
翠
 
之
旗
、
樹
靈

之
鼓
（
翠
 
の
旗
を
建
て
、
靈れ

い
だ

の
鼓
を
樹た

つ
）」（『

選
』
卷
八
）。
李
善
注

「
翠
 
、
以
翠
羽
爲
宐 
也
（
翠
 
、
翠
羽
を
以
て
宐 
と
爲
す
）」。　

○
祇
陀　

梵
語Jeta

の
音
譯
語
彙
で
、
勝
の
意
。
舍
衞
國
波は
し
の斯
匿く

王お
う

太
子
の
名
前

と
さ
れ
る
。
ふ
つ
う
寺
院
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
が
作
っ
た

詩
で
あ
ろ
う
。
唐
・
慧
琳
『
一
切
經
音
義
』
卷
十
（
金
剛
般
奉 
波
羅
蜜
經 

後
秦
）

に
「
祇
樹 

梵
語
也
。
或
云
祇
陀
0

0

、
或
云
祇

、
或
云
祇
園
、
皆
一
名
也
。
正
梵

音
云
、
誓
多
。
此
譯
爲
勝
。
波
斯
匿
王
所
治
城
也
。
太
子
亦
名
勝
。（
祇
樹 

梵
語

な
り
。
或
い
は
祇
陀
と
云
ふ
、
或
い
は
祇

と
云
ふ
、
或
い
は
祇
園
と
云
ふ
、
皆

一
名
な
り
。
正
梵
音
は
誓
多
と
云
ふ
。
此
譯
し
て
勝
と
爲
る
。
波
斯
匿
王
の
治
む

る
所
の
城
な
り
。
太
子
も
亦
た
勝
と
名
づ
く
）」。
唐
・
慧
淨
「
雜
言
」
に
「
揚
錫

指
山
阿
、攜
步
上
祇
陀
。（
錫
を
揚
げ
て
山
阿
を
指
し
、攜
步
し
て
祇
陀
に
上
る
）」。　
　

○
琅
琅　

擬
聲
語
。
寶
石
や
金
屬
が
觸
れ
合
っ
て
鳴
る
美
し
い
音
。
一
乘
院
宮
眞

㤌 
親
王
の
詩
の
音
律
が
美
し
い
こ
と
を
形
容
す
る
か
。
司
馬
相
如
「
子
虛
賦
」
に

「

石
相
擊
、
琅
琅

。（
ら
い

石せ
き

相
ひ
擊
ち
、
琅
琅
か
い
か
い

）」（『

選
』
卷
七
）。　
　

○
玉
熄 　

他
人
の
詩
の
㤌 
稱
。
白
居
易
「
將
發
洛
中
枉
令
狐
相
公
手
札
� 
辱
二
篇



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

三
三

寵
行
以
長
句
答
之
（
將
に
洛
中
を
發
た
ん
と
し
て
令
狐
相
公
の
手
札
を
枉
げ
て
� 

ね
て
辱
く
も
二
篇
に
寵
行
せ
ら
れ
長
句
を
以
て
之
に
答
ふ
）」
に
「
玉
熄 
乍
聽
堪

醒
酒
、
銀
鉤
細
讀
當
披
顏
。（
玉
熄 
乍
ち
聞
き
て
酒
を
醒
ま
す
に
堪
へ
、
銀
鉤
細

か
く
讀
み
て
當
に
顏
を
披
く
べ
し
）」
と
あ
る
。　

○
淸
新　

淸
ら
か
で
俗
で
な
い
さ
ま
。
唐
・
杜
甫
「
春
日
憶
李
白
」
に
「
淸
新
庾

開
府
、
俊
逸
鮑
參
軍
。（
淸
新
た
る
庾
開
府
、
俊
逸
た
る
鮑
參
軍
）」
と
あ
る
。　

○
筆
力
縱
橫　

筆
力
は
運
筆
や
表
現
上
の
勢
い
。
縱
橫
は
自
由
自
在
、
思
い
の
ま

ま
。
宋
・
劉
克
莊
「
竹
溪
生
日
二
首
」
其
一
に
「
兩
翁
雖
老
殊
精
悍
、
筆
力
縱
橫

可
掣
鯨
（
兩
翁
老
い
る
と
雖
も
殊
に
精
悍
に
し
て
、
筆
力
縱
橫
し
て
鯨
を
掣ひ

く
べ

し
）」
と
あ
る
。
掣
鯨
は

才
が
優
れ
、
筆
勢
が
力
強
く
て
よ
ど
み
の
な
い
さ
ま

を
形
容
す
る
。　

○
縛
麟　

詩
語
と
し
て
や
や
珍
し
い
。
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
の
優
れ
た

才
を
稱

え
る
か
。
詩
語
「
䡄 
麟
」
が
連
想
さ
れ
る
。『
春
秋
』
哀
公
十
四
年
の
「
春
、
西

狩
䡄 
麟
（
春
、
西
に
狩
し
て
麟
を
䡄 
た
り
）」。
杜
預
注
「
麟
者
仁
獸
、
聖
王
之
嘉

瑞
也
。（
麟
者
は
仁
獸
、
聖
王
の
嘉
瑞
な
り
）」。
劉
琨
「
重
贈
盧
諶
（
重
ね
て

盧ろ
し
ん諶
に
贈
る
）」
に
「
宣
尼
悲
䡄 
麟
、
西
狩
涕
孔
丘
（
宣せ
ん

尼じ

は
䡄 
麟
を
悲
し
み
、

西
狩
は
孔
丘
を
涕
か
し
む
）」（『

選
』
卷
二
十
五
）。
李
白
「
古
風
」
其
一
に
「
希

聖
如
有
立
、
絕
筆
於
䡄 
麟
。（
聖
を
希

こ
ひ
ね
がひ
て
如
し
立
つ
有
ら
ば
、
筆
を
䡄 
麟
に
絕

た
ん
）」。

○
□
喜　

一
喜
か
。
宋
・
邵
雍
「
四
喜
」
に
「
一
喜
長
年
爲
壽
域
、
二
喜
豐
年
爲

樂
國
（
一
喜
は
長
年
壽
域
と
爲
し
、
二
喜
は
豐
年
樂
國
と
爲
す
）」。　

○
少
林　

元
來
は
少
林
寺
の
こ
と
で
あ
る
が
、
廣
く
佛
敎
の
寺
院
を
指
す
。　
　

『
竺
僊
和
尙
天
柱
集
後
偈
頌
』
に
「
貢
士
侍
中
直
公
」
と
題
し
て
「
從
玆
此
土
及

西
天
。

覆
慈
雲
洒
甘
雨
。
少
林
花

0

0

0

開
還
結
果
0

0

。
徧
布
神
州
知
幾
顆
（
玆
此
の
土

よ
り
西
天
に
及
び
、

く
慈
雲
を
覆
ひ
甘
雨
を
洒
ぐ
。
少
林
壶 
開
き
還ま

た
果
を
結

び
、
神
州
に
徧
布
す
る
こ
と
知
ん
ぬ 

幾
顆
な
る
か
を
）」。

○
結
果　

實
を
結
ぶ
。
成
果
を
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
と
壺 
春

院
と
の
因
緣
、も
し
く
は
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
か
ら
賜
っ
た
詩
で
あ
ろ
う
か
。『
續

傳
燈
錄
』
卷
三
十
「
萬
壽

信
禪
師
」
に
「
且
道
時
節
因
緣
與
佛
法
道
理
是
同
是

別
。
良
久
曰
。
無
影
樹
栽
人
不
見
。
開
 0

 結
果
0

0

自
馨
香
。（
且
つ
道
ふ
、
時
節
因

緣
は
佛
法
の
道
理
と
是
れ
同
じ
き
か
是
れ
別
な
る
か
、と
。
良や
や

久
し
く
し
て
曰
ふ
、

影
無
く
樹
栽
え
て
人
見
ず
、
 
を
開
き
果
を
結
び
て
自
ら
馨
香
す
、
と
）」。

○
聯
壺 　

連
な
っ
た
壶 
壶 
。
こ
こ
で
は
臨
席
の
人
人
の
詩
歌
、
あ
る
い
は
「
壺 
」

に
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
の
「
祇
陀
」
を
か
け
、
自
分
が
和
し
て
詩
を
作
っ
た
こ
と

を
い
う
か
。
宋
・
釋
重
顯
「
送
勝
因
長
老
（
勝
因
長
老
を
送
る
）」
に
「
黃
梅
散

席
三
百
載
、
續
焰
聯
壺 
事
空
在
。（
黃
梅
散
席
三
百
載
、
焰
を
續
け
壺 
を
聯
ね
て

事
空
し
く
在
り
）」（『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
五
）。　

 　

○
毓
秀　

育
秀
。
娄 
木
を
育
て
る
。
秀
れ
た
人
材
を
盛
ん
に
育
成
す
る
。
明
・
謝

遷
「
嚴
梅
谷
八
十
壽
詩
」
に
「
梅
谷
含
芳
娛
晩
景
、
蘭
階
毓
秀
駐
春
輝
（
梅
谷
壺 

を
含
み
て
晩
景
を
娯
し
み
、
蘭
階
秀
を
育
て
て
春
輝
を
駐
む
）」。

○
竹
園
春　
「
竹
園
」
は
竹
を
植
え
た
庭
園
。
天
子
の
子
孫
、
皇
族
の
別
稱
で
も

あ
る
。
前
漢
の
孝

帝
の
子
孝
王
が
梁
に
封
ぜ
ら
れ
兔
園
を
作
り
、
竹
を
多
く
植

え
た
と
い
う
故
事
（『
史
記
』
梁
孝
王
世
家
）
に
由
來
す
る
。
第
一
〇
八
代
後
水

尾
院
皇
子
で
あ
る
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
の
こ
と
を
い
う
。「
春
」
は
實
際
の
季
節

で
は
な
く
、「
竹
園
」
を
贊
美
す
る
詩
的
表
現
か
。
北
周
・
庾
信
「
奉
報
趙
王
惠

酒
（
趙
王
惠
の
酒
を
惠
せ
ら
る
る
に
報
い
奉
る
）」
に
「
梁
王
修
竹
園
、
冠
寉 
風

え

い



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

三
四

塵
喧
。（
梁
王
竹
園
を
修
め
、
冠
寉 
風
塵
喧か
ま
び
すし
）」。『
徒
然
娄 
』
第
一
段
「
御
門

の
御
お
ほ
ん
く
ら
ゐ
位
は
い
と
も
か
し
こ
し
。
竹
の
園そ
の

生ふ

の
、
末
宖 
ま
で
人
閒
の
種
な
ら
ぬ
ぞ
や

ん
ご
と
な
き
」。　
　
　
　
　

▼
通
釋

　

  

一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
の
御
車
が
壺 
春
院
ま
で
お
出
ま
し
下
さ
り
、
賜
っ
た
詩

に
拙
作
も
て
謹
ん
で
和
し
奉
る　

（
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
の
作
ら
れ
た
詩
は
）
音
律
が
淸
ら
か
で
美
し
い
。　

（
親
王
は
）
文
才
が
高
く
、
自
由
自
在
に
詩
を
作
ら
れ
る
。　
　

喜
ば
し
い
の
は
弊
院
の
壶 
が
咲
い
て
實
を
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。　
　

か
の
竹
園
の
春
に
壶 
が
連
な
り
咲
き
、
娄 
木
が
盛
ん
に
育
つ
ご
と
く
、

皇
族
に
は
秀
で
た
方
が
多
く
お
ら
れ
る
（
親
王
も
そ
の
お
一
人
で
あ
る
）。

（
黃
）

185
次
多
聞
上
人
熄 

耳
聞
不
如
心
聞
親　
　

●
○
●
○
○
○
◎

相
逢
尙
見
道
情
眞　
　

○
○
●
●
●
○
◎

心
中
敎
外
共
商
量　
　

○
○
●
●
●
○
○

自
此
交
盟
期
百
春　
　

●
●
○
○
○
●
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

親
・
眞
・
春
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
一
眞
熄 
）

▼
訓
讀

　

多
聞
上
人
の
熄 
に
次
す

耳
聞
は
心
聞
の
親
に
如
か
ず　
　
　
　

相
逢
ひ
尙
ほ
見
る　

道
情
の
眞
な
る
を

心
中
敎
外　

共
に
商
量
し
て　
　
　
　

此
れ
よ
り
交
盟
し　

百
春
を
期
す

▼
注

○
多
聞
上
人　

南
都
興
福
寺
の
多
聞
院
院
主
、
英
筭
敎
實
房
。
185
番
詩
は
、
元
祿

十
二
年
（
一
六
九
九
）
閏
九
月
三
日
、
基

と
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
に
隨
行
し
た

多
聞
院
英
筭
の
詩
を
受
け
た
桂
嶽
宗
壺 
に
よ
る
次
熄 
で
、
183
・
184
番
詩
に
一
連
と

思
わ
れ
る
。
桂
嶽
宗
壺 
と
多
聞
院
英
筭
は
、「
桂
嶽
未
⑉ 
來
、英
筭
相
共
言
談
」（『
基

公
記
』
元
祿
十
三
年
八
月
十
五
日
條
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
基

の
も
と
で

同
席
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

○
耳
聞　

耳
で
聞
く
こ
と
。
噂
に
聞
く
こ
と
。「
耳
聞
不
如
目
見
（
耳
聞
は
目
見

に
如
か
ず
）」（『
說
苑
』
政
理
）。「
心
聞
」
と
と
も
に
、「
多
聞
院
」
を
意
識
し
た

表
現
。

○
心
聞　

心
で
聞
く
こ
と
。
善
惡
・
是
非
な
ど
を
よ
く
聞
き
分
け
判
斷
す
る
こ
と
。

心
耳
。「
寒
夜
無
風
竹
有
聲　

疏
疏
密
密
透
松
櫺　

耳
聞
不
似
心
聞
好　

歇
卻
燈

前
半
卷
經
（
寒
夜
風
無
く
し
て
竹
に
聲
有
り
。
疏
疏
密
密　

松
櫺
を
透
る
。
耳
聞

は
心
聞
の
好
し
き
に
は
似し

か
ず
。
歇
卻
す　

燈
前
半
卷
の
經
。）」（『
江
湖
風
月
集

解
』「
聽
雪
（
四
明
虛
堂
愚
和
尙
）」）。

○
道
情　

道
義
心
。
南
朝
宋
・
謝
靈
運
「
述
祖
德
詩
二
首
（
祖
德
を
述
ぶ
る
詩
二

首
）」
其
二
に
「
拯
溺
由
道
情　

龕
暴
資
神
理
（
溺
る
る
を
拯す

く

ふ
は
道
情
に
由
り
、

暴あ
ら
あ
らし
き
に
龕か

つ
は
神
理
に
資よ

る
）」（『

選
』
卷
十
九
）。

○
敎
外　

禪
宗
の
要
諦
を
あ
ら
わ
す
敎
外
別
傳
。
敎
理
に
相
違
す
る
こ
と
。

○
商
量　

あ
れ
こ
れ
相
談
し
て
考
え
る
こ
と
。「
賣
弄
諸
人
購
諸
方
、
德
山
臨
濟

没
商
量
。
拈
槌
竪
拂
非
吾
事
、只
要
聲
名
屬
北
堂
。（
諸
人
を
賣
弄
し
諸
方
を
購
す
。

德
山
臨
濟　

没
商
量
。
拈
槌
竪
拂
は
吾
が
事
に
あ
ら
ず
、
只
要
す　

聲
名
の
北
堂

に
屬
さ
ん
こ
と
を
。）」（『
狂
雲
集
』
上
卷
「
陳
蒲
鞋
」）。

す
ゑ
ば



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

三
五

○
交
盟　

固
い
約
束
を
交
わ
す
こ
と
。
策
彥
周
良
「
梅
邊
會
友
」
に
「
夜
夜
梅
邊

和
月
過　

交
盟
修
得
喜
無
他　

一
枝
春
色
一
麟
足　

不
覓
壶 
中
十
友
多
（
夜
夜
梅

邊
月
の
過
る
に
和
す
。
交
盟
修
得
喜
び
他
無
し
。
一
枝
春
色　

一
麟
足
る
。
壶 
中

十
友
の
多
き
を
覓も

と

め
ず
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
六
）
と
あ
る
。

○
百
春　

幾
た
び
も
め
ぐ
っ
て
く
る
春
。
瑞
溪
周
鳳
「
祇
園
」
に
「
去
年
今
日
祇

林
外
。

暖
佳
晴
洛
水
東
。
重
問
梅
壶 
壶 
有
語
。
從
茲
相
約
百
春
風
。（
去
年
今

日
祇
林
の
外
。

暖
佳
晴　

洛
水
の
東
。
重
ね
て
梅
壶 
を
問
へ
ば
壶 
に
語
有
り
。

茲
よ
り
相
約
さ
ん　

百
春
の
風
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
五
十
三
）。

▼
通
釋

　

多
聞
上
人
の
詩
に
次
熄 
し
た
詩

耳
で
聞
く
こ
と
は
心
で
聞
い
て
親
し
む
の
に
は
及
ば
な
い
。

互
い
に
逢
い
、
さ
ら
に
見
て
、
氣
持
ち
を
口
に
す
れ
ば
眞
と
な
る
。

心
中
敎
外　

共
に
斟
酌
し
、

た
っ
た
今
か
ら
誓
い
を
交
わ
し
、
幾
春
を
重
ね
る
こ
と
を
約
束
し
よ
う
。

▼
參
考　
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
閏
九
月
三
日
條

行
壺 
春
院
、
一
門
主
〔
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
〕
同
道
、
多
門〔

聞
〕院
、
近
家
〔
南
都
樂

人
辻
近

〕
等
同
來
、
先
參
德
禪
寺
鎭
守
、
是
去
月
加
御
修
理
、
余
沙
汰
也
、
先

月
廿
七
日
正

宮
、
仍
所
參
詣
也
、
殊
去
曉
、
有
靈
夢
、
別
而
加
信
心
者
也
、
喜

悅
不
少
、
凡
今
度
加
御
修
理
之
事
、
有
神
感
歟
、
丹
堂
〔
端
堂
紹
肅
、
大
德
寺
第

二
百
二
十
六
世
〕、
梅
心
〔
梅
岑
宗
點
、
大
德
寺
第
二
百
五
十
世
〕、
桂
嶽
等
罷
出
、

有
點
心
、
其
後
向
方
丈
、
見
重
寶
等
、
其
後
行
壺 
春
院
、
余
詠
法
樂
和
哥
、
一
門
、

桂
嶽
有
和
句
、
此
詩
哥
數
篇
、
晩
暮
、
有
小
音
樂
、
戌
⑉ 
歸
家
了
、 

（
川
崎
）

189
高
倉
帝
後
宮
有
稱
小
督
官
女
。
能
彈
琴
、自
命
其
琴
曰
時
雨
。
此
器
也
、

於
今
歷
數
百
歳
、
爲　

陽
明
殿
下
被
器
重
。
茲
歳
九
月
秋
雨
夜
、
設
管

絃
宴
、　

殿
下
手
彈
其
琴
、
使
野
衲
賦
俚
詩
卽
興
賦
而
備　

台
覽
。

金
雁
鈿
蟬
繫
古
絃　
　

○
●
○
○
●
●
◎

遺
音
尙
憶
昔
人
賢　
　

○
○
●
●
●
○
◎

依
稀
似
曲
☉ 
堪
聽　
　

○
○
●
●
●
○
○

秋
雨
梧
桐
殿
閣
前　
　

○
●
○
○
●
●
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　
　

▼
熄 
字　

絃
・
賢
・
前
（
平
水
熄 
下
平
聲
一
先
熄 
）

▼
訓
讀

　

  

高
倉
帝
の
後
宮
に
小こ

督が
う

と
稱
す
る
官
女
有
り
、
能
く
琴
を
彈
ず
。
自
ら
其
の

琴
を
命
じ
て
（
其
の
琴
に
命な
づ

け
て
）
時
雨
と
曰
ふ
。
此
の
器
や
、
今
に
於
い

て
數
百
歳
を
歷へ

て
、
陽
明
殿
下
の
爲
に
器
重
せ
ら
る
。
茲
の
歳
の
九
月
秋
雨

の
夜
、
管
絃
の
宴
を
設
け
、
殿
下
手
づ
か
ら
其
の
琴
を
彈
じ
、
野
衲
を
し
て

俚
詩
を
賦
せ
し
む
。
卽
興
に
賦
し
て
台
覽
に
備
ふ
。

金
雁
鈿
蟬 

古
絃
を
繫か

く　
　
　
　
　

 

遺
音
尙
ほ
憶お
も

ふ 

昔
人
の
賢
な
る
を

依
稀
と
し
て
曲
に
似
て
☉ 
た
聽
く
に
堪
へ
た
り　
　

秋
雨
梧
桐 

殿
閣
の
前

▼
注

○
高
倉
帝　

平
安
時
代
末
期
の
天
皇
（
一
一
六
一
―
一
一
八
一
、
在
位
一
一
六
八

―
一
一
八
〇
）。
後
白
河
天
皇
の
第
七
皇
子
、
母
は
平
滋
子
（
平
淸
盛
の
妻
時
子

の
異
母
妹
）。
平
德
子
（
淸
盛
の
女
）
を
中
宮
と
し
、
後
の
安
德
天
皇
を
儲
け
る
。

○
小
督　

平
安
末
期
の
女
官
。
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
生
ま
れ
、

年
未
詳
。

藤
原
成な
り

範の
り

の
女
。『
平
家
物
語
』（
流
布
本
）
卷
六
「
小
督
」
に
、「
宮
中
一
の
美
人
、

琴
〔
箏
の
琴
〕
の
上
手
」
と
あ
る
。
平
淸
盛
の
怒
り
に
觸
れ
て
嵯
峨
に
身
を
隱
し



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

三
六

た
と
こ
ろ
、
天
皇
の
命
を
受
け
た
源
仲
國
が
行
方
を
尋
ね
、
小
督
の
彈
ず
る
「
想

夫
戀
」
の
琴
曲
を
聞
き
つ
け
彼
女
を
見
出
し
て
宮
中
に
連
れ
戾
し
、
そ
の
後
、
天

皇
と
の
閒
に
姫
（
範
子
內
親
王
）
を
生
ん
だ
と
い
う
。

○
時
雨　

小
督
が
用
い
た
箏
の
銘
。『
基

公
記
』
元
祿
十
一
年
十
一
月
二
十
二

日
條
に
「
時
雨
箏
錺
出
來
、
公
韶
卿
持
來
之
」
と
あ
り
、
雅
樂
（
和
琴
・
箏
）
を

家
職
と
す
る
四
辻
公
韶
（
一
六
七
〇
―
一
七
〇
〇
）
が
近
衞
家
に
も
た
ら
し
た
。

『
同
』
元
祿
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
條
に
「
張
絃
」
と
み
え
、そ
の
音
色
を
「
神

妙
無
比
類
」
と
評
す
。『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
同
日
條
に
も
「
時
雨
の
こ
と
の

か
さ
り
出
き
て
、
四
辻
さ
い
相
〔
四
辻
公
韶
〕
持
參
」
と
あ
る
。『
豫
樂
院
鑑　

近
衞
家

公
年

』
寶
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
條
に
「
時
雨
」
へ
の
言
及
あ
り
。

○
爲
陽
明
殿
下
被
器
重　

和
習
の
受
動
表
現
。正
確
な
古
漢
語
の
表
現
と
し
て
は
、

「
爲
陽
明
殿
下
器
重
（
陽
明
殿
下
の
器
重
と
爲
る
、
陽
明
殿
下
に
器
重
せ
ら
る
）」

あ
る
い
は
「
被
陽
明
殿
下
器
重
（
陽
明
殿
下
に
器
重
せ
ら
る
）」
と
書
く
べ
き
で

あ
る
。

○
茲
歳
九
月
秋
雨
夜　

元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
九
月
の
こ
と
。

○
俚
詩　

粗
野
で
通
俗
的
な
詩
。
自
己
の
詩
作
の
謙
辭
。
野
詩
、
鄙
詩
な
ど
に
同

じ
。
明
の
唐

鳳
「
與
大
尹
黃
彪
書
（
大
尹
黃
彪
に
與
ふ
る
書
）」（『
梧
岡
集
』

卷
十
）
に
「
拙

俚
詩
、
繕
寫
成
軸
、
以
寓
嚮
仰
之
情
（
拙

俚
詩
、
繕
寫
し
て

軸
を
成
し
、
以
て
嚮
仰
の
情
を
寓
す
）」
と
あ
る
。
ま
た
「
細
河
阿
州
太
守
、
見

惠
海
石
兩
片
、副
之
以
和
歌
一
章
。
䘚
綴
俚
詩
奉
答
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
（『
翰

林
五
鳳
集
』
卷
三
十
一
）。

○
金
雁
鈿
蟬　

黃
金
の
琴
柱
と
螺
鈿
で
細
工
し
た
蟬
の
形
の
飾
り
。
唐
・
溫
庭
筠

「
彈
箏
人
」
詩
（『
溫
飛
卿
詩
集
』
卷
五
。
增
注
本
『
三
體
詩
』
卷
一
作
「
贈
彈
箏

人
」）
に
「
天
寶
年
中
事
玉
皇
、
曾
將
新
曲
敎
寜
王
。
鈿
蟬
金
雁
皆
零
宄 
、
一
曲

伊
州
淚
萬
行
（
天
寶 

年
中 

玉
皇
に
事つ
か

へ
、
曾か
つ

て
新
曲
を
將も
つ

て
寜
王
に
敎
ふ
。
鈿

蟬 

金
雁 

皆
な
零
宄 
し
、
一
曲
の
伊
州 

淚 

萬
行
」
と
あ
る
。『
三
體
詩
』
の
元
の

天
隱
注
に
「
劉
禹
錫
云
、
河
南
房
處
士
、
得
善
箏
人
而
夭
。
作
傷
〔
秦
〕
姝
行
曰
、

玫
檠
（
瑰
）
寶
柱
秋
雁
行
。
☉ 
溫
庭
筠
詩
、
銅
箏
絃
絕
雁
行
稀
〔『
溫
飛
卿
詩
集
』

卷
四
「
和
友
人
悼
亡
」
詩
「
鈿
箏
絃
斷
雁
行
稀
」〕。
寉 
鈿
箏
者
、箏
飾
。
金
雁
者
、

箏
柱
也
（
劉
禹
錫
云
ふ
、
河
南
の
房
處
士
、
箏
を
善
く
す
る
人
を
得
れ
ど
も
夭
す
。

〔
秦
〕
姝
を
傷
む
行う

た

を
作
り
て
曰
は
く
、
玫
檠
（
瑰
）
の
寶
柱 

秋
雁
行つ
ら
なる
。
☉ 
た

溫
庭
筠
の
詩
に
、
銅
箏 

絃
絕
え
て
雁
行
稀
な
り
、
と
。
寉 
し
鈿
箏
は
、
箏
の
飾
り
。

金
雁
は
、箏
の
柱
な
り
）」
と
あ
る
。
劉
學
鍇
『
溫
庭
筠
全
集
校
注
』（
中
 
書
局
、

二
〇
〇
七
年
七
月
、
四
七
八
頁
）
に
「
金
雁
、
對
箏
柱
的
美
稱
。
箏
柱
斜
列
有
如

雁
行
、故
云
。
李
商
隱
《
昨
日
》：「
十
三
絃
柱
雁
行
斜
。」」
と
釋
す
る
。
な
お
「
金
」

「
雁
」「
蟬
」
は
秋
の
緣
語
。

○
遺
音
尙
憶
昔
人
賢　
「
遺
音
」は
前
代
か
ら
傳
わ
っ
た
音
樂
。
魏
の

康「
琴
賦
」

に
「
情
舒
放
而
遠
覽
、
接
軒
轅
之
遺
音
（
情
舒
放
し
て
遠
く
覽
て
、
軒
轅
の
遺
音

に
接
す
）」（『

選
』
卷
十
八
）
と
あ
る
。
こ
の
句
は
箏
で
は
な
く
、「
琴き

ん

」
に
ま

つ
わ
る
古
え
の
賢
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
故
事
を
想
起
し
て
の
措
辭
と
解
釋
さ
れ
る
。

○
依
稀
似
曲
☉ 
堪
聽　
「
依
稀
」
は
、
類
似
し
て
い
る
さ
ま
。
あ
た
か
も
〜
の
よ

う
で
あ
る
。
疊
熄 
語
。
雙
聲
語
の
彷
彿
（
仿
佛
）、髣
髴
に
同
じ
。
唐
の
王
邕
「
湘

靈
鼓
瑟
」
詩
（
五
律
）
に
「
寶
瑟
和
琴
熄 
、
靈
妃
應
樂
章
。
依
稀
聞
促
柱
、
髣
髴

夢
新
妝
。（
寶
瑟 

琴
熄 
に
和
し
、靈
妃 

樂
章
に
應
ず
。
依
稀
と
し
て
促
柱
を
聞
き
、

髣
髴
と
し
て
新
妝
を
夢
み
る
が
ご
と
し
）」
と
あ
る
。「
似
曲
」
は
、
こ
こ
で
は
梧

桐
の
枯
れ
た
葉
に
滴
る
雨
音
が
箏
曲
に
似
て
い
る
と
い
う
意
。
こ
の
句
は
、
唐
の
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高
騈
「
風
箏
（
風
鐸
の
類
）」
詩
「
夜
靜
絃
聲
響
碧
空
、
宮
商
信
任
往
來
風
。
依

稀
似
曲
纔
堪
聽
、
☉ 
被
風
吹
別
調
中
。（
夜
靜
か
に
し
て
絃
聲 

碧
空
に
響
き
、
宮

商 

信
任
す 
往
來
の
風
に
。
依
稀
と
し
て
曲
に
似
て
纔わ
づ
かに
聽
く
に
堪
へ
、
☉ 
た
風

に
別
調
中
に
吹
か
る
）」
の
轉
句
を
借
用
し
た
も
の
。
高
騈
詩
は
五
代
の
韋
縠
『
才

調
集
』
卷
七
・『
萬
首
唐
人
絕
句
』
七
言
卷
四
十
七
・『
聯
珠
詩
格
』
卷
十
六
「
用

被
字
格
」・『
唐
詩
紀
事
』
卷
六
十
三
・『
詩
話
總
龜
』
前
集
卷
二
十
一
・
五
代
の

孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
卷
七
「
高
崇

相
國
詠
雪
」
條
・
元
の
辛

房
『
唐
才
子
傳
』

卷
六
・『
古
今
事

類
聚
』
續
集
卷
二
十
二
な
ど
に
見
え
る
。
ま
た
轉
結
二
句
は

禪
の
語
錄
に
も
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
。『
禪
語
辭
典
』
に
「
な
ん
と
な
く
樂
の
し

ら
べ
の
よ
う
で
聞
き
惚
れ
て
い
た
ら
、
た
ち
ま
ち
風
に
吹
か
れ
て
別
の
調
べ
に
變

わ
っ
て
行
っ
た
。
高
騈
「
風
箏
」
の
詩
の
句
（『
全
唐
詩
』
卷
五
百
九
十
八
）。〔
傳

燈
錄
二
十
五
天
台
德
韶
章
〕
問
曰
、
恁

卽
大
千
同
一
眞
如
性
也
。
師
曰
、

…
…
。〔
同
二
十
六
王
泉
義
隆
章
〕〔
雪
竇
語
錄
一
〕
問
、
猿
抱
子
歸
靑
嶂
後
、
鳥

銜
華
碧
巖
前
。
古
人
意
旨
如
何
。
師
云
、
夾
山
猶
在
。
學
云
、
和
尙
如
何
。
師
云
、

…
…
」
と
あ
る
。
ま
た
『
五
燈
會
元
』
卷
十
二
「
雲
峰

悅
禪
師
」
條
・『
禪
林

集
句
』・『
句
雙
子
尋
覓
』・『
點
鐵
集
』
に
も
見
え
る
。『
北
夢
瑣
言
』
卷
七
「
高

崇

相
國
詠
雪
」
條
に
、「
鎭
蜀
日
、
以
蠻
蜑
侵
竸
、
乃
築
羅
城
。
城
四
十
里
。

朝
廷
雖
加
恩
賞
、
亦
疑
其
固
攐 
。
或
一
日
聞
奏
樂
聲
、
知
有
改
移
、
乃
題
風
箏
寄

意
曰
、
夜
靜
絃
聲
響
碧
空
、
宮
商
信
任
往
來
風
。
依
稀
似
曲
才
堪
聽
、
☉ 
被
移
將

別
調
中
。
旬
日
報
到
、
移
鎭
渚
宮
。」
と
あ
る
。

○
秋
雨
梧
桐
殿
閣
前　

白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
春
風
桃
李
壶 
開
夜
、
秋
雨
梧
桐

宖 
宄 
時
（
春
風 

桃
李 

壶 
開
く
の
夜
、秋
雨 

梧
桐 

宖 
宄 
つ
る
の
時
）」
と
あ
る
。「
長

恨
歌
」
は
唐
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
戀
情
を
詠
じ
た
名
作
で
知
ら
れ
、
こ
の
二
句
は

『
和
漢
朖
詠
集
』下
・
781
に
も
戀
題
で
選
錄
さ
れ
て
い
る
。「
秋
雨
梧
桐
殿
閣
前
」は
、

玄
宗
と
楊
貴
妃
の
「
長
恨
歌
」
の
世
界
を
借
り
て
、
高
倉
天
皇
と
そ
の
寵
愛
を
受

け
た
小
督
の
物
語
り
に
誘
う
結
句
と
な
っ
て
お
り
、「
時
雨
」
の
琴
が
小
督
ゆ
か

り
の
名
器
で
あ
る
こ
と
に
繫
げ
て
い
る
。「
桐
」
は
琴
（
箏
）
の
緣
語
。

▼
通
釋

　

  

高
倉
天
皇
の
後
宮
に
小
督
と
い
う
女
房
が
お
り
、
琴
を
上
手
に
彈
い
て
、
所

用
の
琴
に
自
ら
時
雨
と
名
づ
け
た
。
こ
の
樂
器
は
今
、
數
百
年
を
經
て
陽
明

殿
下
に
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
九
月
秋
雨
の
夜
、管
絃
の
宴
を
催
さ
れ
、

殿
下
じ
き
じ
き
に
こ
の
琴
を
お
彈
き
に
な
っ
て
、
拙
僧
に
詩
作
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
そ
の
場
の
感
興
に
ま
か
せ
て
詩
を
作
り
、
御
覽
に
供
し
た
。

琴
柱
が
黃
金
造
り
で
、
螺
鈿
の
蟬
形
の
飾
り
が
施
さ
れ
た
琴
に
時
代
物
の
絃
が
張

ら
れ
た
。

奏
で
ら
れ
る
古
曲
か
ら
昔
の
賢
人
の
故
事
が
今
も
偲
ば
れ
る
。

折
り
か
ら
の
雨
音
は
あ
た
か
も
琴
曲
の
よ
う
で
、ひ
と
し
お
聽
き
込
ん
で
し
ま
う
。

殿
閣
の
前
の
梧
桐
は
宖 
が
枯
れ
、
そ
こ
に
秋
雨
が
降
り
注
ぐ
。 

（
壺 
村
）

192 

心陽
　
殿
下
詩
歌
佳
會
之
題

與
竹
俱
空　
　
　
　
　
　
　

松
梅
永
結
歲
寒
盟　
　

○
○
●
●
●
○
◎

賢
客
曾
呼
君
子
名　
　

○
●
○
○
○
●
◎

學
得
心
空
高
節
處　
　

●
●
○
○
○
●
●

儒
衣
僧
服
道
雙
成　
　

○
○
○
●
●
○
◎ 

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

盟
・
名
・
成
（
平
水
熄 
下
平
聲
八
庚
熄 
）

▼
訓
讀

明



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

三
八

　

陽
明
殿
下
の
詩
歌
佳
會
の
題　

心
は
竹
と
俱
に
空
し

松
梅
と
永
く
結
ぶ　

歲
寒
の
盟　

賢
客
曾
て
呼
ぶ　

君
子
の
名

心
空
高
節
を
學
び
得
る
處　
　
　

儒
衣
僧
服　

道
雙ふ

た

つ
な
が
ら
成
す

▼
注

○
陽
明
殿
下
詩
歌
佳
會
之
題　
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
閏
九
月
二
十
八
日
條

に
、
基

邸
に
て
公
卿
等
の
集
ま
る
と
こ
ろ
へ
桂
嶽
宗
壺 
が
來
合
わ
せ
、
基

が

十
首
を
出
題
し
、「
詩
哥
一
續
」
を
興
行
し
た
と
あ
る
。
こ
の
と
き
の
「
桂
嶽
和

尙
詩
二
首
」
は
192
・
193
番
詩
。（
▼
參
考
）

○
心
與
竹
俱
空　

唐
・
白
居
易
の
「
偶
題
閣
下
廳
」
詩
に
「
貌
將
松
共
瘦
、
心
與

竹
俱
空
（
貌
は
松
と
共
に
瘦
せ
、
心
は
竹
と
俱
に
空
し
）」（『
白
氏
長
慶
集
』）
と

あ
る
。
儒
者
の
白
居
易
に
よ
る
禪
詩
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
192
番
詩
は
白

詩
の
句
を
詩
題
と
し
た
。
佛
敎
語
に「
心
空
」が
あ
る
。『
織
田
佛
敎
大
辭
典
』「
心

空
」
項
に
「
心
性
廣
大
萬
象
を
含
容
す
、
之
を
大
虛
空
に
譬
へ
て
心
空
と
云
ふ
」

と
あ
る
。
加
え
て
『
佛
敎
語
大
辭
典
』「
心
空
」
項
に
「
心
が
障
害
を
離
れ
て
空

寂
か
つ
無
相
で
あ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
「
心
空
意
淨
」（『
賢
劫
經
』）、

「
境
滅
心
空
」（『
宗
鏡
錄
』）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
、竹
は
中
身
が
空
虛
で
あ
る
。

「
竹
心
空
、
屈
原
自
喩
志
通
逹
也
（
竹
の
心
は
空
し
く
、
屈
原
自
ら
志
の
通
逹
す

る
を
喩
ふ
る
な
り
）」（
漢
・
王
逸
『
楚
辭
章
句
』）。
翶
之
慧
鳳
「
墨
菊
說
」
に
「
幸

有
竹
尊
者
、
形
枯
心
空
（
幸
ひ
に
竹
の
尊
者
有
り
、
形
枯
れ
て
心
空
し
）」（『
竹

居
淸
事
』）
と
あ
る
。
和
歌
題
と
し
て
の
「
心
與
竹
俱
空
」
は
三
條
西
實
隆
歌
「
な

よ
竹
の
折
へ
く
も
な
く
な
ひ
く
こ
そ
世
に
ふ
る
道
の
心
な
り
け
れ
」（『
雪
玉
集
』

卷
八
・
3134
）
の
例
が
あ
る
。
基

が
出
し
た
十
首
題
の
ひ
と
つ
。

○
松
梅　
「
松
梅
」
と
し
か
著
さ
れ
て
い
な
い
が
、
じ
つ
は
こ
の
句
の
主
語
「
竹
」

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
松
・
竹
・
梅
は
寒
さ
に
耐
え
る
も
の
と
し
て
「
歲
寒
三
友
」

と
稱
さ
れ
、
高
潔
・
節
操
の
象
徵
。
畫
題
の
ひ
と
つ
。

○
永
結
歲
寒
盟　
「
永
結
」
の
例
は
、
唐
・
李
白
「
月
下
獨
酌
四
首
」
其
一
に
「
永

結
無
情
遊
、
相
期
邈
雲
漢
（
永
く
結
ぶ
無
情
の
遊
、
相
ひ
期
せ
ん
邈
か
な
る
雲
漢

に
）」（『
李
太
白
集
』）。「
歲
寒
盟
」
の
例
は
、
元
・
謝
宗
可
「
松
梅
」
詩
に
「

秀
凝
香
一
樣
淸　

何
妨
同
結
歲
寒
盟
（

秀　

凝
香　

一
樣
に
淸
く
、
何
ぞ
妨
げ

ん
同と

も

に
歲
寒
の
盟
を
結
ぶ
を
）」（『
詠
物
詩
』）
と
あ
る
。
月
舟
壽
桂
「
吾
竹
齋
記
」

に
「
風
雪
煙
霧
雨
、
勿
渝
歲
寒
盟
（
風
雪
煙
霧
雨
、
歲
寒
の
盟
を
渝か

ふ
る
こ
と
勿

れ
）」（『
幻
雲

集
』）。

○
賢
客　

賢
い
客
。
唐
・
杜
甫
「
九
日
諸
人
集
於
林
」
に
「
老
翁
難
早
出
、
賢
客

幸
知
歸
（
老
翁
早
く
出
で
難
く
、
賢
客
幸
ひ
に
歸
る
を
知
る
）」（『
杜
工
部
集
』）

と
あ
る
。
竹
と
の
關
係
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
晉
代
の
「
竹
林
七
賢
」
が
想
起
さ

れ
る
。

○
君
子
名　

竹
は
君
子
（
德
の
高
い
人
）
の
象
徵
。『
晉
書
』
記
載
の
王
子
猷
が

竹
を
愛
し「
此
君
」と
稱
し
た
故
事
は
平
安
時
代
に
受
容
さ
れ
た
。
ま
た「
梅
・
蘭
・

竹
・
菊
」
は
「
四
君
子
」
と
呼
ば
れ
る
。
唐
・
白
居
易
「
養
竹
記
」
に
「
竹
似
賢
、

何
哉
。
竹
本
固
、
固
以
樹
德
。
君
子
見
其
本
、
則
思
善
建
不
拔
者
。
竹
性
直
、
直

以
立
身
。
君
子
見
其
性
、
則
思
中
立
不
倚
者
。
竹
心
空
、
空
以
體
道
。
君
子
見
其

心
、
則
思
應
用
虛
受
者
。
竹
節
貞
、
貞
以
立
志
。
君
子
見
其
節
、
則
思
砥
礪
名
行
、

夷
險
一
致
者
。
夫
如
是
、
故
君
子
人
多
樹
之
、
爲
庭
實
焉
。（
竹
の
賢
に
似
た
る

は
何
ぞ
や
。
竹
は
本
固
く
、
固
く
し
て
以
て
德
を
樹
つ
。
君
子
は
其
の
本
を
見
れ

ば
、
則
ち
善
く
建
ち
て
拔
け
ざ
る
者
を
思
ふ
。
竹
は
性
直
く
、
直
く
し
て
以
て
身

を
立
つ
。
君
子
は
其
の
性
を
見
れ
ば
、
則
ち
中
立
に
し
て
倚
ら
ざ
る
者
を
思
ふ
。
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竹
は
心
空
し
く
、
空
し
く
し
て
以
て
道
を
體
す
。
君
子
は
其
の
心
を
見
れ
ば
、
則

ち
應
用
虛
し
く
受
く
る
者
を
思
ふ
。
竹
は
節
あ
り
て
貞
、
貞
に
し
て
以
て
志
を
立

つ
。
君
子
は
其
の
節
を
見
れ
ば
、
則
ち
名
行
を
砥
礪
し
、
夷
險
一
致
す
る
者
を
思

ふ
。
夫
れ
是
く
の
如
し
、
故
に
君
子
人
は
多
く
之
を
樹
ゑ
て
庭
の
實
と
爲
す
）」

と
あ
る
。「
君
子
名
」
は
君
子
の
名
と
解
さ
れ
る
。「
名
」
は
「
名
附
け
る
」
意
で

の
用
例
が
見
い
出
せ
る
。
明
・
王
陽
明
「
君
子
亭
記
」
に
「
竹
有
是
四
者
、
而
以

君
子
名
。（
竹
に
是
の
四
者
有
り
、
君
子
を
以
て
名
づ
く
）」（『
陽
明
先
生
集
要
』）

と
あ
る
。
四
者
と
は
君
子
之
德
、
君
子
之
操
、
君
子
之
明
、
君
子
之
容
。

○
心
空
高
節　

竹
の
特
徵
と
君
子
の
品
格
と
を
掛
け
た
言
葉
。「
心
空
」は
前
揭「
心

與
竹
俱
空
」
項
參
照
。「
節
」
は
竹
の
ふ
し
を
い
う
。「
高
節
」
は
身
の
ふ
り
か
た

が
氣
高
い
こ
と
。
唐
・
張
九
齡
の
「
和
黃
門
盧
侍
御
咏
竹
」
に
「
高
節
人
相
重
、

虛
心
世
所
知
（
高
節　

人
相
重
ん
じ
、
虛
心　

世
の
知
る
所
）」
と
あ
る
。
南
宋
・

方
回
「
李
仲
賓
墨
竹
四
首
」
其
三
に
「
心
空
節
勁
翠
筠
濃
、冷
笑
凡
壶 
誨
冶
容
（
心

空
し
く
節
勁
く
翠
筠
濃
し
、
冷
笑
凡
壶 
冶
容
を
誨
ふ
）」（『
桐
江
續
集
』）。
藤
原

周
光
「
夏
日
禪
房
言
志
」
に
「
虛
心
爲
友
數
莖
竹
、
宿
望
無
他
千
葉
岶 
（
虛
心
友

と
爲
る
數
莖
の
竹
、
宿
望
他
無
く
千
葉
の
岶 
）」（『
本
朝
無
題
詩
』
卷
十
）。
義
堂

周
信
「
竹
贊
二
首
」
に
「
那
期
半
幅
溪
藤
上
、
高
節
虛
心
生
面
開
（
な
ん
ぞ
期
せ

ん
や　

半
幅
の
溪
藤
の
上
に
、
高
節
、
虛
心　

生
面
開
く
を
）」（『
空
 
集
』）
と

あ
る
。

○
儒
衣　

儒
者
の
衣
服
。
學
者
の
衣
服
。
儒
者
、
儒
家
思
想
の
こ
と
を
も
い
う
。

藤
原
實
範
「
春
日
遊
東
光
寺
」
に
「
誰
知
僧
律
歸
眞
境
、
未
脫
儒
衣
染
俗
塵
（
誰

僧
律
眞
境
に
歸
る
を
知
る
か
、
未
だ
儒
衣
を
脫
が
ず
し
て
俗
塵
に
染
む
）」（『
本

朝
無
題
詩
』
卷
九
）。

○
僧
服　

僧
尼
の
着
用
す
る
衣
服
。
こ
こ
で
は
佛
道
を
意
味
す
る
。
南
宋
・
葉
茵

「
賈
浪
仙
」
に
「
奉 
人
了
得
推
敲
事
、
僧
服
儒
衣
一
樣
看
（
奉 
し
人
の
推
敲
の
事

を
了
得
せ
ば
、
僧
服
、
儒
衣
、
一
樣
に
看
る
）」（『
江
湖
小
集
』）。

〇
雙
成　

儒
・
釋
の
二
つ
の
道
に
お
い
て
悟
り
を
開
く
こ
と
を
い
う
。

▼
通
釋

　

陽
明
殿
下
の
詩
歌
佳
會
に
お
け
る
題
詠

　

心
與
竹
俱
空
（
心
は
竹
の
よ
う
に
空
で
あ
る
）

竹
は
松
と
梅
と
永
遠
に
歲
寒
の
盟
を
結
び
、賢
い
客
は
以
前
君
子
の
名
と
呼
ん
だ
。

（
勉
學
や
修
行
を
通
じ
て
）
心
が
空
し
く
な
り
、
身
の
ふ
り
か
た
が
氣
高
く
な
っ

た
時
に
、
儒
家
の
敎
養
を
身
に
着
け
る
と
同
時
に
、
悟
り
を
開
き
佛
道
を
成
就
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

▼
參
考　
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
閏
九
月
二
十
八
日
條

櫛
笥
中
納
言
〔
櫛
笥
隆
慶
〕、
裏
松
前
中
納
言
〔
裏
松
意
光
〕、
右
衞
門
督
〔
平
松

時
方
〕、
宮
內
卿
〔
石
井
行
豐
〕
等
來
、
令
招
引
者
也
、
申
⑉ 
、
桂
嶽
和
尙
來
、

幸
興
行
詩
哥
一
續
、
余
出
題
十
首
、
余
詠
詩
哥
、
各
、
裏
松
前
中
納
言
同
、
桂
嶽

和
尙
詩
二
首
、
賴
庸
〔
丹
波
賴
庸
、
式
部
丞
藏
人
〕
參
之
閒
、
詠
一
首
了
、
秉
燭

探
題
、
戌
半
⑉ 
淸
書
了
、
甚
有
其
興
、
夜
半
各
分
散
了
、 

（
高
）

193
灘
聲
秋
更
急　
　

千
年
只
聽
子
陵
名　
　

○
○
●
●
●
○
◎

人
跡
寥
寥
七
里
程　
　

○
●
○
○
●
●
◎

僻
地
秋
來
雖
物
靜　
　

●
●
○
○
○
●
●　
　
　
　
　
　

忙
忙
尙
有
急
灘
聲　
　

○
○
●
●
●
○
◎



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

四
〇

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

名
・
程
・
聲
（
平
水
熄 
下
平
聲
八
庚
熄 
）

▼
訓
讀

　

灘
聲
秋
に
更
に
急
な
り

千
年 

只
だ
聽
く 
子
陵
が
名　
　
　
　

人
跡
寥
寥 

七
里
程

僻
地 

秋
來 

物
靜
か
な
り
と
雖
も　
　

忙
忙
と
し
て
尙
ほ
急
灘
の
聲
有
り

▼
注 

○
灘
聲
秋
更
急　

灘
聲
は
急
流
の
響
き
。192
番
詩
と
同
じ
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）

閏
九
月
二
十
八
日
の
「
陽
明
殿
下
詩
歌
佳
會
之
題
」
に
お
け
る
題
詠
で
あ
る
（
192

番
詩
▼
參
考
）。
白
居
易
の
五
言
律
詩
「
陰
雨
」
の
頷
聯
に
よ
る
句
題
。「
灘
聲
秋

更
急
、
峽
氣
曉
多
陰
（
灘
聲 

秋
に
は
更
に
急
に
、
峽
氣 

曉
に
は
陰く
も

る
こ
と
多
し
）」

（『
白
氏

集
』
卷
十
八
）。
和
歌
題
と
し
て
は
、
三
條
西
實
隆
歌
「
音
ま
さ
る

八
十
瀨
の
な
み
や
す
ゝ
か
川
秋
行
人
の
お
も
ひ
と
も
な
る
」（『
雪
玉
集
』
卷
八
・

3089
）
の
例
が
あ
る
。　
　

○
子
陵  

東
漢
の
嚴
光
。『
後
漢
書
』
卷
八
十
三
・
逸
民
列
傳
第
七
十
三
に
「
嚴
光

字
子
陵
、
一
名
遵
、
會
稽
餘
姚
人
也
。
少
有
高
名
、
與
光
武
同
遊
學
。
及
光
武
卽

位
、
乃
變
名
姓
、
隱
身
不
見
。〔
中
略
〕
除
爲
諫
議
大
夫
、
不
屈
、
乃
耕
於
富
春
山
、

後
人
名
其
釣
處
爲
嚴
陵
瀨
焉
。（
嚴
光
、
字
は
子
陵
、
一
名
は
遵
。
會
稽
餘
姚
の

人
な
り
。
少わ

か

く
し
て
高
名
有
り
。
光
武
と
同
じ
く
遊
學
す
。
光
武
の
卽
位
す
る
に

及
び
、
乃
ち
名
姓
を
變
へ
、
身
を
隱
し
て
見あ

ら
はれ
ず
。〔
中
略
〕
除
し
て
諫
議
大
夫

と
爲
す
。
屈
せ
ず
し
て
、
乃
ち
富
春
山
に
耕
す
。
後
人
は
其
の
釣
處
に
名
づ
け
て

嚴
陵
瀨
と
爲
す
）」
と
あ
る
。
嚴
光
は
世
俗
を
離
れ
た
高
潔
な
隱
者
と
し
て
後
代

の
詩
作
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。隱

し
た
嚴
光
が
釣
を
し
て
い
た
場
所
は「
嚴

陵
瀨
」「
七
里
灘
」「
釣
瀨
」
と
い
わ
れ
、承
句
の
「
七
里
程
」
や
結
句
の
「
急
灘
聲
」

に
も
通
い
合
う
。
193
番
詩
は
一
首
全
體
が
こ
の
典
故
を
踏
ま
え
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
李
翰
『
尧 
求
』
の
「
伯
成
辭
耕
、
嚴
陵
去
釣
（
伯
成
辭
し
て
耕
し
、
嚴

陵
去
り
て
釣
る
）」、
李
白
「
古
風
」
其
十
二
の
「
松
柏
本
孤
直
、
難
爲
桃
李
顏
。

昭
昭
嚴
子
陵
、
垂
釣
滄
波
閒
。
身
將
客
星
隱
、
心
與
浮
雲
閑
。
長
揖
萬
乘
君
、
還

歸
富
春
山
。（
松
柏
本
よ
り
孤
直
に
し
て
、
桃
李
の
顏
を
爲
し
難
し
。
昭
昭
た
り

嚴
子
陵
、
垂
釣
す
滄
波
の
閒
。
身
は
客
星
と
隱
れ
、
心
は
浮
雲
と
閑
な
り
。
萬
乘

の
君
に
長
揖
し
、
富
春
山
に
還
歸
す
）」
な
ど
用
例
多
數
。　
　
　
　

○
人
跡　

人
の
足
跡
。
晉
・
張
協
「
雜
詩
十
首
」
其
九
に
「
溪
壑
無
人
跡
、
荒
楚

鬱
蕭
森
。（
溪
壑
に
人
跡
無
く
、
荒
楚
は
鬱
と
し
て
蕭
森
た
り
）」（『

選
』
卷

二
十
九
）
と
あ
る
。　
　
　

○
寥
寥　

空
虛
な
さ
ま
。
人
氣
無
く
が
ら
ん
と
し
た
さ
ま
。
晉
・
左
思
「
詠
史
八

首
」
其
四
に
「
寥
寥
空
宇
中
、
所
講
在
玄
虛
（
寥
寥
た
る
空
宇
の
中う

ち

、
講
ず
る
所

は
玄
虛
に
在
り
）」（『

選
』
卷
二
十
一
）
と
あ
る
。　
　

○
七
里
程　

七
里
の
行
程
。
前
揭「
子
陵
」項
參
照
。
南
朝
宋
・
謝
靈
運「
七
里
瀨
」

に
「
目
睹
嚴
子
瀨
、
想
屬
任
公
釣
。（
目
に
嚴
子
の
瀨
を
睹
て
、
想
い
は
任
公
の

釣
に
屬
す
）」（『

選
』
卷
二
十
六
）。
荻
生
徂
徠
「
七
里
灘
」
に
「
晩
泊
嚴
陵
瀨
、

江
風
吹
客
衣
。（
晩く

れ

に
泊
る
嚴
陵
瀨
、江
風
客
衣
を
吹
く
）」（『
徂
徠
集
』
卷
二
）。　
　
　

○
僻
地　

遠
い
片
田
舍
。
唐
・
白
居
易
「
遊
藍
田
山
卜
居
（
藍
田
山
の
卜
居
に
遊

ぶ
）」
に
「
擬
求
幽
僻
地
、
安
置
疏
慵
身
。（
幽
僻
の
地
を
求
め
、
疏
慵
の
身
を
安

置
せ
ん
と
擬
す
）」
と
あ
る
。　

○
秋
來　

秋
こ
の
か
た
。「
來
」
は
時
閒
を
表
す
名
詞
に
つ
く
接
尾
語
。
杜
牧
「
懷

鍾
陵
舊
遊
四
首
（
鍾
陵
の
舊
遊
を
懷
ふ
四
首
）」
其
四
に
「
控
壓
平
江
十
萬
家
、

秋
來
江
靜
鏡
新
磨
。（
控
壓
す
平
江
の
十
萬
家
、
秋
來
江
靜
か
に
し
て
鏡
新
た
に



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

四
一

磨
く
）」
と
あ
る
。

○
忙
忙　

せ
わ
し
い
さ
ま
。
早
瀨
の
響
き
を
形
容
す
る
の
は
や
や
め
ず
ら
し
い
。　
　

宋
・
釋
紹
嵩
「
夜
汎
有
懷
（
夜
汎
し
て
懷
ひ
有
り
）」
に
「
忽
忽
忘
年
老
、
忙
忙

汎
夕
流
。（
忽
忽
と
し
て
年
の
老
ゆ
る
を
忘
れ
、
忙
忙
と
し
て
夕
流
に
汎
か
ぶ
）」

と
あ
る
。　
　

○
急
灘
聲　

早
瀨
の
響
き
。
南
宋
・
陸
游
「
夜
登
小
南
門
城
上
（
夜　

小
南
門
の

城
上
に
登
る
）」
に
「
月
回
高
樹
影
、
風
壯
急
灘
聲
（
月
は
高
樹
の
影
に
回
り
、

風
は
急
灘
の
聲
を
壯
ん
に
す
）」
と
あ
る
。　

▼
通
釋

　

灘
聲
秋
更
急
（
秋
に
な
る
と
急
流
の
音
が
一
層
は
げ
し
く
な
る
）　

（「
灘
聲
」
と
い
え
ば
）
千
年
來
（
多
く
の
詩
作
に
）
た
だ
嚴
子
陵
の
名
前
が
詠
ま

れ
る
。

「
七
里
灘
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
人
の
足
跡
が
少
な
く
、
が
ら
ん
と
し
て
い
る
。　

遠
い
片
田
舍
は
秋
に
入
る
と
、
物
靜
か
に
な
る
が
、

ま
だ
急
流
の
響
き
が
騷
が
し
く
聞
こ
え
る
。 

（
黃
）

194
暮
雨
村〔
濕
村
橋
〕

橋
濕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
隔
西
東
村
落
近　
　

●
●
○
○
○
●
●　
　

暮
雲
送
雨
濕
橋
頭　
　

●
○
●
●
●
○
◎　
　

牧
童
只
怕
牛
蹄
滑　
　

●
○
●
●
○
○
●

背
上
加

過
下
流　
　

●
●
○
○
●
●
◎　
　
　
　

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

頭
・
流
（
平
水
熄 
下
平
聲
十
一
尤
熄 
）

▼
訓
讀

　

暮
雨
村
橋
を
濕
ふ

水
西
東
を
隔
て
村
落
近
し　
　
　
　
　
　

  

暮
雲
雨
を
送
り
て
橋
頭
を
濕
ふ

牧
童
只
だ
怕お
そ

る 

牛
蹄
の
滑
な
る
こ
と
を　

 

背
上
に

を
加
へ
て
下
流
を
過
ぐ

▼
注

○
暮
雨
村
橋
濕　
「
暮
雨
濕
村
橋
」
の
誤
り
か
。
暮
雨
は
夕
方
に
降
る
雨
。
村
橋

は
村
の
橋
。
詩
題
は
白
居
易
の
五
言
古
詩
「
渭
村
雨
歸
」
の
末
句
「
蕭
條
獨
歸
路
、

暮
雨
濕
村
橋
（
蕭
條
た
り
獨
り
歸
る
路
、
暮
雨
村
橋
を
濕
す
）」
に
よ
る
。
和
歌

題
と
し
て
は
、
三
條
西
實
隆
歌
「
暮
ぬ
と
て
人
も
や
い
そ
く
雨
き
ほ
ふ
さ
と
の
い

た
は
し
を
と
も
と
ゝ
ろ
に
」（『
雪
玉
集
』
卷
八
・
3137
）
の
例
が
あ
る
。
192
・
193
番

詩
と
同
じ
く
、
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
閏
九
月
二
十
八
日
の
作
で
、
基

詠

の
詩
歌
に
應
じ
た
の
だ
ろ
う
。（
▼
參
考
）　

○
水
隔　

川
が
閒
に
あ
り
、
さ
え
ぎ
ら
れ
る
。
白
居
易
「
席
上
答
微
之
（
席
上
微

之
に
答
ふ
）」
に
「
我
住
浙
江
西
、
君
去
浙
江
東
。
勿
言
一
水
隔
、
便
與
千
里
同
。

（
我
浙
江
の
西
に
住
み
、君
浙
江
の
東
に
去
る
。言
ふ
勿
か
れ　

一
水
を
隔
つ
る
は
、

便
ち
千
里
と
同
じ
、
と
）」
と
あ
る
。  

○
暮
雲
送
雨　

夕
方
の
雲
が
雨
を
降
ら
せ
る
。 

唐
・
徐
夤
「
山
寺
寓
居
」
に
「
白

雲
送
雨
籠
僧
閣
、
黃
葉
隨
風
入
客
堂
。（
白
雲
雨
を
送
り
て
僧
閣
を
籠
め
、
黃
葉

風
に
隨
ひ
客
堂
に
入
る
）」。
北
宋
・
釋
契
嵩
「
次
韻
和
酬
」
に
「
暮
雲
將
雨
苦
紛

紛
、
看
雨
攜
君
倚
寺
門
。（
暮
雲
と
雨
と
苦は

な
はだ
紛
紛
と
し
て
、
雨
の
君
を
攜
へ
て

寺
門
に
倚
る
を
看
る
）」（『
鐔
津

集
』
卷
十
八
）。

○
橋
頭　

橋
の
あ
た
り
。
白
居
易
「
寄
答
周
協
律
（
周
協
律
に
寄
答
ふ
）」
に
「
橋

頭
誰
更
看
新
月
、
池
畔
猶
應
泊
舊
船
。（
橋
頭
誰
か
更
に
新
月
を
み
る
、
池
畔
猶

ほ
應
に
舊
船
を
泊
む
る
べ
し
）」。
村
庵
（
希
世
靈
彥
）
の
「
橋
納
涼
」
詩
に
「
橋



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

四
二

頭
過
雨
涼
多
少
、
一
一
盤
中
一
一
珠
。（
橋
頭
雨
過
ぎ
て
涼
多
少
ぞ
、
一
一
盤
中　

一
一
珠
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
十
六
）。

○
牧
童　

牧
畜
を
行
う
子
供
。
唐
・
王
維
「
淇
上
田
園
卽
事
」
に
「
牧
童
望
村
去
、

獵
犬
隨
人
還
。（
牧
童
村
を
望
み
て
去
り
、
獵
犬
人
に
隨
ひ
て
還
る
）」。
南
宋
・

陸
游
「
秋
思
絕
句
六
首
」
其
一
に
「
煙
娄 
茫
茫
楚
澤
秋
、牧
童
吹
笛
喚
歸
牛
。（
煙

娄 
茫
茫
た
り
楚
澤
の
秋
、
牧
童
笛
を
吹
き
て
歸
牛
を
喚
ぶ
）」。

○
牛
蹄  

牛
の
ひ
づ
め
。
南
宋
・
林
希
逸
「
郊
行
卽
事
二
首
」
其
二
に
「
老
樹
菌

生
鋪
兔
目
、
斷
蹊
泥
濕
印
牛
蹄
。（
老
樹
菌
生
じ
て
兔
目
を
鋪
き
、
斷
蹊
泥
濕
ひ

て
牛
蹄
を
印
す
）」。

○
加
　

打
っ
て
馬
や
牛
を
驅
る
。『
續
傳
燈
錄
』
卷
二
十
四
に
「
泥
牛
飮
盡

澄
潭
月
、
石
馬
加

不
轉
頭
。（
泥
牛
飮
み
盡
く
す
澄
潭
の
月
、
石
馬

を
加
ふ

る
も
頭
を
轉
ぜ
ず
）」
と
あ
る
。
陸
游
「
夜
行
」
に
「
回
首
金
牛
道
、
加

負
壯

心
（
金
牛
道
を
回
首
し
、

を
加
へ
て
壯
心
を
負
ふ
）」
と
あ
る
。

○
過
下
流　

川
の
下
流
を
渡
る
。
唐
・
張
九
齡
「
高
齋
閑
望
言
懷
」
に
「
取
路
無

高
足
、
隨
波
適
下
流
。（
路
を
取
る
に
高
足
無
く
、
波
に
隨
ひ
て
下
流
に
適
く
）」。　
　

聖し
ょ
う
げ
い
冏
『
傳
通
記
糅
鈔
』
卷
三
十
五
に
「
大
唐
風
俗
曲
水
宴
時
、
羽
觴
浮
流
。〔
略
〕

若
不
得
作
詩
時
、徒
亂

酒
過
下
流
。
下
流
人
亦
如
是
。（
大
唐
風
俗
曲
水
宴
の
時
、

羽
觴
の
流
れ
に
浮
か
び
て
〔
略
〕
若
し
詩
を
作
る
を
得
ざ
る
時
、
徒
ら
に

の
酒

を
亂
し
て
下
流
に
過
ぐ
。
下
流
の
人
も
亦
た
是
く
の
如
し
）」
と
あ
る
。　
　
　

▼
通
釋

　

暮
雨
濕
村
橋
（
夕
方
雨
が
降
っ
て
村
の
橋
を
濕
ら
す
）　　

川
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
東
と
西
に
あ
る
村
は
近
い
。

夕
方
の
雲
は
雨
を
降
ら
せ
て
橋
の
あ
た
り
は
濡
れ
て
い
る
。

牧
童
は
牛
の
蹄
が
滑
り
や
す
く
な
る
こ
と
を
心
配
し
て
、

牛
の
背
中
を

打
っ
て
驅
り
な
が
ら
川
の
下
流
を
渡
っ
て
行
く
。

▼
參
考　

基

の
詩
歌
（「
基

公
御
詠
草
」〔
資
料
番
號
〈60826

〉〕）

　

暮
雨
濕
村
橋

霜
に
こ
そ
跡
を
も
み
つ
れ
暮
か
ゝ
る
雨
さ
へ
さ
ひ
し
里
の
板
は
し

暮
に
け
り
雨
も
ふ
り
き
て
の
る
駒
の
あ
を
と
も
し
め
る
里
の
河
は
し

秋
雨
淋
淋
天
欲
暮　
　
　
　

秋
雨
淋
淋
た
り
天
暮
れ
ん
と
欲
し

筰
橋
寂
寂
客
行
稀　
　
　
　

筰
橋
寂
寂
た
り
客
行
稀
な
り

村
歌
牧
笛
無
餘
韻　
　
　
　

村
歌
牧
笛　

餘
韻
無
く

蒼
袂
牽
牛
相
喚
歸　
　
　
　

蒼
袂
牛
を
牽
き
て
相
喚
び
て
歸
る 

（
黃
）

195
謹
奉
和
陽
明
殿
下
春
日
法
樂
之
和
歌
之
末
字 

廟
容
欲
謁
入
禪
齋　
　

●
○
●
●
●
○
◎

高
步
移
降
雲
月
階　
　

○
●
○
●
○
●
◎

眞
語
實
言
三
十
一　
　

○
●
●
○
○
●
●

感
通
尙
識
在
神
懷　
　

●
○
●
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

齋
・
階
・
懷
（
平
水
熄 
上
平
聲
九
佳
熄 
）

▼
訓
讀　

　

謹
ん
で
陽
明
殿
下
春
日
法
樂
の
和
歌
の
末
字
に
和
し
奉
る

廟
容
謁
せ
ん
と
欲
し
禪
齋
に
入
り　
　

 

高
步
し
て
移
り
降
る
雲
月
の
階

眞
語
實
言 
三
十
一　
　
　
　
　
　
　
　

感
通
尙
ほ
識
る　

神
懷
に
在
る
と

▼
注

○
陽
明
殿
下
春
日
法
樂
之
和
歌
之
末
字　

基

の
春
日
社
法
樂
の
和
歌
の
末
字
に

ゆ



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

四
三

和
し
、
195
番
詩
が
作
ら
れ
た
と
解
せ
る
。
基

歌
は
不
明
。
末
字
は
195
番
詩
の
熄 

字
「
懷
」
か
。「
春
日
」
は
、
大
和
國
御
寉 
山
の
麓
に
鎭
座
す
る
春
日
社
（
現
在

の
奈
良
縣
奈
良
市
）
の
こ
と
。
藤
原
氏
の
氏
神
。
法
樂
は
、
讀
經
・
奏
樂
な
ど
に

よ
り
神
佛
を
な
ぐ
さ
め
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
基

が
春
日
明
神
に
和
歌
を
奉
納

し
た
こ
と
を
い
う
。
前
後
の
配
列
に
よ
り
、195
番
詩
は
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）

閏
九
月
二
十
八
日
よ
り
同
年
十
月
七
日
ま
で
に
詠
ま
れ
た
と
推
定
す
る
。

○
廟
容　
「
廟
」
は
「
た
ま
や
。
靈
屋
。
神
靈
を
ま
つ
り
拜
す
る
と
こ
ろ
。
靈
廟
。」

（『
禪
學
大
辭
典
』）。「
容
」
は
か
た
ち
、
す
が
た
。「
廟
容
」
は
社
殿
の
樣
子
を
い

う
。「
春
日
造
」
で
知
ら
れ
た
春
日
社
本
殿
の
威
容
を
連
想
さ
せ
る
か
。

○
禪
齋　

禪
室
の
こ
と
。「
齋
」は
靜
肅
な
室（『
禪
學
大
辭
典
』）。
瑞
溪
周
鳳「
次

熄 
雲
漢
郁
侍
者

序
」
に
「
峨
山
深
處
出
迦

。
往
歲
傾
心
于

君
。
應
是
禪
齋

赴
淸
供
。
靈
嶗 
一
熏
起
黃
雲
。（
峨
山
深
き
處
出
迦

。
往
歲
傾
心
す
于

の
君
。

應
に
是
れ
禪
齋
淸
供
に
赴
く
べ
し
。
靈
嶗 
一
熏
黃
雲
を
起
こ
す
。）」（『
翰
林
五
鳳

集
』
卷
二
十
八
）。

○
高
步　

世
俗
を
超
越
し
て
生
き
る
こ
と
。「
孤
鶴
斜
飛
山
月
境
、
雙
龍
高
步
嶺

雲
途
。（
孤
鶴
斜
飛
す　

山
月
境
、
雙
龍
高
步
す　

嶺
雲
の
途
）」（『
和
漢
名
所
詩

歌
合
』五
十
二
番
左
・
蜀
郡
・
102
）。「
一
千
龍
象
隨
高
步　

萬
里
香
壶 
結
勝
因（
一
千

の
龍
象　

高
步
に
隨
ふ　

萬
里
の
香
壶 　

勝
因
を
結
す
）〔
傳
九
裴
休
贈
黃
罄
詩
〕」

（『
點
鐵
集
』）。

○
雲
月
階　
「
雲
月
」
は
雲
と
月
。
一
休
宗
純
『
狂
雲
集
』
下
卷
「
亂
中
大
嘗
會
」

の
「
當
今
聖
代
百
王
蹤
、
玉
體
金
剛
平
穩
容
、
風
吹
不
動
五
雲
月
、
雪
壓
難
摧
萬

歲
松
。（
當
今
聖
代　

百
王
の
蹤
、
玉
體
金
剛　

平
穩
の
容
、
風
吹
き
て
も
動
か

ず　

五
雲
月
、
雪
壓
ふ
と
も
摧
き
難
し　

萬
歲
松
）」
の
よ
う
に
、
貴
顯
を
あ
ら

わ
す
か
。

○
眞
語
實
言
三
十
一 

「
眞
語
實
言
」
は
ま
こ
と
の
こ
と
ば
。『
織
田
佛
敎
大
辭
典
』

の
「
眞
語
」
項
に
「
眞
如
一
實
の
理
を
說
く
語
な
り
。
是
れ
台
密
の
義
☉ 
如
來
の

隨
自
意
說
に
し
て
、
毫
も
他
の
爲
め
に
曲
示
す
る
こ
と
な
き
實
語
を
云
ふ
」。『
拾

庝 
抄
』
第
十
雜
下
482
に
「
眞
語
者
」
と
し
て
「
な
ど
か
ま
た
た
の
む
こ
こ
ろ
の
な

か
る
ら
む
い
つ
は
り
な
ら
ぬ
の
り
の
ま
こ
と
を
」。『
經
旨
和
歌
』
65
に
詞
書
「
詠

阿
彌
陀
經
和
歌
、
說
誠
實
言
」、
作
者
「
淨
阿
」
で
「
僞
の
言
の
葉
な
ら
ぬ
こ
と

の
葉
と
皆
數
數
に
と
く
御
法
か
な
」。「
三
十
一
」
は
基

の
和
歌
を
い
う
。 

○
感
通　

思
い
が
他
へ
通
じ
る
こ
と
。「
潛
心
默
禱
若
有
應
、
豈
非
正
直
能
感
通
。

（
潛
心
默
禱
若
し
應
有
ら
ば
、豈
に
正
直
能
く
感
通
す
る
に
非
ず
や
）〔
韓
二
〕」（『
點

鐵
集
』）。

○
神
懷　

春
日
明
神
の
御
意
。

▼
通
釋

　

謹
ん
で
陽
明
殿
下
の
春
日
法
樂
和
歌
の
末
字
に
和
し
奉
っ
た
詩

陽
明
殿
下
が
社
殿
の
さ
ま
を
拜
し
よ
う
と
禪
齋
へ
お
入
り
に
な
っ
た
。

高
步
し
て
雲
月
の
階
を
移
り
降
り
な
さ
る
。

眞
心
の
こ
も
っ
た
三
十
一

字
で
あ
る
こ
と
よ
。

思
い
は
通
じ
、
は
っ
き
り
と
わ
か
る
の
だ
っ
た
、
き
っ
と
春
日
明
神
の
思
し
召
し

が
あ
る
だ
ろ
う
と
。 

（
川
崎
）

196
夏
地
儀　
初
冬
七
日
會
於
芳
春　

三
千
尺
宄 
梅
天
瀑　
　

○
○
●
●
○
○
●

瀑
布
懸
邊
山
更
靑　
　

●
●
○
○
○
●
◎



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

四
四

一
點
炎
塵
飛
不
到　
　

●
●
○
○
○
●
●

恰
斯
李
白
畫
圖
屛　
　

●
○
●
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句
（
起
句
末
踏
み
宄 
と
し
）

▼
熄 
字　

靑
・
屛
（
平
水
熄 
下
平
聲
九
靑
熄 
）

「
瀑
」
は
同
字
重
出
の
禁
を
犯
し
て
い
る
が
、
蟬
聯
體
の
意
圖
が
あ
っ
た
か
。

▼
訓
讀

　

夏
地
儀　
初
冬
七
日
、
壺 
春
に
會
す

三
千
尺
宄 
つ　

梅
天
の
瀑　

瀑
布
懸
る
邊　

山　

更
に
靑
し　

一
點
の
炎
塵　

飛
び
て
到
ら
ず　

恰
も
斯
れ
李
白
畫
圖
の
屛

▼
注

○
夏
地
儀　

和
歌
題
。
堂
上
歌
人
の
類
題
撰
集
『
新
明
題
和
歌
集
』（
寶
永
七
年

〔
一
七
一
〇
〕
刊
）
に
も
卷
二
夏
部
の
題
の
ひ
と
つ
に
揭
げ
ら
れ
る
。

○
初
冬
七
日
會
於
壺 
春　

元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
十
月
七
日
、
基

は
壺 
春

院
に
出
向
き
、觀
音
懺
法
を
執
行
さ
せ
た
後
、當
座
二
十
首
詩
歌
會
を
催
し
た
。『
基

公
記
』
同
日
條
に
よ
る
と
、
詩
は
一
乘
院
宮
眞
敬
親
王
、
陽
岑
宗
昕
（
大
德
寺

二
百
六
十
四
世
、
萬
里
小
路
雅
房
二
男
）、
桂
嶽
宗
芳
、
梅
堂
義
琇
（
大
德
寺

二
百
八
十
八
世
）、
雲
秀
宗
台
（
大
德
寺
二
百
九
十
世
、
壺 
春
院
第
七
世
）
の
五

名
で
各
二
首
、
和
歌
は
基

二
首
の
ほ
か
、
裏
松
意
光
、
平
松
時
方
、
石
井
行
康
、

櫛
笥
隆
幸
、
進
藤
長
之
（
近
衞
家
諸
大
夫
）、
今
大
路
孝
在
（
近
衞
家
諸
大
夫
）、

爲
溪
、以
首
座
の
八
名
各
一
首
。
出
題
基

で
、四
季
に
「
天
象
」「
地
儀
」「
植
物
」

「
動
物
」「
祝
」
を
組
み
合
わ
せ
た
二
十
首
題
。
桂
嶽
宗
壺 
の
196
「
夏
地
儀
」
詩
及

び
197
「
冬
植
物
」
詩
と
基

の
「
春
天
象
」「
冬
動
物
」
歌
が
殘
る
。（
▼
參
考
）

○
三
千
尺
宄 　

三
千
尺
は
九
三
〇
メ
ー
ト
ル
餘
り
。
高
み
か
ら
勢
い
よ
く
流
れ
宄 

ち
る
こ
と
を
言
う
。
196
番
詩
は
、
唐
・
李
白
の
「
望
廬
山
瀑
布
（
廬
山
の
瀑
布
を

望
む
）」
を
踏
ま
え
て
お
り
、「
三
千
尺
」
は
そ
の
轉
句
「
飛
流
直
下
三
千
尺
」
に

採
る
。
月
舟
壽
桂
の
「
瀑

鷺
」
詩
に
も
「
六
月
廬
山
暑
氣
微
。
瀑
花
觸
石
雪
霏

霏
。
銀
河
倒
宄 
三
千
尺
。
濺
沫
知
成
白
鷺
飛
。（
六
月 

廬
山 

暑
氣
微
か
な
り
。
瀑

花 

石
に
觸
れ
て
雪
霏
霏
た
り
。
銀
河 

倒さ
か
し
まに

宄 
つ 

三
千
尺
。
濺
沫 

白
鷺
と
成
り

て
飛
ぶ
を
知
る
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
五
十
）
と
あ
り
、
夏
景
と
し
て
詠
じ
て

い
る
。

○
梅
天　

梅
雨
の
空
。
五
月
の
異
名
。
李
白
「
望
廬
山
瀑
布
」
詩
の
起
句
「
日
照

香
爐
生
紫
煙
（
日
は
香
爐
を
照
ら
し
て
紫
煙
生
ず
）」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
、

こ
こ
で
は
夏
の
靑
空
と
解
し
た
。『
三
體
詩
』
に
收
錄
さ
れ
る
唐
・
竇
常
の
「
北

固
晩
眺
」
詩
に
「
水
國

種
後
、
梅
天
風
雨
涼
。（
水
國 

種
の
後
、
梅
天 

風
雨

涼
し
）」
と
あ
り
、『
素
隱
抄
』
は
「
五
月
の
節
に
入
て
の
後
に
、
黃
梅
の
雨
も
晴

れ
た
る
時
分
に
、
此
の
山
に
の
ぼ
り
た
れ
ば
、
四
方
の
氣
色
が
、
淸
涼
と
そ
」
と

解
し
て
い
る
。

○
瀑
・
瀑
布　

瀧
。
李
白
「
望
廬
山
瀑
布
」
詩
の
第
二
句
に
「
遙
看
瀑
布
挂
長
川

（
遙
か
に
看
る 

瀑
布
の
長
川
を
挂
く
る
を
）」
と
あ
る
。
雪
嶺
永
瑾
の
「
李
白
看

瀑
圖
」
詩
に
は
「
未
記
廬
山
有
瀑
泉
。
此
名
初
自
謫
仙
傳
。（
未
だ
記
せ
ず 

廬
山

に
瀑
泉
有
り
と
。
此
の
名 

初
め
て
謫
仙
よ
り
傳
ふ
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
六
十
）

と
あ
り
、
李
白
の
廬
山
瀑
布
の
詩
は
特
別
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

○
山
更
靑　

山
が
い
よ
い
よ
靑
い
。
宋
末
元
初
・
衞
宗
武
の
「
初
夏
登
北
山
」
詩

に
「
雷
復
陽
初
長
、
雪
消
山
更
靑
。（
雷 

復ふ
た
たび
し
て
陽 

初
め
て
長
く
、
雪
消
え
て 

山 

更
に
靑
し
）」
と
あ
る
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

四
五

○
炎
塵　

熱
い
塵
。
盛
夏
の
暑
さ
を
い
う
。
策
彥
周
良
の「
金
團
扇
之
贊
」に「
風

人
淸
氣
屬
君
乎
。
三
伏
炎
塵
一
點
無
。（
風
人
の
淸
氣 

君
に
屬
す
る
か
。
三
伏
の

炎
塵 
一
點
も
無
し
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
五
十
）
と
あ
る
。

○
李
白
畫
圖
屛　

李
白
の
詩
や
傳
承
に
材
を
と
る
繪
畫
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ

で
は
「
廬
山
瀑
布
圖
」
も
し
く
は
「
李
白
看
瀑
圖
」
を
㝀 
い
た
屛
風
で
あ
ろ
う
。

風
景
が
屛
風
の
繪
の
よ
う
だ
と
い
う
例
に
は
釋
岶 
禪
「
乘
舟
到
新
宮
湊
（
舟
に
乘

り
新
宮
の
湊
に
到
る
）」
詩
の
「
渡
口
宿
時
望
地
形
、
幽
奇
旁
似
畫
圖
屛
。（
渡
口

に
宿
る
時 

地
形
を
望
め
ば
、
幽
奇
な
る
こ
と
旁あ
ま
ねく
畫
圖
の
屛
に
似
た
り
）」（『
本

朝
無
題
詩
』
卷
七
）
が
あ
る
。

▼
通
釋

　

夏
地
儀　

十
月
七
日
、
壺 
春
院
に
お
け
る
會

三
千
尺
の
高
み
か
ら
落
ち
て
く
る　

夏
の
靑
空
に
か
か
る
瀧
、

そ
の
瀧
が
掛
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は　

山
が
い
よ
い
よ
靑
い
。

熱
い
塵
は
少
し
も
飛
ん
で
こ
な
い
。

ち
ょ
う
ど
李
白
の
詩
を
㝀 
い
た
屛
風
の
よ
う
だ
。

▼
參
考
⑴　
『
基

公
記
』
元
祿
十
二
年
十
月
七
日
條

…
未
下
⑉ 
事
終
、
其
後
、
有
詩
哥
會
、
余
出
題
、
隨
身
短
尺
、
酉
⑉ 
探
題
廿
首
、

戌
⑉ 
各
詠
出
、
甚
有
興
、
其
後
言
談
數
⑉ 
、
亥
半
⑉ 
令
歸
華
了
、〔
略
〕

詩
哥
人
數
、
一
乘
院
宮
、
陽
岑
、
桂
嶽
、
梅
堂
、
台
首
座
、
以
上
詩
各
二
首
、

和
哥
人
數
、
余
二
首
、
裏
松
中
納
言
、
右
衞
門
督
、
行
康
朝
臣
、
隆
幸
、
長
之
、

孝
在
、
爲
溪
、
以
首
座
、
各
一
首
、

和
哥
題
、
四
季
、
天
象
、
地
儀
、
植
物
、
動
物
、
祝
也
、
…

▼
參
考
⑵　
「
基

公
御
詠
草
」（
資
料
番
號
〈60827

〉）

　
　

春
天
象

〽
曙
や
の
と
か
に
み
え
て
く
る
春
の
色
も
わ
か
る
ゝ
峰
の
橫
雲

朝
な
〳
〵
立
そ
ふ
春
の
霞
に
も
の
と
か
な
る
世
の
風
そ
し
ら
る
ゝ

　
　

冬
動
物

降
ま
ゝ
に
汀
葦
邊
も
埋
れ
て
た
つ
も
あ
さ
る
も
雪
の
白
鷺

〽
は
か
な
く
も
こ
の
身
の
も
と
め
や
ま
さ
る
や
冬
の
嵐
を
わ
ひ
て
鳴
ら
し（

松
尾
）

197
冬
植
物

梅
度
寒
香
門
外
橋　
　

○
●
○
○
○
●
◎

當
檐
松
嶺
想
孤
標　
　

○
○
○
●
●
○
◎

階
前
三
尺
黃
昏
雪　
　

○
○
○
●
○
○
●

官
駕
迎
來
竹
折
腰　
　

○
●
○
○
●
●
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

橋
・
標
・
腰
（
平
水
熄 
下
平
聲
二
蕭
熄 
）

▼
訓
讀

　

冬
植
物

梅　

寒
香　

門
外
の
橋
を
度わ

た

る　
　
　

檐
に
當
る
松
峰　

孤
標
を
想
ふ

階
前　

三
尺　

黃
昏
の
雪　
　
　
　
　

官
駕　

迎
へ
來
て　

竹　

腰
を
折
る

▼
注

○
冬
植
物　

和
歌
題
。『
新
明
題
和
歌
集
』
で
は
卷
四
冬
部
の
題
の
ひ
と
つ
。
196

番
詩
と
同
じ
く
、
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
十
月
七
日
、
壺 
春
院
で
の
當
座

二
十
首
詩
歌
會
の
作
（
196
番
詩
▼
參
考
）。
197
番
詩
は
冬
の
植
物
と
し
て
、
歲
寒

三
友
が
、
梅
松
竹
の
順
に
起
句
・
承
句
・
結
句
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
196
番
詩
同



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

四
六

樣
、
歲
寒
三
友
圖
を
念
頭
に
詠
ま
れ
た
か
。

○
寒
香　

寒
さ
の
中
に
咲
く
梅
の
壶 
の
淸
ら
か
な
香
り
。
北
宋
・
林
逋
「
梅
壶 
三

首
」
其
三
に
「
小
園
煙
景
正
凄
迷
、
陣
陣
寒
香
壓
麝
臍
。（
小
園
の
煙
景 

正
に
凄

迷
た
り
、
陳
陣
た
る
寒
香 

麝
臍
を
壓
す
）」
と
あ
る
。

○
門
外
橋　

門
の
外
に
か
か
る
橋
。
こ
こ
で
は
壺 
春
院
外
、
大
德
寺
内
の
「
梅う
め
ば
し橋
」

を
指
す
か
。『
都
林
泉
名
勝
圖
會
』（

政
十
一
年
〔
一
七
九
九
〕
刊
）
卷
一
に
大

德
寺
十
境
の
一
つ
に
數
え
、「
古
梅
あ
り
て
官
池
に
橫
た
ふ
、
橋
を
架わ

た

す
が
如
し
、

故
に
名
と
す
」
と
解
說
す
る
（『
新
修
京
都
叢
書
』
第
九
卷
）。
官
池
も
十
境
の
一

つ
。
南
宋
末
元
初
・
方
回
「
題
王
起
宗
大
橫
披
水
墨
作
遠
淡
勢
（
王
起 

宗
大
の

橫
披
の
水
墨
、
遠
淡
の
勢
を
作
す
に
題
す
）」
詩
に
「

龍
峰
下
娄 
廬
幽
、
門
外

橋
橫
水
自
流
。（

龍
峰
下　

娄 
廬　

幽
に
し
て
、門
外
橋
橫　

水　

自
ら
流
る
）」

と
あ
る
。

○
當
檐　

軒
先
に
見
え
る
。
北
宋
・

彥
博
の
「
題
中
山
郞
中
 
嚴
川
墅
（
中
山

郞
中
の
 
嚴
川
墅
に
題
す
）」
詩
に
「
流
泉
淸
遶
砌
、
列
岫
翠
當
簷
。（
流
泉 

淸

く
し
て
砌
を
遶
り
、
列
岫 

翠
に
し
て
簷
に
當
た
る
）」
と
あ
る
。

○
松
嶺　

松
の
生
え
た
山
。
壺 
春
院
の
松
林
、
大
德
寺
十
境
の
古
巖
松
や
官
池
の

五
老
松
な
ど
、
大
德
寺
の
松
の
高
木
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、「
嶺
」
字
を
實
景
と

す
る
と
、
壺 
春
院
か
ら
東
に
眺
め
る
松
ケ
崎
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
唐
・
武
元
衡

「
春
題
龍
門
香
山
寺
」
詩
に
「
淸
景
乍
開
松
嶺
月
、
亂
流
長
響
石
樓
風
。（
淸
景

乍た
ち
まち
開
く 

松
嶺
の
月
、
亂
流
長
く
響
く 

石
樓
の
風
）」
と
あ
る
。

○
孤
標　

ひ
と
つ
高
く
そ
び
え
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、人
の
高
潔
さ
を
形
容
す
る
。

こ
こ
で
は
松
を
見
て
、
基

の
人
柄
を
連
想
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
唐
・
釋

皎
然
の
「
詠
𤍣
上
人
座
右
畫
松
（
𤍣こ
ん

上
人
座
右
の
畫
松
を
詠
ず
）」
詩
に
「
眞
樹

孤
標
在
、
高
人
立
操
同
。（
眞
樹 

孤
標 

在
り
、
高
人 

操
を
立
つ
る
こ
と
同
じ
）」

と
あ
る
。

○
三
尺　

一
メ
ー
ト
ル
弱
。
雪
が
深
い
こ
と
を
い
う
。
橫
川
景
三
「
賦
曉
雪
（
曉

の
雪
を
賦
す
）」
詩
に
「
莫
掃

前
三
尺
雪
、
履
痕
留
得
到
天
明
。（
掃
く
こ
と
莫

か
れ 

前
三
尺
の
雪
、
履
痕
留
め
得
て
天
明
に
到
る
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷

二
十
二
）
と
あ
る
。

○
黃
昏
雪　

夕
方
の
雪
。
蘭
坡
景

「
梅
梢
新
月
」
詩
に
「
黃
昏
雪
似
爲
梅
晴
。

月
在
寒
梢
疏
處
淸
。（
黃
昏
の
雪
は
梅
の
爲
に
晴
る
る
に
似
た
り
、
月
は
寒
梢
に

在
り
て
疏
處
に
淸
し
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
六
）
と
あ
る
。

○
官
駕　

朝
廷
の
乘
り
物
。
こ
こ
で
は
基

を
乘
せ
た
車
の
こ
と
。
月
舟
壽
桂「
山

蟬
吟
晩
樹
〔
飛
鳥
井
二
樂
軒
來
歌
題
〕」
詩
に
「
山
房
只
爲
迎
官
駕
、
聽
作
松
閒

喝
道
聲
。（
山
房 

只
だ
官
駕
を
迎
ふ
る
が
爲
に
、聽
き
て
松
閒
喝
道
の
聲
に
作
す
）」

（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
十
四
）
と
あ
る
。
あ
る
い
は
梅
・
雪
を
受
け
、『
宋
史
』
卷

二
九
八
「
李
及
傳
」
に
「
在
杭
州
、
…
…
一
日
、
冒
雪
出
郊
、

謂
當
置
酒
召
客
、

乃
獨
造
林
逋
淸
談
、
至
暮
而
歸
。（
杭
州
に
在
り
て
、
…
…
一
日
、
雪
を
冒
し
て

出
郊
す
る
に
、

 

當
に
置
酒
し
て
客
を
召
す
べ
し
と
謂
ふ
に
、
乃
ち
獨
り
林
逋

に
造
り
て
淸
談
し
、
暮
に
至
り
て
歸
る
。）」
と
あ
る
故
事
を
、
基

と
自
ら
に
擬

え
る
か
。

○
竹
折
腰　

竹
が
雪
の
重
み
で
し
な
る
。
人
が
腰
を
曲
げ
頭
を
下
げ
た
姿
に
た
と

え
る
。
萬
里
集
九「
壺 
林
主
盟
叔
悅
座
元
禪
師
借
簑
懶
之
熄 
作
雪
詩
余
亦
同
之（
壺 

林
主
盟 
叔
悅
座
元
禪
師 

簑
懶
の
熄 
を
借
り
て
雪
の
詩
を
作
り 

余
も
亦
た
之
に
同

ず
）」
詩
に
「
脩
竹
折
腰
縱
學
禮
、
梨
壶 
同
色
獨
容
盟
。（
脩
竹
は
腰
を
折
り
て

縱ほ
し
い
ま
まに
禮
を
學
び
、梨
壶 
は
色
を
同
じ
く
し
て
獨
り
盟
を
容い

る
）」（『
梅
壶 
無
盡
幕 
』

い
た



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

四
七

第
五
）
と
あ
る
。

▼
通
釋

　

冬
植
物

梅
は
そ
の
淸
ら
か
な
香
り
が
門
の
外
の
橋
を
渡
っ
て
漂
い
出
で
、

軒
端
に
見
え
る
松
山
高
く
拔
き
ん
で
て
、
高
潔
な
人
を
思
わ
せ
る
。

き
ざ
は
し
の
前
に
三
尺
も
の
雪
が
つ
も
っ
た
夕
暮
れ
、

高
貴
な
か
た
を
乘
せ
た
乘
り
物
を
迎
え
て
、
竹
も
腰
を
曲
げ
て
い
る
。　
（
松
尾
）

198
尋
早
梅　
　
　
　
　

探
尋
不
憚
寒
風
惱　
　

●
○
●
●
○
○
●　
　

林
下
經
過
☉ 
水
涯　
　

○
●
○
●
●
●
◎　
　

淸
白
一
般
難
辧
處　
　

○
●
●
○
○
●
●　
　

奇
壨 
匿
在
雪
壶 
枝　
　

○
○
●
●
●
○
◎　
　

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

涯
・
枝
（
平
水
熄 
上
平
聲
四
支
熄 
）

▼
訓
讀

　

早
梅
を
尋
ぬ

探
尋　

憚
ら
ず　

寒
風
の
惱
ま
す
こ
と
を　
　

林
下　

經
過　

☉ 
た
水
涯

淸
白　

一
般　

辧
じ
難
き
處　
　
　
　
　
　
　

奇
壨 　

匿
れ
て
雪
壶 
の
枝
に
在
り

▼
注

○
尋
早
梅　

早
咲
き
の
梅
の
壶 
を
探
す
。「
早
梅
」は
冬
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
。

南
宋
・
陸
游
「
初
冬
」
詩
に
「
更

十
日
可
閑
出
、
會
挈
一
壺
尋
早
梅
。（
更
に

十
日
を

ゆ
る

く
し
て
閑
出
す
べ
し
、
會か
な
らず
一
壺
を
挈さ

げ
て
早
梅
を
尋
ね
ん
）」（『
劍

南
詩
藁
』
卷
八
十
五
）。
月
舟
壽
桂
の
詩
に
「
山
似
岐
陽
寒
意
催
、
秋
風
九
月
雪

成
堆
。
黃
花
節
後
無
顏
色
、
笑
掃
竹
籬
尋
早
梅
。（
山
は
岐
陽
に
似
て
寒
意
催
し
、

秋
風 

九
月 

雪
堆
を
成
す
。
黃
壶 
の
節
後 

顏
色
無
く
、
笑
ひ
て
竹
籬
を
掃
き
早
梅

を
尋
ぬ
）」
と
あ
る
（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
二
十
）。
和
歌
題
「
尋
早
梅
」
と
し
て
は
、

三
條
西
實
隆
歌
「
い
か
に
せ
ん
立
枝
を
み
る
も
雪
の
宿
し
る
へ
な
る
へ
き
梅
か
ゝ

は
な
し
」（『
再
昌
娄 
』
卷
二
十
六　

大
永
六
年
・
5153
）
の
例
が
あ
る
。

○
探
尋　

探
し
尋
ね
る
。
宋
・
王
灼
「
與
諸
友
游
楊
氏
池
上
呼
王
隱
居
小
飮
晩
登

書
臺
（
諸
友
と
楊
氏
の
池
上
に
游
び
て
王
隱
居
を
呼
び
小
飮
し
て
晩
に
書
臺
に
登

る
）」
其
一
に
「
微
風
度
竹
氣
、澹
煙
增
樹
色
。
探
尋
得
佳
境
、

一
池
碧
。（
微

風 

竹
氣
度
り
、澹
煙 

樹
色
を
增
す
。
探
尋
し
て
佳
境
を
得
、

た
る
一
池
の
碧
）

…
…
」。

○
不
憚　

厭
わ
な
い
。
恐
れ
な
い
。
唐
・
孟
浩
然
「
陪
張
丞
相
自
松
滋
江
東
泊
渚

宮
（
張
丞
相
に
陪
し
松
滋
江
よ
り
東
し
て
渚
宮
に
泊
す
）」
詩
に
「
放
溜
下
松
滋
、

登
舟
命
檝
師
。
詎
忘
經
濟
日
、
不
憚
沍
寒
時
。（
放
溜
し
て
松
滋
を
下
り
、
舟
に

登
り
檝
師
に
命
ず
。
詎
ん
ぞ
忘
れ
ん
經
濟
の
日
、
沍
寒
の
時
を
憚
ら
ず
）」。

○
寒
風
惱　

村
菴
（
希
世
靈
彥
）
の
詩
に
「
雪
山
坐
雪
瞿
曇
老
、
鈍
工
夫
被
春
風

惱
。（
雪
山 

雪
に
坐
し
て
瞿
曇
老
い
、
鈍
工
夫
は
春
風
に
惱
ま
さ
る
）」（『
翰
林

五
鳳
集
』
卷
五
十
七
。
後
半
二
句
殘
欠
あ
り
）
と
あ
る
。

○
☉ 
水
涯　

ま
た
も
川
岸
に
出
る
。
元
・
仇
遠
「
游
天
竺
二
首
」
其
一
に
「
行
徧

山
巓
☉ 
水
涯
、
尙
無
紅
宖 
與
黃
壶 
。（
行
き
て
山
巓
を
徧
く
し
て
☉ 
た
水
涯
、
尙

ほ
紅
宖 
と
黃
壶 
と
無
し
）」（『
山
村
遺
集
』）。

○
淸
白　

汚
れ
の
な
い
白
。
明
・
張
天
賦
「
爲
毛
暘
谷
進
士
題
風
煙
雪
月
梅
卷
（
毛

暘
谷
進
士
の
爲
に
風
煙
雪
月
梅
卷
に
題
す
）
四
首
」
其
四
「
月
梅
」
詩
に
「
墻
角

吐
暗
香
、
淸
白
居
上
品
。（
墻
角 

暗
香
を
吐
き
、
淸
白 

上
品
に
居
る
）」。
虎
關
師



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

四
八

鍊
「
梅
壶 
」
詩
に
「
他
後
調
羹
附
雨
露
、
可
將
淸
白
寄
巖
巒
。（
他
後 

調
羹 

雨
露

に
附
し
、
淸
白
を
將
て
巖
巒
に
寄
す
べ
し
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
七
）。

○
一
般　

同
じ
よ
う
に
。
下
句
の
「
雪
」
と
同
樣
に
淸
白
と
い
う
意
味
。
宋
・
王

ち
つ「
僕
在
會
稽
泛
舟
至
剡
中（
僕 

會
稽
に
在
り
て
舟
を
泛
べ
て
剡せ
ん

中
に
至
り
）云
々

四
絕
句
」
其
四
に
「
梅
英
與
雪
一
般
色
、
不
得
北
風
香
不
知
。（
梅
英 

雪
と
一
般

の
色
、
北
風
を
得
ざ
れ
ば
香
は
知
ら
ず
）」（『
剡
錄
』
卷
七
）。
月
舟
壽
桂
「
春
雪

灑
壶 
」
詩
に
「
千
紅
萬
紫
一
般
白
、籬
爲
難
埋
唯
暗
香
。（
千
紅
萬
紫 

一
般 

白
く
、

籬
は
埋
め
難
き
が
爲
に
唯
だ
暗
香
あ
る
の
み
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
四
）。

○
難
辧
處　

判
斷
が
な
か
な
か
附
か
な
い
。
唐
・
陶
翰
「
柳
陌
聽
早
鶯
（
柳
陌
に

早
鶯
を
聽
く
）」
詩
に
「
…
…
閒
關
難
辧
處
、斷
續
奉 
頻
驚
。（
閒
關 

辧
じ
難
き
處
、

斷
續
し
て
頻
り
に
驚
く
が
若
し
）」。
九
鼎
竺
重
「
益
水
」
詩
に
「
濫
觴
元
在
一
毫

頭
、
漲
起
波
瀾
漫
四
洲
。
鹽
味
膠
靑
難
辧
處
、
何
曾
消
滴
混
常
派
。（
濫
觴 

元も
と 

一

毫
頭
に
在
る
も
、波
瀾
を
漲
り
起
こ
し
四
洲
に
漫
た
り
。
鹽
味 
膠
靑
〈
語
義
未
詳
〉 

辧
じ
難
き
處
、
何
ぞ
曾
て
消
滴
〈
語
義
未
詳
〉 

常
派
に
混
ぜ
ん
や
）」（『
翰
林
五

鳳
集
』
卷
三
十
六
）。「
處
」
の
字
義
存
疑
。

○
奇
壨 　

す
ば
ら
し
い
壺 
香
。
唐
・
韓
愈
「
醉
贈
張
祕
書
」
詩
に
「
東
野
動
驚
俗
、

天
寚 
吐
奇
壨 
。（
東
野
〈
孟
郊
の
字
〉
俗
を
動
琖 
し
、
天
寚  

奇
壨 
を
吐
く
）」。
虎

關
師
鍊
「
紅
白
梅
」
詩
に
「
壶 
木
以
來
是
逸
羣
、
黃
昏
月
下
有
奇
壨 
。
傳
聞
南
北

贊
寒
暖
、素
雪
絳
霞
一
樹
分
。（
壶 
木
以
來 

是
れ
逸
羣
、黃
昏
の
月
下
に
奇
壨 
有
り
。

傳
へ
聞
く 

南
北 

寒
暖
を
贊
ふ
る
も
、
素
雪 

絳
霞 

一
樹
に
分
か
る
）」（『
翰
林
五

鳳
集
』
卷
七
）。

○
匿
在　

隱
れ
て
〜
に
存
在
す
る
。
散
文
の
表
現
と
し
て
用
い
る
。

○
雪
壶 
枝　

南
宋
・
王
十
朋
「

龍
山
有
武
侯
新
祠
再
用
前
韻
」
詩
に
「
龍
蛇
樹

影
搖
千
尺
、
玉
雪
壶 
枝
吐
萬
層
（
龍
蛇
の
樹
影 

千
尺
を
搖
ら
し
、
玉
雪
の
壶 
枝 

萬
層
に
吐
く
）」。

▼
通
釋

　

早
咲
き
の
梅
を
探
し
て

探
し
尋
ね
る
に
は
冷
た
い
風
に
吹
か
れ
る
こ
と
も
厭
わ
ず
、

林
を
く
ぐ
り
拔
け
、
ま
た
も
や
水
邊
に
出
た
。

無
垢
の
白
さ
は
、
雪
と
同
じ
よ
う
な
の
で
見
分
け
に
く
い
け
れ
ど
も
、

え
も
言
え
ぬ
馨
し
さ
は
雪
を
被
っ
て
隱
れ
た
壶 
の
枝
に
あ
っ
て
も
漂
っ
て
く
る
よ

う
だ
。 

（
壺 
村
）

199
陽
明
殿
下　

北
政
所
得
支

南
京
大
佛
銅
像
古
材
、
而
命
工
匠
彫
⑉ 
靈

像
、
持
念
且
使
野
衲
開
光
點
眼

千
尺
遮
那
大
佛
身　
　

○
●
○
●
●
●
◎　
　

化
身
百
億
入
微
塵　
　

●
○
●
●
●
○
◎　
　

圓
音
授
記
優
塡
像　
　

○
○
●
●
○
〇
●　
　

末
法
世
閒
轉
法
輪　
　

●
●
●
〇
●
●
◎　
　
　

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

身
・
塵
・
輪
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
一
眞
熄 
）

▼
訓
讀

　
  

陽
明
殿
下
の
北
政
所
、
南
京
大
佛
の
銅
像
を
支
た
う

せ
し
古
材
を
得
て
、
工
匠

に
命
じ
て
靈
像
を
彫
⑉ 
せ
し
め
、
持
念
し
、
且
つ
野
衲
を
し
て
開
光
點
眼
せ

し
む

千
尺
の
遮
那　

大
佛
身　
　
　

化
身
は
百
億
の
微
塵
に
入
る

圓
音
に
て
授
記
す
優
塡
の
像　

末
法
世
閒
の
轉
法
輪



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

四
九

▼
注

〇
北
政
所　

近
衞
基

室
、
品
宮
常
子
內
親
王
（
一
六
四
二
―
一
七
〇
二
）。
後

水
尾
院
皇
女
。
母
は
園
基
音
女
（
新
廣
義
門
院
）。
靈
元
院
同
母
姉
。

四
年

（
一
六
六
四
）
六
歲
年
下
の
基

に
降
嫁
し
た
。
近
衞
家

お
よ
び
近
衞

子
（
第

六
代
將
軍
德
川
家
宣
御
台
所
、
天
英
院
）
の
母
。

六
年
正
月
か
ら
元
祿
十
三

年
（
一
七
〇
〇
）
三
月
二
十
四
日
ま
で
の
『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
が
殘
さ
れ
て

い
る
。
本
偈
頌
に
記
さ
れ
る
彫
像
に
つ
い
て
は
未
見
。
大
佛
と
大
佛
殿
の
修
復
は
、

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
勸
進
活
動
を
開
始
し
た
公
慶
上
人
の
手
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た
。
大
佛
の
修
復
は
、
元
祿
四
年
に
完
成
し
、
翌
五
年
に
開
眼
供
養
が
行

わ
れ
た
。『
後
水
尾
天
皇
實
錄
』
の
「
皇
子
眞
敬
親
王
」
項
、宮
內
廳
書
陵
部
藏
『
東

大
寺
大
佛
開
眼
供
養
記
』、『
基

公
記
』・『
堯
恕
法
親
王
日
記
』
元
祿
五
年
三
月

二
十
五
日
條
に
據
れ
ば
、
興
福
寺
一
乘
院
門
跡
で
あ
る
眞
敬
親
王
が
東
大
寺
大
佛

供
養
の
導
師
（
第
二
十
日
「
法
 
千
部
經
供
養
法
式
」
の
導
師
）
を
務
め
た
。
ち

な
み
に
開
眼
の
導
師
は
靈
元
院
皇
子
の
勸
修
寺
宮
濟さ

い

深じ
ん

親
王
が
務
め
た
。
ま
た
、

こ
の
と
き
用
い
ら
れ
た
願

と
呪
願

は
近
衞
家

筆
（『
基

公
記
』・『
无
上

法
院
殿
御
日
記
』
元
祿
五
年
三
月
二
十
三
日
條
）。
續
い
て
將
軍
・
德
川
綱
吉
を

大
檀
那
と
し
て
大
佛
殿
の
再
建
も
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
佛
殿
は
、
公

慶
上
人
の
勸
進
活
動
へ
の
幕
府
公
許
が
得
ら
れ
た
の
ち
、寶
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

に
完
成
、
同
年
三
月
に
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
た
。
公
慶
上
人
没
後
、
四
年
が
經
過

し
て
い
た
。

〇
南
京
大
佛　

南
京
は
南
都
。
奈
良
の
東
大
寺
大
佛
。
西
胤
俊
承
「
奉
賀
相
府
重

粧
東
大
寺
大
佛
丁
酉
七
月
三
日
（
相
府
の
重
ね
て
東
大
寺
大
佛
を
粧
せ
ら
る
る
を

賀
し
奉
る　

丁
酉
七
月
三
日
）」に
、「
聖
武
后
身
今
上
台
、南
京
古
像
重
粧
來
。（
聖

武
后
身　

今
上
の
台
、
南
京
古
像　

重
ね
て
粧
せ
ら
れ
來
た
る
）」
な
ど
の
用
例

が
あ
る
。

〇
支
　

支
え
る
こ
と
。
北
宋
・
蘇
舜
欽
「
遊
山
」
に
「
竹
木
互
支

、
小
閣
架

險
梯
（
竹
木
互
ひ
に
支

し
、
小
閣
に
險
梯
を
架
す
）」
と
あ
る
。 

『
朱
子
全
書
』

卷
九
「
大
學
三
」
に
「
敎
他

天
拄
地
（
他か
れ

を
し
て
天
を

え
、地
を
拄さ
さ

え
し
む
）」

と
あ
り
、
こ
の
表
現
は
『
碧
巖
錄
』
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
、
禪
林
で
も
廣
く
知
ら

れ
る
語
彙
と
な
っ
た
。

〇
野
衲　

田
舍
者
の
僧
侶
。
禪
僧
が
頻
用
す
る
謙
讓
表
現
。
愚
僧
。

〇
開
光
點
眼　

新
造
し
た
佛
像
の
眼
に
點
を
打
ち
、
魂
を
入
れ
る
儀
式
。
開
眼
。

〇
古
材　

東
大
寺
の
大
佛
は
岶 
辧
を
か
た
ど
っ
た
台
座
に
鎮
座
し
て
い
る
が
、
そ

の
台
座
を
支
え
て
い
た
古
材
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
名
刹
の
古
材
は
好
事
家
に
珍
重

さ
れ
、
江
戶
時
代
に
は
し
ば
し
ば
佛
具
や
茶
道
具
な
ど
に
轉
用
さ
れ
て
い
た
。

〇
千
尺　

誇
張
表
現
。
實
際
の
東
大
寺
の
大
佛
は
十
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
な
の
で
、

五
十
尺
に
滿
た
な
い
。
唐
の
則
天
武
后
が
建
立
し
た
と
さ
れ
る
洛
陽
の
白
司
馬
坂

大
像
が
高
さ
千
尺
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
倣
っ
た
か
。

〇
入
微
塵　

佛
語
。「
一
微
塵
ほ
ど
の
狹
い
所
で
行
う
よ
う
な
、
わ
ず
か
な
仕
事
」

の
意
味
。
道
元
禪
師
の
『
典
座
敎
訓
』
に
「
拈
一
莖
草
、
建
法
王
刹
、
入
一
微
塵
、

轉
大
法
輪
。（
一
莖
草
を
拈
じ
、
法
王
刹
を
建
て
、
一
微
塵
に
入
り
、
大
法
輪
を

轉
ぜ
よ
）」
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。

〇
圓
音　

佛
語
。「
完
全
な
る
音
色
」
の
意
味
で
、
す
べ
て
の
人
人
が
理
解
可
能

な
完
全
な
る
說
法
を
言
う
。「
圓
音
」
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、『
大
乘
起
信

論
義
記
』
と
さ
れ
、
イ
ン
ド
撰
述
の
經
典
で
は
、
漢
譯
で
も
こ
の
語
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
（
吾
妻
重
二
・ 

井
上
克
人
・ 

丹
治
昭
義
「『
大
乘
起
信



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

五
〇

論
義
記
』
硏
究
（
二
）」〔『
關
西
大
學
東
西
學
術
硏
究
所
紀
要
』
第
三
十
三
輯　

二
〇
〇
〇
年
三
月
〕
參
照
）。
覺
範
慧
洪
の
別
集
『
石
門

字
禪
』
所
收
「
大

山
外
侍
者
求
詩
（
大

山
の
外
侍
者
詩
を
求
む
）」
に
「
大
鐘
日
夕
撞
、
圓
音
姻 

山
川
。（
大
鐘　

日
夕
に
撞
け
ば
、
圓
音　

山
川
に
姻 
ふ
）」
と
あ
る
。

〇
授
記　

佛
語
で
、
佛
が
修
行
者
に
對
し
、
將
來
必
ず
佛
と
な
る
こ
と
を
豫
言
し

保
證
を
與
え
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
内
容
。

〇
優
塡
像　

優
塡
は「
優
塡
王
」。
イ
ン
ド
の
憍
賞
彌（
こ
う
さ
ん
び
）國
の
王
で
、

王
妃
の
勸
め
に
よ
り
、
佛
法
に
歸
依
し
、
釋
迦
を
思
慕
し
、
牛ご

頭づ

栴せ
ん

檀だ
ん

（
牛
頭
山

で
と
れ
た
と
い
う
香
木
）
で
佛
像
を
つ
く
ら
せ
た
と
い
う
傳
承
が
あ
る
。
そ
の
佛

像
は
、「
優
塡
王
思
慕
像
」
と
さ
れ
、
平
安
時
代
中
期
の
東
大
寺
の
學
僧
、
奝
然

が
中
國
か
ら
持
ち
歸
り
、
嵯
峨
淸
涼
寺
に
安
置
し
た
と
し
て
、
日
本
で
も
廣
く
信

仰
さ
れ
て
い
た
。

〇
轉
法
輪　

佛
語
で
、
佛
が
敎
え
を
說
く
こ
と
、
ま
た
は
優
れ
た
說
法
そ
の
も
の

を
言
う
。
第
二
句
と
同
樣
、
道
元
の
用
例
が
參
考
に
な
る
。

▼
通
釋

　

  

陽
明
殿
下
の
北
政
所
は
、
南
都
東
大
寺
の
大
佛
の
銅
像
を
支
え
て
い
た
古
材

を
入
手
し
、
工
匠
に
命
じ
て
新
た
な
佛
像
を
彫
造
さ
せ
、
持
念
し
、
さ
ら
に

愚
僧
に
開
眼
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る

千
尺
を
誇
る
偉
容
の
奈
良
の
大
佛
、
佛
の
化
身
は
そ
も
そ
も
百
億
も
の
人
人
の
わ

ず
か
な
仕
事
の
積
み
重
ね
で
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
釋
迦
の
優
れ
た
說

法
は
、優
塡
王
思
慕
像
に
も
劣
ら
な
い
北
政
所
の
佛
像
を
通
じ
て
傳
わ
る
よ
う
で
、

生
に
後
世
を
約
束
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
末
法
の
こ
の
世
で
佛
の
尊
い

お
こ
と
ば
を
聽
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

（
中
本
）

205
㩷 
春
十
有
九
日
、
應　

陽
明
殿
下
之
齋
請
、
亭
午
飯
食
姛 
菓
訖
、
以
樂

天
句
爲
題
有　

台
詠
。
野
衲
亦
稟
命
賦
唐
詩
。
詩
就
有
餘
興
、
優
婆
塞
戒

爲
題
、
再
賦
。

　
　
　

萬
緣
皆
已
消　
　
　
　

天
台
南
嶽

鞋
破　
　

○
○
○
●
○
○
●　
　

祖
席
住
山
事
更
多　
　

●
●
●
○
●
●
◎ 

解
印
歸
來
林
下
屋　
　

●
●
○
○
○
●
●

安
眠
高
臥
對
山
阿　
　

○
○
○
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

多
・
阿
（
平
水
熄 
下
平
聲
五
歌
熄 
）

▼
訓
讀

　

  

㩷 
春
十
有
九
日
、
陽
明
殿
下
の
齋
請
に
應
じ
、
亭
午
に
飯
食
姛 
嫓 
訖を

は
り
、

樂
天
の
句
を
以
て
題
と
爲
し
台
詠
有
り
。
野
衲
も
亦
た
命
を
稟
け
て
唐
詩
を

賦
す
。
詩
就な

り
て
餘
興
有
り
、
優
婆
塞
戒
を
題
と
爲
し
、
再
び
賦
す
。

　

萬
緣 

皆
已
に
消
ゆ

天
台 

南
嶽 

鞋
破
る　
　
　
　
　
　

祖
席 

住
山 

事
更
に
多
し

印
を
解
き
歸
り
來
る 

林
下
の
屋　
　

 

安
眠 

高
臥 

山
阿
に
對
す

▼
校
異　
「
祖
席
住
山
事
更
多
」
は
、『
基

公
記
』
に
「
祖
席
住
山
事
更
繁
」
に
、

「
安
眠
高
臥
對
山
阿
」
は
、『
基

公
記
』
に
「
爐
香
一
炷
坐
當
軒
」
に
作
る
（
▼

參
考
⑴
）。

▼
注

○
㩷 
春
十
有
九
日　

元
祿
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
三
月
十
九
日
。『
基

公
記
』

同
日
條
に
、
桂
嶽
宗
壺 
が
來
邸
し
、
午
時
齋
の
の
ち
、
樂
天
句
題
の
詩
哥
が
あ
っ



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

五
一

た
と
記
す
。
205
番
詩
は
こ
の
と
き
の
作
。
基

も
同
題
で
和
歌
二
首
を
詠
ん
だ
。

續
け
て
優
婆
塞
戒
題
の
206
・
207
・
208
・
209
・
210
番
詩
を
賦
し
た
。（
▼
參
考
）

○
齋
請　

食
事
を
供
す
る
た
め
に
僧
侶
を
招
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
亭
午
（
正
午
）

の
齋と

き

。

○
樂
天
句　

白
居
易
「
山
中
獨
吟
」
詩
「
人
各
有
一
癖
、
我
癖
在
章
句
。
萬
緣
皆

0

0

0

已0

消0

、
此
病
獨
未
去
。
每
逢
美
風
景
、
或
對
好
親
故
。
高
聲
詠
一
篇
、
怳
若
與
神

遇
。
自
爲
江
上
客
、
半
在
山
中
住
。
有
時
新
詩
成
、
獨
上
東
巖
路
。
身
依
白
石
崖
、

手
攀
靑
桂
樹
。
狂
吟
驚
林
壑
、
猨
鳥
皆
窺

。
恐
爲
世
所
嗤
、
故
就
無
人
處
。（
人

に
は
各
お
の
一
癖
有
り
て
、
我
が
癖
は
章
句
に
在
り
。
萬
緣 

皆
已
に
消
ゆ
る
も
、

此
の
病
の
み
獨
り
未
だ
去
ら
ず
。
美
風
景
に
逢
ふ
每
に
、或
い
は
好
親
故
に
對
し
、

高
聲 

一
篇
を
詠
ず
れ
ば
、
怳
た
る
こ
と
神
と
遇
ふ
が
奉 
し
。
江
上
の
客
と
爲
り

て
よ
り
、
半
ば
は
山
中
に
在
り
て
住
む
。
時
有
り
て
新
詩
成
れ
ば
、
獨
り
東
巖
の

路
に
上
る
。
身
は
白
石
崖
に
依
り
、
手
も
て
靑
桂
樹
を
攀ひ

く
。
狂
吟
し
て
林
壑
を

驚
か
し
め
、
猨
鳥 

皆
窺
し
よ

す
。
恐
世
の
嗤
ふ
所
と
爲
る
を
恐
れ
、
故
こ
と
さ
らに
人
無
き

處
に
就
く
）」（『
白
氏

集
』
卷
七
）
の
第
三
句
を
指
す
。
慈
圓
の
和
歌
「
皆
人

に
一
の
く
せ
は
有
る
ぞ
と
よ
こ
れ
を
ば
ゆ
る
せ
敷
島
の
道
」（『
淸
巖
姛 
話
』）。

○
優
婆
塞
戒　
「
男
性
の
在
俗
信
者
の
た
も
つ
べ
き
戒
め
で
、
殺
生
・
偸
盜
・
邪
淫
・

妄
語
・
飮
酒
の
五
つ
の
あ
や
ま
ち
を
禁
制
す
る
」（『
佛
敎
語
大
辭
典
』）。

○
萬
緣　

す
べ
て
の
因
緣
。

緣
。

○
天
台　

浙
江
省
台
州
市
天
台
縣
の
山
。
佛
敎
の
聖
地
の
一
つ
で
、智
顗ぎ
（
五
三
八

―
五
九
七
）
が
こ
こ
で
天
台
宗
を
開
い
た
。

○
南
嶽　

湖
南
省
衡
陽
市
の
山
、
衡
山
。
五
嶽
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ま
た
佛
敎
の

聖
地
の
一
つ
で
も
あ
り
、
禪
宗
七
祖
の
懷
讓
が
福
巖
寺
に
道
場
を
開
い
た
禪
宗
に

お
い
て
も
重
要
地
で
あ
る
。

○

鞋　

わ
ら
じ
。
南
宋
・
韓
元
吉
「
僧
仲
儼
芥
室
」
詩
に
「
脚
底

鞋
破
、
顱

邊
衲
被
寒
。（
脚
底 

鞋
破
れ
、顱
邊 

衲
被
寒
し
）」（『
南
㵎
甲
乙
稿
』卷
三
）。
宋
・

釋
覺
範「
超
然
在
東
 
作
此
招
之（
超
然
の
東
 
に
在
り
て
此
を
作
り
之
を
招
く
）」

詩
に
「

鞋
踏
破
成
何
事
、
坐
榻
塵
埋
只
汗
顏
。（

鞋 

踏
み
破
れ 

何
事
を
か
成

す
、
坐
榻 

塵
に
埋
も
れ 

只
だ
汗
顏
）」（『
石
門

字
禪
』
卷
十
五
）。

○
祖
席　

餞
行
（
は
な
む
け
）
の
宴
席
。
杜
甫
「
送
許
八
拾
遺
歸
江
寧
覲
省
（
許

八
拾
遺
の
江
寧
に
歸
り
覲
省
す
る
を
送
る
）
…
…
」
詩
に
「
聖
朝
新
孝
理
、
祖
席

倍
輝
光
。（
聖
朝 

新
に
孝
理
し
、
祖
席 

倍
ま
す
輝
光
す
）」（『
集
千
家
註
杜
工
部

詩
集
』
卷
四
）。

○
住
山　

山
閒
に
居
住
す
る
。
佛
僧
、
道
士
、
隱
者
の
行
爲
と
し
て
詩
に
多
く
詠

ま
れ
る
。
唐
・
李
商
隱
「
別
智
玄
法
師
（
智
玄
法
師
に
別
る
）」
詩
に
「
雲
鬢
無

端
怨
別
離
、
十
年
移
易
住
山
期
（
雲
鬢　

端
無
く
も
別
離
を
怨
み
、
十
年　

移
易

す 

住
山
の
期
）」。
蘭
坡
景

「
新
山
山
長
太
寧
老
人
、
…
…
」
詩
に
「
老
去
住

山
慚
薄
福
、
破
袈
裟
底
寄
生
涯
（
老
い
去
り
て
住
山　

薄
福
を
慚
ぢ
、
破
れ
た
る

袈
裟
底
に
生
涯
を
寄
す
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
二
十
四
）。
一
山
の
住
持
に
な
る

意
か
。

○
解
印　

官
印
の
印
綬
を
は
ず
す
。
官
職
を
辭
す
こ
と
。
元
・
貢
性
之
「
陶
靖
節

像
」
詩
に
「
解
印
歸
來
尙
黑
頭
、
風
塵
吹
滿
故
園
秋
（
印
を
解
き
歸
り
來
れ
ば
尙

ほ
黑
頭
、
風
塵 

吹
き
滿
つ 

故
園
の
秋
）」（『
元
詩
選
』
二
集
卷
二
十
二
）。
梅
心

正
悟
「
淵
明
臥
北
窗
圖
」
詩
に
「
解
印
歸
來
五
柳
翁
、
占
涼
高
臥
北
窗
中
。（
印

を
解
き
歸
り
來
る 

五
柳
の
翁
、涼
を
占
め
高
臥
す 

北
窗
の
中
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』

卷
五
十
九
）。
ま
た
、『
桂
壺 
集
』
33
番
「
再
用
前
熄 
爲
四
絕
以
奉
呈
」
其
四
に
「
喜



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

五
二

聞
甘
作
臥
雲
身
、解
印
休
官
有
幾
人
。
翠
竹
白
沙
漁
夫
宅
、三
公
不
換
此
江
濱
。（
喜

び
聞
く　

甘
ん
じ
て
作
る
臥
雲
の
身
、
印
を
解
き
官
を
休
む　

幾
人
か
有
る
。
翠

竹　

白
沙　

漁
夫
の
宅
、
三
公
に
も
換
へ
ず　

此
の
江
濱
）」
と
あ
る
。
こ
の
絕

句
と
205
番
詩
後
半
に
よ
れ
ば
、
桂
嶽
は
仕
官
の
後
に
佛
門
に
入
っ
た
か
。
病
弱
な

た
め
に
靑
雲
の
志
を
遂
げ
ら
れ
ず
、
出
家
遯
世
し
た
こ
と
は
、
31
番
「
病
中
偶
成
」

詩
の「
雲
志
難
攀
蒲
柳
質
、一
生
好
作
臥
雲
身
。（
雲
志　

攀
ぢ
難
し　

蒲
柳
の
質
、

一
生
好
ん
で
作
る　

臥
雲
の
身
）」
か
ら
推
測
で
き
る
。
な
お
、
桂
嶽
は
石
井
氏

の
次
男
と
し
て
明
曆
二
年
（
一
六
五
六
）
に
生
ま
れ
、
名
は
黠
で
あ
っ
た
。
232
番

「
崇
正
贊
」
に
亡
母
（
法
名
崇
正
）
が
病
で
䘚
去
し
た
萬
治
元
年
（
一
六
五
八
）

十
月
三
日
に
「
干
時
黠
甫
三
歳
」
と
記
す
。
ま
た
、
兄
は
「
九
條
幕
府
家
臣
石
井

右
金
吾
校
尉
宇
治
金
利
」
で
あ
る
こ
と
が
、
284
番
「
駒
込
別
婝 
十
景
」
の
「
水
戶

黄
門
公
畫
武
陵
駒
込
別
婝 
十
景
朱

記
」
に
あ
る
「
石
井
、
余
家
氏
也
。
金
吾
、

余
家
兄
也
」
と
い
う
記
述
よ
り
知
ら
れ
る
。

○
林
下
屋　

林
の
中
に
あ
る
家
屋
。
元
・
于
石
「
宿
棲
眞
院
分
熄 
得
獨
字
（
棲
眞

院
に
宿
り
分
熄 
し
て
獨
字
を
得
た
り
）」
詩
に
「
偶
隨
白
雲
去
、棲
此
林
下
屋
。（
偶

た
ま
白
雲
に
隨
ひ
て
去ゆ

き
、此
の
林
下
の
屋
に
棲や
ど

る
）」（『
元
詩
選
』
二
集
卷
九
）。

江
西
龍
派
「
林
校
夜
諷
」
詩
に
「
因
記
桄
榔
林
下
屋
、
蘇
家
逐
客
隔
牆
□
。（
因

り
て
記
す　

桄
榔　

林
下
の
屋
、
蘇
家
の
逐
客
牆
□
隔
つ
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』

卷
四
十
四
）。

○
安
眠　

心
安
ら
か
に
熟
睡
す
る
。
唐
・
白
居
易
「
快
活
」
詩
に
「
飽
食
安
眠
消

日
月
、閑
談
冷
笑
接
交
親
。（
飽
食 

安
眠 

日
月
を
消
し
、閑
談 

冷
笑 

交
親
に
接
す
）」

（『
白
氏

集
』
卷
五
十
六
）。『
禪
林
集
句
』
に
「
老
倒
疏
懶
無
事
日
、
安
眠
高
臥

對
靑
山
。（
老
倒 

疏
懶 

無
事
の
日
、
安
眠 

高
臥 

靑
山
に
對
す
）」。

○
高
臥　

ゆ
っ
た
り
と
身
を
橫
た
え
る
。
隱
棲
を
指
す
。
唐
・
盧
照
鄰
「
山
林
休

日
田
家
」
詩
に
「
還
思
北
窗
下
、
高
臥
偃
羲
皇
。（
還
て
思
ふ 

北
窗
の
下
、
高
臥 

羲
皇
偃ふ

す
）」。
絕
海
中
津「
錢
原
和
淸
溪
和
尙（
錢
原
に
て
淸
溪
和
尙
に
和
す
）韻
」

詩
に
「
靑
山
高
臥
妈 
簷
下
、
不
許
白
雲
知
此
心
（
靑
山
に
高
臥
す　

妈 
簷
の
下
、

許
さ
ず　

白
雲
の
此
の
心
を
知
る
を
）」（『
蕉
堅

』、『
翰
林
五
鳳
集
』卷
三
十
一
）。

○
對
山
阿　

山
の
阿く

ま

に
向
か
う
。
元
・
傅
奉 
金
「
邯
鄲
行
」
に
「
何
王
 
⫳ 
對
山

阿
、
尙
憶
諸
侯
爭
戰
多
（
何
の
王
の
 
⫳ 
か
山
阿
に
對
す
る
、
尙
ほ
憶
ふ 

諸
侯 

爭
戰
多
き
を
）」（『
傅
與
礪
詩
集
』
卷
三
）
と
あ
る
。

▼
通
釋

　

萬
緣
皆
已
消
（
す
べ
て
の
因
緣
が
消
え
去
っ
た
）

天
台
山
、南
嶽
を
經
巡
っ
て
わ
ら
じ
が
破
れ
た
。（
そ
れ
ほ
ど
に
修
行
を
積
ん
だ
。）

は
な
む
け
の
宴
に
出
る
の
も
一
山
に
居
住
す
る
の
も
煩
わ
し
い
事
が
い
っ
そ
う
多

い
。

印
綬
を
は
ず
し
て
山
林
の
隱
居
に
歸
っ
て
來
て
か
ら
は
、

山
の
阿
を
目
の
前
に
し
て
安
ら
か
に
眠
り
、
ゆ
っ
た
り
と
寢
る
日
日
で
あ
る
。

▼
參
考
⑴　
『
基

公
記
』
元
祿
十
三
年
三
月
十
九
日
條

桂
嶽
和
尙
來
、
有
午
時
齋
、
其
後
相
共
有
詩
哥
、
消
永
日
、
晩
鐘
比
桂
嶽
歸
寺
了
、

詩
哥
續
加
之
、　
〔
以
下
綴
込
詠
草
〕

㩷 
春
十
九
日
應　

關
白
殿
下
之
齋
請
、
亭
午
飯
⻝
姛 
果
訖
、
以
樂
天
句
爲
題
、
有　

台
詠
。
野
衲
亦
稟　

命
賦
唐
詩
。
詩
就
、
有
餘
興
、
再
奉　

命
相
賦
。
優
婆
塞
戒

爲
題
。

宗
壺 
㤌 
艸

　
　

萬
緣
皆
已
消　
　
　
　



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

五
三

天
台
南
嶽

鞋
破
、
祖
席
住
山
事
更
繁
、
解
印
歸
來
林
下
屋
、
爐
香
一
炷
坐
當
軒

優
婆
塞
戒
第
一

　
　

不
殺
生
戒

好
生
怖
死
凡
情
習
、
蠢
動
含
靈
其
意
均
、
體
得
古
人
攐 
鵝
念
、
九
州
四
海
總
歸
仁

　
　

不
偸
盜
戒

貪
心
財
欲
海
潮
深
、
不
與
取
之
國
有
禁
、
大
丈
夫
兒
須
愼
獨
、
何
爲
曠
野
拾
遺
金

　
　

不
邪
淫
戒

鼓
琴
鼓
瑟
事
和
順
、
貞
靜
幽
閑
是
好
逑
、
可
不
如
禽
邪
慾
輩
、
雎
鳩
雙
翼
在
河
洲

　
　

不
妄
語
戒

一
言
已
出
駟
難
逐
、
利
口
害
人
鈍

、
君
子
從
來
不
欺
誑
、
周
詩
三
百
思
無
邪

　
　

不
飮
酒
戒

斟
無
及
亂
世
閒
敎
、
出
世
門
中
豈
濕
脣
、
嫾 
薩
比
丘
諸
細
行
、
從
斯
一
失
失
全
眞

愚
詠
如
此

　
　

萬
緣
皆
已
消

色
よ
香
よ
し
た
ふ
心
の
花
た
に
も
は
て
は
我
身
に
殘
る
物
か
は

松
竹
の
み
と
り
も
え
や
は
雲
風
も
な
き
た
る
空
に
む
か
ふ
こ
ゝ
ろ
は

　
　

不
殺
生
戒

後
の
世
を
照
す
い
さ
り
の
光
か
は
く
る
し
き
釣
の
い
と
な
み
な
せ
そ

　
　

不
偸
盜
戒

わ
か
心
花
の
主
に
な
し
て
み
よ
ゆ
る
さ
ぬ
枝
の
お
ら
る
へ
き
か
は

　
　

不
邪
淫
戒

行
す
り
の
袖
に
し
は
し
の
う
つ
り
か
も
う
つ
す
な
心
移
り
も
そ
す
る

　
　

不
妄
語
戒

思
へ
人
世
に
し
た
か
へ
は
鹿
を
さ
し
て
馬
と
い
は
ん
も
く
る
し
か
る
身
を

　
　

不
飮
酒
戒

よ
も
す
か
ら
す
め
る
こ
ゝ
ろ
は
く
み
も
せ
て
何
所
は
え
ひ
の
さ
か
月
の
友

▼
參
考
⑵　

基

の
和
歌
（「
基

公
御
詠
草
」〔
資
料
番
號
〈60837

〉〕）

　
　

萬
緣
皆
已
消

色
よ
香
よ
し
た
ふ
心
の
花
た
に
も
は
て
は
我
身
に
殘
る
物
か
は

松
竹
の
み
と
り
も
え
や
は
雲
か
せ
も
な
き
た
る
空
に
む
か
ふ
こ
ゝ
ろ
は

　
　

不
殺
生
戒

後
の
世
を
照
す
い
さ
り
の
光
か
は
く
る
し
き
つ
り
の
い
と
な
み
な
せ
そ

　
　

不
偸
盜
戒

わ
か
こ
ゝ
ろ
壶 
の
あ
る
し
に
な
し
て
み
よ
ゆ
る
さ
ぬ
枝
の
お
ら
る
へ
き
か
は

　
　

不
邪
淫
戒

行
す
り
の
袖
に
し
は
し
の
う
つ
り
か
も
う
つ
す
な
心
移
り
も
そ
す
る

　
　

不
妄
語
戒

思
へ
人
世
に
し
た
か
へ
は
鹿
を
さ
し
て
馬
と
い
は
ん
も
く
る
し
か
る
身
を

　
　

不
飮
酒
戒

よ
も
す
か
ら
す
め
る
こ
ゝ
ろ
は
く
み
も
せ
て
何
所
は
え
ひ
の
さ
か
月
の
友（

壺 
村
）

206
不
殺
生
戒　
　

好
生
怖
死
凡
情
習　
　

●
○
●
●
○
○
●

蠢
動
含
靈
其
意
均　
　

●
●
○
○
○
●
◎

體
得
古
人
攐 
鵝
念　
　

●
●
●
○
●
○
●



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

五
四

九
州
四
海
總
歸
仁　
　

●
○
●
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

均
・
仁
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
一
眞
熄 
）

▼
訓
讀

　

不
殺
生
戒

生
を
好
み
死
を
怖
る
る
は
凡
情
の
習
ひ　

蠢
動
含
靈
其
の
意
均
し

古
人
攐 
鵝
の
念
を
體
得
せ
ば　
　
　
　
　

九
州
四
海
總
に
仁
に
歸
せ
ん

▼
注

○
不
殺
生
戒　

生
き
物
の
生
命
を
絕
つ
こ
と
を
禁
ず
る
戒
。優
婆
塞
戒
の
ひ
と
つ
。

206
番
詩
は
こ
れ
を
題
と
す
る
元
祿
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
三
月
十
九
日
の
作
。

（
205
番
詩
▼
參
考
）　

○
好
生
怖
死　
「
好
生
」や「
怖
死
」は
內
典
に
も
見
え
る
措
辭
で
あ
る
。
特
に「
好

生
」
と
「
惡
死
」、「
怖
死
」
と
「
貪
生
」
は
し
ば
し
ば
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、『
楚
石
梵
琦
禪
師
語
錄
』
卷
三
に
「
隨
羣
逐
隊
、
怖
死
貪
生
。

（
羣
に
隨
ひ
て
隊
を
逐
ふ
、
死
を
怖
れ
て
生
を
貪
る
）」
と
あ
る
。

○
凡
情
習　
「
凡
情
」
は
凡
人
の
心
情
を
い
う
（『
佛
敎
語
大
辭
典
』）。
一
方
で
、

宋
代
に
成
立
し
た『
楞
嚴
經
要
解
』卷
十
六
に
あ
る「
人
之
情
習
、好
生
惡
死
。（
人

の
情
習
は
、生
を
好
み
て
死
を
惡
む
こ
と
な
り
）」は
206
番
詩
と
趣
旨
も
共
通
す
る
。

「
情
習
」
は
人
閒
の
實
情
と
習
慣
を
い
う
。「
凡
」
は
「
凡
夫
」
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

「
凡
情
習
」
は
漢
詩
の
例
を
見
い
だ
せ
な
い
。「
凡
情
」
と
「
情
習
」
と
兩
方
を
掛

け
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
蠢
動
含
靈　

一
切
の
生
物
を
い
う
（『
佛
敎
語
大
辭
典
』）。
例
え
ば
、『
黃
檗
斷

際
禪
師
宛
陵
錄
』
に
「
卽
心
是
佛
。
上
至
諸
佛
。
下
至
蠢
動
含
靈
。
皆
有
佛
性
。

同
一
心
體
。（
卽
心
是
佛
。
上
は
諸
佛
に
至
り
、
下
は
蠢
動
含
靈
に
至
り
、
皆
佛

性
有
り
、
心
體
を
同
一
と
す
）」
と
あ
る
。「
蠢
動
含
靈
」
は
「
諸
佛
」
と
對
照
的

な
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
夢
中
問
答
集
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏

永
年

閒
刊
古
活
字
版
）
に
「
自
性
天
眞
ノ
如
來
ヲ
信
ス
ル
人
ハ
、
三
身
四
智
ヲ
モ
貴
シ

ト
セ
ス
、
蠢
動
含
靈
ヲ
モ
賤
ト
セ
ス
」
と
あ
る
。「
三
身
」「
四
智
」
は
そ
れ
ぞ
れ

佛
の
三
種
の
身
、
佛
の
智
慧
を
指
す
が
、
そ
れ
ら
を
尊
ば
な
い
と
い
う
。
對
し
て
、

「
蠢
動
含
靈
」、
卽
ち
す
べ
て
の
生
物
を
賤
し
い
と
し
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

206
番
詩
の
「
蠢
動
含
靈
」
は
題
の
「
不
殺
生
戒
」
に
照
應
し
、
特
に
人
閒
以
外
の

生
物
と
い
う
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
其
意
均　

そ
の
（
命
を
惜
し
ん
で
死
を
恐
れ
る
）
氣
持
ち
が
同
じ
、
の
意
。
こ

こ
で
「
均
」
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
宋
・
陸
游
「
坐
客
有
談
狄
魚
眼
眶
之

美
者
感
嘆
而
作（
坐
客
に
狄
魚
の
眼
眶
の
美
を
談
ず
る
者
有
り
。感
嘆
し
て
作
る
）」

に
「
物
生
怖
死
與
我
均
、
砧
几
流
丹
只
俄
頃
。（
物
生
ま
れ
て
死
を
怖
る
る
は
我

と
均
し
く
、
砧
几
に
丹
を
流
す
る
に
只
だ
俄
頃
な
る
の
み
）」
と
あ
る
。

○
體
得　

十
分
に
會
得
し
て
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
い
う
（『
大
漢
和
辭

典
』）。『
宗
鏡
錄
』
卷
六
に
「
無
心
始
體
無
心
道
、
體
得
無
心
道
也
休
。（
無
心
始

め
て
無
心
の
道
を
體
し
、
無
心
を
體
得
せ
ば
道
ま
た
休
す
）」
と
あ
る
。

○
古
人
攐 
鵝
念　
『
大
莊
嚴
論
經
』
卷
十
一
に
見
え
る
鵝
を
攐 
る
比
丘
の
故
事
を

踏
ま
え
て
い
る
。『
佛
敎
大
辭
典
』「
攐 
鵝
」
項
に
「
比
丘
あ
り
、
鵝
鳥
の
寶
珠
を

吞
む
を
知
れ
ど
も
鵝
鳥
の
殺
さ
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
自
ら
其
罪
を
負
ふ
て
鵝
を
救

ふ
を
念
ず
る
こ
と
」
と
あ
る
。『
虛
堂
和
尙
語
錄
』
に
「
攐 
鵝
之
戒
如
雪
、
守
臘

之
行
奉 
冰
。（
攐 
鵝
の
戒　

雪
の
如
く
、
守
臘
の
行　

冰
の
奉 
し
）」。

○
九
州
四
海　

天
下
の
意
。
唐
・
盧
照
鄰
「
登
封
大

歌
」
に
「
九
州
四
海
常
無

事
、
萬
歲
千
秋
樂
未
央
。（
九
州
四
海
に
常
に
無
事
た
り
、
萬
歲
千
秋
樂
し
み
未



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

五
五

だ
央つ

き
ず
）」（『
幽
憂
子
集
』
卷
三
）
と
あ
る
。
禪
籍
に
も
、『
圓
悟
佛
果
禪
師
語

錄
』
に
「
匝
地

天
皆
承
恩
力
、
九
州
四
海
悉
稟
威
靈
。（
匝
地

天　

皆
恩
力

を
承
け
、
九
州
四
海　

悉
く
威
靈
を
稟う

く
）」
の
例
を
見
い
出
せ
る
。

○
總
歸
仁　
「
總
」
は
す
べ
て
の
意
。「
歸
仁
」
は
も
と
も
と
仁
德
仁
政
に
歸
附
す

る
こ
と
。『
論
語
』
顏
淵
に
「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、
克
己
復
禮
爲
仁
。
一
日
克
己

復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。（
顏
淵
仁
を
問
ふ
。
子
曰
は
く
、
己
に
克
ち
て
禮
に
復
る

を
仁
と
爲
す
。
一
日
己
に
克
ち
て
禮
に
復
れ
ば
、
天
下
仁
に
歸
す
）」
と
あ
る
。

內
典
で
は
、『
無
準
師
範
禪
師
語
錄
』
に
「
四
海
歸
仁
、萬
邦
入
貢
（
四
海
歸
仁
し
、

萬
邦
入
貢
す
）」
と
あ
る
。
日
本
の
例
で
は
、
瑞
溪
周
鳳
編
『
善
隣
國
寶
記
』
に

收
め
ら
れ
る
應
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
の
足
利
義
滿
に
よ
る
明
永
樂
帝
へ
の
上
表

に
「
萬
方
嚮
化
、
四
海
歸
仁
。（
萬
方
化
に
嚮
い
、
四
海
仁
に
歸
す
）」（
田
中

健
夫
編
『
善
隣
國
寶
記 

新
訂
續
善
隣
國
寶
記
』
集
英
社　

一
九
九
五
年
）
と
あ
る
。

一
方
、
206
番
詩
の
「
仁
」
は
、「
仁
政
」
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
生
物
に
對
す
る

慈
し
み
を
指
す
。「
歸
」
は
「
歸
依
」
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

▼
通
釋

　

不
殺
生
戒

命
を
惜
し
ん
で
死
を
恐
れ
る
こ
と
は
、
凡
人
の
心
情
で
あ
る
。

生
命
の
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
は
、
同
じ
思
い
が
あ
る
。

（
寶
珠
を
吞
ん
だ
）
鵝
鳥
を
攐 
る
あ
の
比
丘
の
思
い
を
十
分
に
會
得
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、

天
下
は
す
べ
て
仁
慈
（
の
佛
法
）
に
歸
依
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。 （
高
）

207
不
偸
盜
戒 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貪
心
財
欲
海
潮
深　
　

○
○
○
●
●
○
◎

不
與
取
之
國
有
禁　
　

●
●
●
○
●
●
●　
　
　

大
丈
夫
兒
須
愼
獨　
　

●
●
○
○
○
●
●　
　
　

何
爲
曠
野
捨〔
拾
〕遺
金　
　

○
○
●
●
●
○
◎　
　

▼
詩
型　

七
言
絕
句
（
第
二
句
孤
平
）　

▼
熄 
字　

深
・
金
（
平
水
熄 
下
平
聲
十
二
侵
熄 
）

▼
訓
讀

　

不
偸
盜
戒

貪
心　

財
欲　

海
潮
深
し　
　
　
　
　

與
へ
ざ
る
に
之
を
取
る
は
國
に
禁
有
り

大
丈
夫
兒
須
ら
く
獨
を
愼
む
べ
く　
　

何
爲
れ
ぞ　

曠
野
に
遺
金
を
拾
は
ん

▼
校
異　
「
何
爲
曠
野
捨
遺
金
」
は
、『
基

公
記
』
に
「
何
爲
曠
野
拾
遺
金
」
に

作
る
（
205
番
詩
▼
參
考
⑴
）。

▼
注　

○
不
偸
盜
戒　

他
人
の
も
の
を
盜
む
こ
と
を
禁
ず
る
戒
め
。優
婆
塞
戒
の
ひ
と
つ
。

『
法
界
次
第
初
門
卷
上
之
下
』「
五
戒
初
門
第
十
四
」
に
「
一
不
殺
生
戒
、
二
不
偸

盜
戒
、
三
不
邪
婬
戒
、
四
不
妄
語
戒
、
五
不
飮
酒
戒
、〔
略
〕
奉 
在
家
佛
弟
子
、

破
此
五
戒
則
非
淸
信
士
女
。
故
經
云
、五
戒
者
天
下
大
禁
忌
。〔
略
〕二
不
偸
盜
戒
、

云
何
名
盜
。
知
他
物
生
盜
心
、
取
物
去
離
本
處
物
屬
我
、
是
名
盜
。
奉 
不
作
是
事
、

名
不
偸
盜
戒
。（
一
不
殺
生
戒
、
二
不
偸
盜
戒
、
三
不
邪
婬
戒
、
四
不
妄
語
戒
、

五
不
飮
酒
戒
、〔
略
〕
奉 
し
在
家
の
佛
弟
子
、
此
の
五
戒
を
破
れ
ば
、
則
ち
淸
信

の
士
女
に
非
ず
。
故
に
經
云
ふ
、五
戒
な
る
者
は
天
下
の
大
禁
忌
な
り
、と
。〔
略
〕

二
不
偸
盜
戒
、
云
ふ
、
何
ぞ
盜
と
名
づ
く
と
。
他
物
を
知
り
て
盜
心
を
生
み
、
物

を
取
り
本
の
處
を
去
り
離
れ
、
物
、
我
に
屬
す
。
是
れ
盜
と
名
づ
く
。
奉 
し
是
の



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

五
六

事
を
作
さ
ざ
れ
ば
、
不
偸
盜
戒
と
名
づ
く
）」
と
あ
る
。『
正
法
念
處
經
』『
新
學

行
要
鈔
』『
諸
回
向
淸
規
』
な
ど
に
も
「
不
偸
盜
戒
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。『
狂
雲

集
』
に
「
不
偸
盜
戒
」
と
い
う
同
題
の
詩
が
あ
る
。
唐
・
敦
煌
歌
辭
「
行
路
難
共

住
修
道
八
首
」
其
七
に
「
殺
生

盜
皆
計
罪
、
地
獄
門
前
專
相
待
。（
殺
生
偸
盜

は
皆
罪
を
計
へ
、
地
獄
門
前　

專
ら
相
待
つ
）」
と
あ
る
。（
205
番
詩
▼
參
考
）

○
貪
心　

む
さ
ぼ
り
求
め
て
足
る
こ
と
を
知
ら
な
い
心
。
欲
深
い
心
。
貪ど

ん
よ
く欲
な
心
。

唐
・
寒
山
「
詩
三
百
三
首
」
其
二
百
四
十
三
に
「
見
好
埋
頭
愛
、貪
心
過
羅
刹
。（
好

き
を
見
れ
ば
頭
を
埋
め
て
愛
し
、
貪
心　

羅
刹
に
過
ぐ
）」
と
あ
る
。  

○
財
欲　

財
寶
を
ほ
し
が
る
心
。『
佛
說
大
乘
嫾 
薩
藏
正
法
經
』
卷
三
十
一
に
「
財

欲
☉ 
復
同
影
像
、
迅
速
猛
於
弓
箭
勢
。（
財
欲
☉ 
復た

影
像
を
同
じ
く
し
、
迅
速
な

る
こ
と　

弓
箭
の
勢
ひ
よ
り
猛
し
）」
と
あ
る
。  

○
海
潮　

海
水
。『
大
莊
嚴
論
經
』
卷
第
二
に
「
持
戒
如
巨
海
、少
欲
如
海
潮
。（
戒

を
持
す
る
こ
と
巨
海
の
如
く
、
少
欲
海
潮
の
如
し
）」
と
あ
る
。『
正
法
念
處
經
』

卷
第
三
十
五
に
「
爲
欲
蛇
所
螫
、
欲
如
海
潮
波
。（
欲
を
爲
せ
ば
蛇
に
螫
さ
れ
、

欲
は
海
潮
の
波
の
如
し
）」
と
あ
る
。「
海
潮
深
」
の
用
例
は
な
か
っ
た
が
、
唐
・

鄭
谷
「
贈
日
東
鑑
禪
師
（
日
東
の
鑑
禪
師
に
贈
る
）」
に
「
故
國
無
心
渡
海
潮
、

老
禪
方
丈
倚
中
條
。（
故
國
無
心
に
し
て
海
潮
を
渡
る
、
老
禪
の
方
丈　

中
條
に

倚
る
）」（
增
注
本
『
三
體
詩
』）、
絶
海
中
津
「
送
古
心
藏
主
歸
天
娄 
舊
隱
（
古
心

藏
主
の
天
娄 
の
舊
隱
に
歸
る
を
送
る
）」
に
「
島
樹
深
遮
僊
洞
路
、
海
潮
直
到
寺

門
前
。（
島
樹
深
く
遮
る
僊
洞
の
路
、
海
潮
直
ち
に
到
る
寺
門
の
前
）」（『
翰
林
五

鳳
集
』
卷
三
十
三
）
と
あ
る
。

○
大
丈
夫
兒　

大
丈
夫
。
意
志
が
強
く
、
立
派
な
男
。「
莫
待
臨
時
叫
嫾 
薩
、
大

丈
夫
兒
須
豁
豁
。（
時
に
臨
ん
で
嫾 
薩
を
叫
ぶ
そ
待
つ
こ
と
莫
れ
、
大
丈
夫
兒　

須
ら
く
豁
豁
た
る
べ
し
）」（
唐
・
一
砵
和
尙
「
一
砵
歌
」）、「
劃
開
一
路
涅
槃
門
、

大
丈
夫
兒
須
執
捉
。（
一
路
を
劃
開
す
涅
槃
の
門
、
大
丈
夫
兒
須
ら
く
執
捉
す
べ

し
）」（
柳
枝
軒
版
『
禪
林
集
句
』、
無
刊
記
本
『
句
雙
紙
尋
覓
』）
な
ど
、
僧
侶
の

詩
作
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
僧
侶
以
外
の
詩
で
は
「
大
丈
夫
」
の
例
が
多
い
。

○
愼
獨　

他
人
の
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
、心
を
正
し
く
も
っ
て
行
い
を
愼
む
。

『
大
學
』
の
「
君
子
必
愼
其
獨
也
（
君
子
は
必
ず
其
の
獨
を
愼
む
）」
を
踏
ま
え
る
。

北
宋
・
邵
雍
「
意
未
孀 
於
心
（
意
未
だ
心
に
孀 
さ
ず
）」
に
「
君
子
貴
愼
獨
、
上

不
愧
屋
漏
。（
君
子
は
愼
獨
を
貴
び
、上
に
屋
の
漏
る
る
を
愧
ぢ
ず
）」と
あ
る
。『
點

鐵
集
』
に
「
孔
門
愼
獨
三
千
士
、
朽
木
之
譏
白
晝
眠
。（
孔
門
愼
獨　

三
千
士
、

朽
木
の
譏
り　

白
晝
の
眠
り
）〔
圓
十
惰
夫
〕」
と
あ
る
。　

○
曠
野　

廣
廣
と
し
た
原
野
。『
詩
經
』
小
雅
「
何
娄 
不
黃
」
に
「
匪

匪
虎
、

率
彼
曠
野
（

じ

に
匪あ
ら

ず　

虎
に
匪
ず
、
彼
の
曠
野
に
率し
た
がふ
）」
と
あ
る
。
唐
・
李

頎
「
旅
望
」
に
「
秋
天
曠
野
行
人
絕
、
馬
首
西
來
知
是
誰
。（
秋
天
曠
野　

行
人

絕
え
、馬
首
西
よ
り
來
る　

知
ん
ぬ
是
れ
誰
ぞ
）」（
增
注
本『
三
體
詩
』卷
一
。『
唐

詩
選
』
王
昌
齡
「
出
塞
行
」
お
よ
び
『
點
鐵
集
』「
唐
選
七
出
塞
行
」
は
「
馬
首

西
來
知
是
誰
」
の
「
西
」
を
「
東
」
に
作
る
。） 

○
遺
金　

誰
か
が
道
で
落
と
し
た
金
錢
。
人
が
遺
失
し
た
金
。『
韓
詩
外
傳
』
卷

十
「
吳
延
陵
季
子
遊
於
齊
、
見
遺
金
、
呼
牧
者
取
之
。
牧
者
曰
、
何
子
居
之
高
、

視
之
下
。
貌
之
君
子
、
而
言
之
野
也
。
吾
有
君
不
臣
、
有
友
不
友
、
當
暑
衣
裘
、

吾
豈
取
金
者
乎
。（
呉
の
延
陵
の
季
子
齋せ

い

に
遊
び
、
遺
金
を
見
て
、
牧
者
を
呼
び

之
を
取
ら
し
む
。
牧
者
曰
く
、
何
ぞ
子
の
居
る
こ
と
の
高
く
し
て
、
視
る
こ
と
の

下
な
る
。
貌
は
君
子
に
し
て
、
而
る
に
言
の
野
な
る
や
。
吾
、
君
有
る
も
臣
た
ら

ず
、
友
有
る
も
友
と
せ
ず
、
暑
に
當
た
っ
て
裘
を
衣
る
。
吾
、
豈
に
金
を
取
る
者

ま



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

五
七

な
ら
ん
や
、と
）」
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る
か
。
唐
・
方
干
「
處
州
獻
盧
員
外
（
處

州
に
て
盧
員
外
に
獻
ず
）」
に
「
宄 
地
遺
金
終
日
在
、
經
年
滯
獄
當
時
空
。（
地
に

宄 
つ
る
遺
金
は
終
日
在
り
、
年
を
經
る
滞
獄
は
當
時
空
な
り
）」
と
あ
る
。　
　

▼
通
釋

　

不
偸
盜
戒　

欲
深
い
心
や
財
寶
を
欲
し
が
る
心
は
海
の
潮
流
の
よ
う
に
深
い
。　

（
他
人
の
も
の
を
）
與
え
ら
れ
な
い
場
合
、
勝
手
に
取
っ
て
し
ま
う
と
、
國
の
法

律
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
。　
　
　

立
派
な
男
子
は
一
人
で
過
ご
す
場
合
も
心
を
正
し
く
も
っ
て
行
い
を
愼
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。　

ど
う
し
て
原
野
の
よ
う
な
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
他
人
の
宄 
と
し
た
お
金
を
拾
う

こ
と
が
あ
ろ
う
か
（
そ
う
い
う
こ
と
は
き
っ
と
な
い
で
あ
ろ
う
）。 

（
黃
）

208
不
邪
婬
戒　
　
　
　

鼓
琴
鼓
瑟
事
和
順　
　

●
○
●
●
●
○
●

貞
靜
幽
閑
是
好
逑　
　

○
●
○
○
●
●
◎

可
不
如
禽
邪
慾
輩　
　

●
●
○
○
○
●
●

雎
鳩
雙
翼
在
河
洲　
　

○
●
○
●
●
○
◎　

▼
詩
型　

七
言
絕
句
（
第
一
句
末
失
熄 
）　

▼
熄 
字　

逑
・
洲
（
平
水
熄 
下
平
聲
十
一
尤
熄 
）

▼
訓
讀

　

不
邪
婬
戒

琴
を
鼓
し
瑟
を
鼓
し　

和
順
を
事
と
す　
　

貞
靜
幽
閑　

是
れ
好
逑

禽
に
も
如
か
ざ
る
可
し　

邪
慾
の
輩　
　
　

雎
鳩　

翼
を
雙な
ら

べ
て
河
の
洲
に
在
り

▼
校
異　
「
不
邪
婬
戒
」
は
、『
基

公
記
』
に
「
不
邪
淫
戒
」
に
作
る
（
205
番
詩

▼
參
考
⑴
）。

▼
注

○
不
邪
婬
戒　

不
邪
淫
戒
に
同
じ
。「
五
戒
ま
た
は
十
善
戒
の
一
つ
。
夫
が
妻
以

外
の
女
、
ま
た
は
妻
が
夫
以
外
の
男
と
肉
體
關
係
を
結
ぶ
こ
と
や
、
夫
婦
で
も
よ

こ
し
ま
な
方
法
な
ど
で
性
交
を
行
う
こ
と
を
禁
ず
る
戒
。」（『
佛
敎
語
大
辭
典
』）。

「
不
邪
婬
戒
」
を
題
と
す
る
和
歌
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
卷
二
十
・
釋
敎
1963
・
寂

然
法
師
の
「
さ
ら
ぬ
だ
に
お
も
き
が
上
に
さ
よ
衣
わ
が
つ
ま
な
ら
ぬ
つ
ま
な
か
さ

ね
そ
」（『
唯
心
房
集
』
3
に
も
入
集
）
が
知
ら
れ
る
。
基

の
和
歌
は
「
行
す
り

の
袖
に
し
は
し
の
う
つ
り
に
も
う
つ
す
な
心
移
り
も
そ
す
る
」。
208
番
詩
は
、
基

の
室
、
品
宮
常
子
內
親
王
を
稱
揚
し
、
夫
妻
の
仲
の
良
さ
を
詠
じ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。（
205
番
詩
▼
參
考
）　

○
鼓
琴
鼓
瑟　

夫
婦
仲
が
よ
い
こ
と
。『
詩
經
』
小
雅
「
鹿
鳴
」
に
「
我
有
嘉
賓
、

鼓
瑟
鼓
琴
。
鼓
瑟
鼓
琴
、
和
樂
且
湛
。（
我
に
嘉
賓
有
り
、
瑟
を
鼓
し
琴
を
鼓
す
。

瑟
を
鼓
し
琴
を
鼓
し
、
和
樂
し
て
且
つ
湛た

の

し
む
）」
と
あ
る
の
は
、
友
人
に
つ
い

て
い
う
。
こ
こ
で
は
『
詩
經
』
小
雅
「
常
棣
」
の
「
妻
子
好
合
、如
鼓
瑟
琴
。（
妻

子 

好
合
し
、
瑟
琴
を
鼓
す
る
が
如
し
）」、
あ
わ
せ
て
周
南
「
關
雎
」
の
「
窈
窕

淑
女
、
琴
瑟
友
之
。（
窈
窕
た
る
淑
女
は
、
琴
瑟
も
て
友し

た

し
む
。〔
琴
瑟 

之
を
友

と
せ
む
〕）」
を
踏
ま
え
る
。
後
揭
「
好
逑
」
項
參
照
。

○
和
順　

性
質
が
穩
や
か
で
あ
る
こ
と
。
和
ら
ぎ
從
順
で
あ
る
。『
禮
記
』「
昏
義
」

に
「
敎
順
成
俗
、
外
內
和
順
、
國
家
理
治
。（
敎
順 

俗
を
成
し
て
、
外
內
和
順
し
、

國
家
理
治
す
）」
と
あ
り
、「
樂
記
」
に
「
和
順
積
中
而
奞 
 
發
外
。（
和
順 

中
に



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

五
八

積
み
て
奞 
  

外
に
發
す
）」
と
あ
る
。

○
貞
靜
幽
閑　

貞
靜
は
心
が
正
し
く
お
だ
や
か
で
あ
る
こ
と
。
南
宋
・
釋

「
湯

婆
」
に
「
終
宵
暖
吾
足
、
貞
靜
無
邪
思
。（
終
宵 

吾
が
足
を
暖
め
、
貞
靜
に
し
て

思
ひ
邪
無
し
）」と
あ
る
。
幽
閑
は
奧
深
く
て
靜
か
な
こ
と
。
南
朝
宋
・
顏
延
之「
秋

胡
行
」
其
一
に
「
婉
彼
幽
閑
女
、
作
嬪
君
子
室
。（
婉
た
り 

彼
の
幽
閑
の
女
、
嬪

し
て
君
子
の
室
と
作
す
）」
と
あ
る
。
こ
の
四
字
は
「
關
雎
」
毛
傳
に
「
言
后
妃

有
關
雎
之
德
、
是
幽
閒
貞
專
之
善
女
、
宜
爲
君
子
之
好
匹
（
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
后

妃
に
關
雎
の
德
有
り
、
幽
閑
貞
專
の
善
女
、
宜
し
く
君
子
の
好
匹
と
爲
る
べ
し
）」

を
受
け
る
か
。
ま
た
、
元
・
趙

『
周
易

詮
』
卷
二
「
家
人
」
の
六
二
の
爻
辭

「
无
攸
遂
、
在
中
饋
、
貞
吉
。（
六
二
、
遂
ぐ
る
攸

と
こ
ろ

无
し
。
中
ち
ゅ
う

饋き

に
在
り
。
貞た
だ

し
く

し
て
吉
）」
に
「
柔
順
中
正
、
是
女
子
幽
閑
貞
靜
者
（
柔
順
中
正
、
是
れ
女
子
の

幽
閑
貞
靜
な
る
者
）
…
」
と
い
う
。

○
好
逑 　

よ
い
伴
侶
。
良
い
妻
。『
詩
經
』
周
南
「
關
雎
」
に
「
關
關
雎
鳩
、
在

河
之
洲
。
窈
窕
淑
女
、
君
子
好
逑
。（
關
關
た
る
雎
鳩
は
、
河
の
洲
に
在
り
。
窈

窕
た
る
淑
女
は 

君
子
の
好
逑
）」
と
あ
る
。

○
不
如
禽　

鳥
も
及
ば
な
い
。
白
居
易
「
慈
烏
夜
啼
（
慈
烏 

夜
啼
く
）」
詩
に
「
嗟

哉
斯
徒
輩
、
其
心
不
如
禽
。（
嗟あ

あ哉 

斯
の
徒
輩
、
其
の
心
は
禽
に
も
如
か
ず
）」

と
あ
る
。
白
居
易
詩
は
母
子
に
つ
い
て
言
う
が
、208
番
詩
は
男
女
に
つ
い
て
い
う
。

雎
鳩
が
鳥
で
あ
る
の
に
か
け
て
用
い
た
か
。

○
邪
慾　

道
德
に
反
し
た
欲
望
。
こ
こ
で
は
淫
欲
。『
漢
書
』「
外
戚
傳
」
下
の
、

罪
を
問
わ
れ
た
班
婕
妤
の
答
え
に
「
修
正
尙
未
尧 
福
、
爲
邪
欲
以
何
望
。（
正
を

修
め
て
尙
ほ
未
だ
福
を
尧 
ら
ざ
る
に
、
邪
欲
を
爲
し
て
以
て
何
を
か
望
ま
ん
）」

と
あ
る
。『
毛
詩
』
大
序
に
「
關
雎
樂
得
淑
女
以
配
君
子
、憂
在
進
賢
、不
淫
其
色
。

（
關
雎
は
淑
女
を
得
て
以
て
君
子
に
配
す
る
を
樂
し
み
、
憂
は
賢
を
進
む
る
に
在

り
て
、
其
の
色
に
淫
せ
ず
）」
と
あ
る
。

○
雎
鳩　

み
さ
ご
。
貞
節
な
鳥
と
さ
れ
る
。「
毛
傳
」
に
「
后
妃
說
樂
君
子
之
德
、

無
不
和
諧
。
☉ 
不
淫
其
色
、
愼
固
幽
深
、
奉 
雎
鳩
之
有
別
焉
。（
后
妃
は
說よ

ろ
こび
て

君
子
の
德
を
樂
し
み
、
和
諧
せ
ざ
る
無
し
。
☉ 
其
の
色
に
淫
せ
ず
、
愼
み
て
固
よ

り
幽
深
な
る
こ
と
、
雎
鳩
の
別
有
る
が
如
し
）」
と
い
う
。

○
雙
翼　

一
般
的
に
は
鳥
の
二
つ
の
翼
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
二
羽
の
鳥
の
羽
。

雌
雄
の
雎
鳩
が
羽
を
な
ら
べ
て
飛
ぶ
比
翼
の
意
で
あ
ろ
う
。
前
漢
・
司
馬
相
如「
琴

歌
二
首
」
其
二
に
「
交
情
通
意
心
和
諧
、中
夜
相
從
知
者
誰
。
雙
翼
俱
起
翻
高
飛
、

無
感
我
心
使
余
悲
。（
情
を
交
え
意
を
通
じ　

心　

和
諧
せ
ん
、
中
夜
相
從
は
ん　

知
る
者
は
誰
ぞ
。
雙
翼　

俱
に
起
ち
て
翻
っ
て
高
く
飛
ば
ん
、
我
が
心
に
感
ず
る

無
く
ん
ば
余
を
し
て
悲
し
ま
し
む
）」
と
あ
る
（「
雙
翼
」
に
「
雙
興
」
の
異

あ

り
）。

▼
通
釋

　

不
邪
婬
戒

琴
瑟
相
和
す
よ
う
に
仲
良
く
、
穩
や
か
に
過
ご
す
。

心
正
し
く
靜
か
で
、
よ
い
伴
侶
で
あ
る
。

淫
欲
を
持
つ
や
か
ら
は
鳥
も
及
ば
な
い
。

（
貞
節
な
鳥
で
あ
る
）
ミ
サ
ゴ
が
羽
を
な
ら
べ
て
川
の
洲
に
い
る
（
よ
う
な
御
夫

妻
の
姿
で
あ
る
）。 

（
松
尾
）

209
不
妄
語
戒

一
言
已
出
駟
難
追　
　

●
○
●
●
●
○
○



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

五
九

利
口
害
人
鈍

　
　

●
●
●
○
●
●
◎

君
子
從
來
不
欺
誑　
　

○
●
○
○
●
○
●

周
詩
三
百
思
無
邪　
　

○
○
○
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

・
邪
（
平
水
熄 
下
平
聲
六
麻
熄 
）

▼
訓
讀

　

不
妄
語
戒

一
言
已
に
出
れ
ば
駟
も
追
ひ
難
し　
　

利
口
人
を
害
し
て

を
鈍
と
す

君
子
從
來　

欺
誑
せ
ず　
　
　
　
　
　

周
詩
三
百
思
ひ
邪
無
し

▼
校
異　
「
一
言
已
出
駟
難
追
」
は
、『
基

公
記
』
に
「
一
言
已
出
駟
難
逐
」
に

作
る
（
205
番
詩
▼
參
考
⑴
）。

▼
注

○
不
妄
語
戒　

嘘
・
偽
り
を
言
い
、
他
人
を
あ
ざ
む
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
戒

め
。『
寶
物
集
』
卷
五
に
「
不
妄
語
と
申
は
、
見
た
る
事
を
見
ず
と
い
ひ
、
見
ざ

る
事
を
見
た
る
と
い
ひ
、
す
べ
て
虛
言
を
せ
ぬ
を
申
た
る
也
」
と
あ
る
。『
增
補

俳
諧
類
船
集
』「
僞
」
項
に
「
僞
は
佛
書
に
說
置
る
妄
語
戒
と
云
も
の
也
。
人
の

言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
と
詠
じ
た
る
も
こ
と
は
り
也
」
と
あ
る
。
209
番
詩
に
對

應
す
る
基

の
「
不
妄
語
戒
」
歌
は
「
思
へ
人
世
に
し
た
か
へ
は
鹿
を
さ
し
て
馬

と
い
は
ん
も
く
る
し
か
る
身
を
」。
秦
の
趙
高
が
自
分
の
權
勢
を
試
す
た
め
に
鹿

を
馬
と
い
つ
わ
っ
て
皇
帝
に
獻
上
し
た
故
事
（『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
）
を
踏
ま

え
る
。
世
に
倣
い
鹿
を
馬
と
言
う
こ
と
な
ど
で
き
な
い
、
爲
政
者
は
決
し
て
僞
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
を
表
現
し
た
か
。（
205
番
詩
▼
參
考
）

○
一
言
已
出
駟
難
追　

駟
は
四
頭
立
て
の
馬
車
。
一
度
口
か
ら
出
し
た
こ
と
ば
は

四
頭
立
て
の
馬
車
で
追
い
か
け
て
も
追
い
つ
か
な
い
、
轉
じ
て
こ
と
ば
は
愼
む
べ

き
で
あ
る
の
意
。『
論
語
』
顏
淵
に
「
惜
乎
夫
子
之
說
君
子
也
、
駟
不
及

。（
惜

し
い
か
な
、
夫
の
子
の
君
子
を
說
く
や
。
駟
も

に
及
ば
ず
）」。
唐
・
孟
遲
「
寄

浙
右
舊
幕
僚
（
浙
右
の
舊
幕
僚
に
寄
す
）」
に
「
由
來
惡

駟
難
追
、
自
古
無
媒

謗
所
歸
。（
由
來　

惡
　

駟
も
追
ひ
難
し
、
古
へ
よ
り　

謗
り
の
歸
す
る
所
に

媒
す
る
無
し
）」（『
全
唐
詩
』
卷
五
百
五
十
七
）。
支
考
『
十
論
爲
辧
抄
』（
享
保

十
年
〔
一
七
二
五
〕
刊
）
の
跋
文
に
「
我
か
つ
て
此
事
を
な
げ
き
、
元
祿
遺
集
に

あ
ら
た
め
ぬ
れ
ど
、
か
の
集
す
で
に
世
に
ひ
ろ
ま
り
て
、
駟
馬
も
お
ひ
が
た
き
あ

や
ま
ち
と
は
な
れ
り
。」
と
あ
る
。

○
利
口　

口
先
が
う
ま
く
て
實
の
な
い
意
。『
和
漢
朖
詠
集
』
卷
下
・
443
・「
鶴
」・

賈
崇
「
鳳
爲
王
賦
（
鳳
を
王
と
爲
す
賦
）」
に
「
嫌
小
人
而
踏
高
位
、鶴
有
乘
軒
。　

惡
利
口
之
覆
邦
家
、
雀
能
穿
屋
。（
小
人
に
し
て
高
位
を
踏
む
こ
と
を
嫌
ふ
、
鶴

軒
に
乘
る
こ
と
有
り
。
利
口
の
邦
家
を
覆
す
こ
と
を
阿
久
惡に
く

む　

雀
能
く
屋
を
穿

つ
）」。
柳
枝
軒
版『
禪
林
集
句
』に「
貪
心
害
己
利
口
傷
身
。（
貪
心　

己
を
害
し
、

利
口　

身
を
傷
つ
く
）」
と
あ
る
。

○

　

中
國
春
秋
時
代
の
刀
工
干
將
が
き
た
え
た
二
口
の
名
劍
の
一
つ
。
妻
の

莫
邪
の
髮
を
爐
に
入
れ
て
作
り
上
げ
た
と
い
わ
れ
、陽
を
「
干
將
」、陰
を
「
莫
邪
」

と
名
づ
け
た
。
原
據
は
『
孝
子
傳
』
下
二
十
一
、類
話
は
『
注
好
選
』、『
寶
物
集
』、

『
今
昔
物
語
集
』、『
太
平
記
』、『
三
國
傳
記
』、『
曾
我
物
語
』、『
和
漢
朖
詠
集
注
』、

『
搜
神
記
』、『
祖
庭
事
夞 
』、『
法
夞 
珠
林
』、『
太
平
御
覽
』
な
ど
に
あ
る
。『
淸
拙

和
尙
禪
居
集
』「
呈
開
先
一
山
和
尙
」
に
「
左
手
提
莫
邪
、
右
手
提
干
將
、
與
師

周
旋
步
八
荒
。（
左
手
莫
邪
を
提
げ
、
右
手
干
將
を
提
げ
、
師
と
周
旋
し
八
荒
を

步
く
）」
と
あ
る
。

○
君
子　

有
德
の
人
。「
君
子
何
惡
處
嫌
疑
。
須
惡
嫌
疑
渉
不
欺
。（
君
子
何
ぞ
嫌



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

六
〇

疑
に
處
る
こ
と
を
惡
ま
む
。
須
か
ら
く
嫌
疑
の
欺
か
ざ
る
に
渉
る
こ
と
を
惡
む
べ

し
）」（『
媺 
家

草
』
卷
二
・
98
「
有
所
思
」）。
こ
こ
で
は
爲
政
者
の
意
で
、
基

歌
に
應
ず
る
か
。

○
欺
誑　

あ
ざ
む
き
た
ぶ
ら
か
す
こ
と
。「
君
子
」
の
「
不
欺
誑
」
は
見
い
だ
せ

な
か
っ
た
が
、「
宰
我
問
曰
、
仁
者
雖
告
之
曰
井
有
仁
者
焉
、
其
從
之
也
、
子
曰
、

何
爲
其
然
也
、
君
子
可
逝
也
、
不
可
陷
也
、
可
欺
也
。
不
可
罔
也
。（
宰
我
問
う

て
曰
く
、
仁
者
は
之
を
告
げ
て
、
井
に
仁
有
り
と
曰
ふ
と
雖
も
、
其
れ
之
に
從
は

ん
や
。
子
の
曰
く
、
何
爲
す
れ
ぞ
其
れ
然
ら
ん
。
君
子
は
逝
か
し
む
べ
き
も
、
陷

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
欺
く
べ
き
も
、
罔し

ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。）」（『
論
語
』
雍

也
）
は
、「
君
子
」
が
少
し
だ
ま
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
人
の
目
を
く
ら
ま
せ
る

こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
す
る
例
。『
大
般
涅
槃
經
』
に
「
汝
常
不
聞
阿
羅
漢
者
。

不
飮
酒
、
不
害
人
、
不
欺
誑
、
不
盜
、
不
婬
。（
汝　

常
に
阿
羅
漢
な
る
者
を
聞

か
ず
や
。
酒
を
飮
ま
ず
、
人
を
害
せ
ず
、
欺
誑
せ
ず
、
盜
ま
ず
、
婬
せ
ず
）」
と

あ
る
。

○
周
詩
三
百
思
無
邪　

周
詩
は
『
詩
經
』（
三
百
十
一
篇
）
の
こ
と
。『
論
語
』
爲

政
に
「
子
曰
、
詩
三
百
、
一
言
以
蔽
之
、
曰
、
思
無
邪
。（
子
曰
く
、
詩
三
百
、
一

言
以
て
之
を
蔽
は
ば
、曰
く
、思
ひ
邪
無
し
）」。『
翰
林
五
鳳
集
』
跋
に
「
凡
詩
者
。

權
輿
於
擊
壤
康
衢
之
謠
。
演
逸
於
卿
雲
南
風
之
謌
也
。
自
爾
以
降
。
周
詩
三
百
餘

篇
。
魯
司
寇
刪
定
之
。（
凡
そ
詩
は
、
擊
壤
衢
之
謠
に
よ
っ
て
權
輿
と
せ
ら
る
。

卿
雲
南
風
の
謌
に
よ
っ
て
演
べ
逸
せ
ら
る
る
な
り
。
爾そ

れ

よ
り
以
降
、
周
詩
三
百
餘

篇
、
魯
の
司
寇　

之
を
刪
定
す
）」
と
あ
る
。

▼
通
釋

　

不
妄
語
戒

一
言
口
に
出
し
て
し
ま
っ
て
は
も
う
と
り
か
え
し
が
つ
か
な
い
。

口
先
だ
け
の
利
口
は
人
を
傷
つ
け
、
名
劍

を
も
銳
利
で
な
い
と
言
い
張
る
。

爲
政
者
は
も
と
よ
り
欺
き
誑
か
し
た
り
は
し
な
い
も
の
だ
。

詩
經
三
百
篇
の
精
神
は
、
思
い
邪
無
し
の
一
句
に
盡
き
る
。 

（
川
崎
）

210
不
飮
酒
戒

斟
無
及
亂
世
閒
敎　
　

○
○
●
●
●
○
●　
　

出
世
門
中
豈
濕
脣　
　

●
●
○
○
●
●
◎

嫾 
薩
聲
聞
諸
律
行　
　

○
●
○
○
○
●
○

只
斯
一
失
失
全
眞　
　

●
○
●
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

脣
・
眞
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
一
眞
熄 
）

▼
訓
讀

　

不
飮
酒
戒

斟
み
て
亂
に
及
ぶ
こ
と
無
き
は
世
閒
の
敎
へ 

出
世 

門
中 

豈
に
脣
を
濕ぬ

ら
さ
ん
や

嫾 
薩　

聲
聞　

諸
律
行　
　
　
　
　
　
　
　

 

只
だ
斯
の
一
失　

全
眞
を
失
ふ　

▼
校
異　
「
菩
薩
聲
聞
諸
律
行
、
只
斯
一
失
失
全
眞
」
は
、『
基

公
記
』
に
「
嫾 

薩
比
丘
諸
細
行
、
從
斯
一
失
失
全
眞
」
に
作
る
（
205
番
詩
▼
參
考
⑴
）。

▼
注

○
不
飮
酒
戒　
『
佛
敎
語
大
辭
典
』「
不
飮
酒
戒
」
項
に
「
ふ
お
ん
じ
ゅ
か
い　

酒

を
飮
む
こ
と
を
禁
ず
る
戒
め
。
在
家
・
出
家
の
べ
つ
な
く
、
こ
れ
を
規
定
す
る
。

在
家
人
に
と
っ
て
は
五
戒
の
一
つ
。
酒
は
佛
道
修
行
の
邪
魔
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
人
の
心
を
狂
わ
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
禪
寺
で
は
し
ば
し
ば
「
葷
酒
山
門

に
入
る
を
許
さ
ず
」
と
石
に
⑉ 
ん
で
標
示
す
る
。
實
際
に
は
「
醉
っ
ぱ
ら
っ
て
は
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靜
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六
一

い
け
な
い
」
と
い
う
敎
え
と
し
て
說
か
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。『
華
嚴
經
內
章
門

等
雜
孔
目
』
卷
二
に
「
五
戒
者
、
一
不
殺
戒
、
二
不
盜
戒
、
三
不
邪
婬
戒
、
四
不

妄
語
戒
、
五
不
飮
酒
戒
」。（
205
番
詩
▼
參
考
）

○
無
及
亂　
『
論
語
』
鄕
黨
に
「
唯
酒
無
量
、不
及
亂
（
唯
だ
酒
は
量
無
か
る
と
も
、

亂
に
及
ば
ず
）」。

○
世
閒
敎　

世
の
中
の
敎
え
。「
世
閒
」
は
佛
敎
語
、
世
の
中
、
世
俗
の
意
。『
月

燈
三
昧
經
』
卷
四
に
「
奉 
說
億
種
修
多
羅
、
遠
離
一
切
世
閒
敎
（
若
し
億
種
の
修

多
羅
〈
佛
典
〉
を
說
か
ば
、
遠
く
一
切
の
世
閒
の
敎
へ
に
離
れ
ん
）」。

○
出
世　

佛
法
の
世
界
。『
起
信
論
註
』
に
「
世
門
則
是
生
滅
。
出
世
門
者
則
是

眞
如
（
世
門
は
則
ち
是
れ
生
滅
。
出
世
門
者
は
則
ち
是
れ
眞
如
）」。

○
濕
脣　

飮
み
物
で
口
を
濕
ら
す
。
少
し
飮
む
。
一
休
宗
純
『
狂
雲
集
』
の
「
飮

酒
戒
」
に
「
痛
飮
三

未
濕
脣
、
醉
吟
只
慰
樂
天
身
。
稜
道
者
任
念
起
處
、
宣
明

酒
伴
也
誰
人
（
痛
飮
三
　

未
だ
脣
を
濕
は
さ
ず
、
醉
吟　

只
だ
樂
天
の
身
を
慰

む
る
の
み
。
稜
道
者
は
念
の
起
く
る
處
に
任
せ
、
宣
明
に
す　

酒
伴
は
也ま

た
誰
人

な
る
か
）」。

○
嫾 
薩
聲
聞　
「
嫾 
薩
」
は
大
乘
の
修
行
者
（「
自
ら
佛
道
を
求
め
、
他
人
を
救
濟

し
、
さ
と
ら
せ
る
者
」）、「
聲
聞
」
は
小
乘
の
修
行
者
（「
自
己
の
完
成
に
の
み
努

め
る
出
家
僧
」）。『
佛
敎
語
大
辭
典
』「
菩
薩
戒
」
項
お
よ
び
「
聲
聞
戒
」
項
參
照
。

『
宗
鏡
錄
』
卷
第
九
十
六
「
慧
日
永
明
寺
主
智
覺
禪
師
延
壽
集
」
に
「
如
是
展
轉

施
諸
嫾 
薩
聲
聞
（
是
く
の
如
く
展
轉
し
て
、
諸こ

れ

を
嫾 
薩
聲
聞
に
施
す
）」。

○
律
行　
「
戒
律
に
か
な
っ
た
行
」（『
佛
敎
語
大
辭
典
』）。
唐
・
釋
道
世
『
法
苑

珠
林
』
卷
五
十
五
「
宋
仇
那
跋
摩
者
、
…
…
宋
初
、
來
遊
中
國
、
宣
譯
至
典
甚

。

律
行
精
高
、莫
與
爲
比
。（
宋
の
仇
那
跋
摩
な
る
者
、…
…
宋
初
、中
國
に
來
遊
し
、

至
典
を
宣
譯
す
る
こ
と
甚
だ

し
。
律
行 

精
高
に
し
て
、
與
に
比
を
爲
す
こ
と

莫
し
）」。
唐
・
法
照
「
送
淸
江
上
人
」
詩
に
「
一
國
詩
名
遠
、
多
生
律
行
高
。（
一

國 

詩
名
遠
く
、
多
生 

律
行
高
し
）」。

○
只
斯　

南
宋
・
劉
克
莊
『
後
村
詩
話
』
卷
八
に
「
平
庵
五
言
絕
句
、
…
…
諸
葛

祠
堂
云
、
羽
扇
白
綸
巾
、
堂
堂
六
尺
身
。
我
觀
秦
漢
下
、
宇
宙
只
斯
人
。（
平
庵

の
五
言
絕
句
、
…
…
諸
葛
祠
堂
に
云
ふ
、
羽
扇 

白
綸
巾
、
堂
堂 

六
尺
の
身
。
我

觀
る 

秦
漢
の
下
、宇
宙 

只
だ
斯
の
人
の
み
）」。
月
舟
壽
桂「
池
塘
蛙
聲
」詩
に「
春

去
綠
陰
鶯
亦
老
、
詩
腸
鼓
吹
只
斯
聲
。（
春
去
り
綠
陰
り
鶯
も
亦
老
い
、
詩
腸 

鼓

吹
す
る
は
只
だ
斯
の
聲
の
み
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
三
）。

○
一
失　

一
つ
の
過
ち
。
杜
甫
「
㤌 
寄
族
弟
唐
十
八
使
君
（
㤌 
し
み
て
族
弟
の
唐

十
八
使
君
に
寄
す
）」
詩
に
「
一
失
不
足
傷
、
念
子
孰
自
珍
。（
一
失 

傷
む
に
足

ら
ず
、
念
ふ 

子 

孰
つ
ら
つ
ら

自
珍
せ
よ
）」。

○
全
眞　

唯
一
絶
對
的
で
完
全
な
眞
理
の
こ
と
か
。『
佛
果
圓
悟
禪
師
碧
巖
錄
』

卷
一
に
「
頭
頭
是
道
。
物
物
全
眞
。（
頭
頭
是
れ
道
。
物
物 

全
眞
）」。
南
宋
・
韓

淲
『
㵎
泉
集
』
卷
十
八
「
淨
名
石
⑉ 
」
詩
に
「
淨
名
居
士
本
天
人
、
冷
坐

耶
百

病
身
。
 
髮
履 
顏
只
如
此
、便
多
言
說
也
全
眞
。（
淨
名
居
士 

本も
と

天
人
、冷
坐
〈
默

默
と
坐
禪
す
る
こ
と
〉 

耶
〈
精
進
の
意
の

梨
耶
の
略
か
〉 

百
病
の
身
。
 
髮 

履 
顏 

只
だ
此
く
の
如
く
、
便
ち
言
說
多
き
も
也ま

た
全
眞
）」。
琴
叔
景
趣
「
春
圃

移
壶 
」
詩
に
「
小
圃
移
壶 
詩
興
新
、
人
生
知
足
是
全
眞
。（
小
圃 

壶 
を
移
し
て
詩

興
新
に
、
人
生 

足
る
を
知
る
は
是
れ
全
眞
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
四
）。　

▼
通
釋

　

不
飮
酒
戒

酒
を
酌
み
飮
ん
で
も
亂
れ
る
ま
で
に
至
ら
ぬ
よ
う
に
と
は
世
俗
の
敎
え
で
あ
る
。



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

六
二

ま
し
て
佛
門
の
者
が
ど
う
し
て
酒
で
唇
を
濕
ら
す
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
。

大
乘
、
小
乘
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
者
に
は
多
く
の
戒
律
に
沿
っ
た
行
が
あ
る
。

た
だ
こ
の
飮
酒
一
つ
の
過
ち
で
も
唯
一
絕
對
の
眞
理
を
な
く
し
て
し
ま
う
。（

芳
村
）

213
夏
日
迎
南
京
多
聞
上
人
話
姛 

　
　
　

次
上
人
扇
上
之
詩 

冰
壺
涼
氣
飛　
　

〇
〇
〇
●
◎

留
客
對
斜
暉　
　

〇
●
●
〇
◎　
　
　

共
奏

樂　
　

●
●
〇
〇
●　
　
　

不
掄
禪
敎
衣　
　

●
〇
〇
●
◎　
　
　
　
　

詩
肩
尧 
我
瘦　
　

〇
〇
〇
●
●　
　

書
腹
見
君
肥　
　

〇
●
●
〇
◎　
　

扇
面
新
佳
什　
　

●
●
〇
〇
●　
　
　
　
　
　

淸
風
玉
熄 
揮　
　

〇
〇
●
●
◎　
　
　
　
　
　
　

▼
詩
型　

五
言
律
詩　

▼
熄 
字　

飛
・
暉
・
衣
・
肥
・
揮
（
平
水
熄 
上
平
聲
五
微
熄 
）

▼
訓
讀

　

夏
日
南
京
の
多
聞
上
人
を
迎
え
姛 
を
話
る

　

上
人
扇
上
の
詩
に
次
す

冰
壺　

涼
氣
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

客
を
留
め
て
斜
暉
に
對
す

共
に

け
ん
ち

の
樂
を
奏
し
て　
　
　
　
　

禪
敎
の
衣
を
掄え
ら

ば
ず

詩
肩　

我
が
瘦
せ
た
る
を
尧 
け　
　
　

書
腹　

君
が
肥
え
た
る
を
見
る

扇
面
の
新
佳
什　
　
　
　
　
　
　
　
　

淸
風　

玉
熄 
揮
ふ

▼
注

〇
南
京
多
聞
上
人　

南
都
興
福
寺
の
多
聞
院
奞 
筭
。
近
衞
家
を
介
し
て
桂
嶽
宗
壺 

が
親
炙
し
て
い
た
。

〇
話
姛 　

姛 
話
と
同
意
か
。
そ
れ
な
ら
ば
姛 
を
飮
み
な
が
ら
の
談
話
の
意
。『
林

和
靖
集
』「

山
寺
（
く
い
さ
ん
じ
）」
詩
に
見
え
る
「
高
僧
拂
經
榻
、
姛 
話
到

黃
昏
。（
高
僧
經
榻
を
拂
い
、
茶
話
黃
昏
に
到
る
）」
の
一
聯
は
、
本
作
の
典
據
と

考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
「
姛 
話
」
は
禪
宗
敎
團
で
、
師
僧
が
隨
時
に
行
う
說

法
敎
訓
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
用
途
で
は
な
く
、
も
っ
と
く
だ
け

た
文
學
談
義
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

〇
冰
壺　

冰
を
入
れ
た
玉
製
の
壺
。
轉
じ
て
心
が
淸
淨
潔
白
で
あ
る
こ
と
の
比
喩

に
用
い
る
。
王
昌
齡
「
墿 
屾 
樓
送
辛
漸
（
芙
屾 
樓
に
て
辛
漸
を
送
る
）」
詩
の
「
洛

陽
親
友
如
相
問
、
一
片
冰
心
在
玉
壺
。（
洛
陽
の
親
友　

如も

し
相
ひ
問
は
ば
、
一

片
冰
心　

玉
壺
に
在
り
と
）」
が
典
據
か
。

〇
對
斜
暉　
「
斜
暉
」
は
斜
め
に
射
す
夕
陽
の
光
。
こ
こ
で
は
、
歡
談
に
か
ま
け

て
い
つ
の
閒
に
か
夕
⑉ 
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
、
の
意
。

〇

樂　
『
詩
經
』「
小
雅
」
の
「
何
人
斯
」
篇
に
「
伯
氏
吹

、仲
氏
吹

。（
伯

氏

を
吹
き
、
仲
氏

を
吹
く
）」
と
あ
り
、
完
璧
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
意
味
し

た
こ
と
か
ら
、「

」
は
仲
睦
ま
じ
い
兄
弟
の
喩
え
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。「

」

は
正
し
く
は
「

」。
英
筭
は
箏
や
笛
を
得
意
と
し
て
お
り
（『
无
上
法
院
殿
御
日

記
』
元
祿
八
年
八
月
十
九
日
條
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
措
辭
か
。

〇
不
掄
禪
敎
衣　

禪
衣
と
敎
衣
。「
禪
衣
」
は
禪
僧
の
法
衣
で
「
敎
衣
」
は
顯
密

僧
の
法
衣
。「
掄
」
は
え
ら
ぶ
の
意
。
宗
派
の
違
い
を
超
え
て
、
の
意
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

六
三

〇
詩
肩　

貧
寒
と
奌 
吟
で
詩
人
が
瘦
せ
さ
ら
ば
え
て
肩
胛
骨
が
聳
え
る
よ
う
に
み

え
る
こ
と
。
蘇
軾
の
「
是
日
宿
水
陸
寺
、
寄
北
山
淸
順
僧
二
首
（
是
の
日　

水
陸

寺
に
宿
し
、
北
山
淸
順
僧
に
寄
す
二
首
）」
其
二
の
「
遙
想
後
身
窮
賈
島
、
夜
寒

應
聳
作
詩
肩
。（
遙
か
に
想
ふ　

後
身
窮
賈
島
な
ら
ん
と
、
夜
寒
應
に
聳
え
て
詩

肩
を
作
す
べ
し
）」
に
據
る
表
現
。

〇
尧 
我
瘦　

本
邦
禪
林
で
は
唐
・
孟
啓
撰
『
本
事
詩
』「
高
逸　

第
三
」
所
載
、

李
白
作
に
擬
せ
ら
れ
た
「
飯
顆
山
頭
逢
杜
甫
（
飯
顆
山
の
頭ほ

と
りに
て
杜
甫
に
逢
ふ
）」

詩
が
廣
く
受
容
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
の
一
聯
「
借
問
別
來
太
瘦
生
、
總
爲
從
前
作

詩
苦
。（
借

こ
こ
ろ
みみ
に
問
ふ　

別
れ
て
來よ

り
太
だ
瘦
生
、
總
べ
て
從
前
の
詩
を
作
る
こ

と
の
苦
な
る
が
爲
な
り
）」
は
杜
甫
の
苦
吟
を
象
徵
す
る
も
の
と
し
て
殊
に
愛
唱

さ
れ
た
。
こ
の
故
事
に
取
材
し
た
蘇
軾
「
次
熄 
沈
長
官
（
沈
長
官
に
次
熄 
す
）」

詩
の
「
不
獨

山
嘲
我
瘦
、
也
應
糠
覈
怪
君
肥
。（
獨
り

山
に
て
我
が
瘦
せ
た

る
を
嘲
け
る
の
み
な
ら
ず
、
也ま

た
應
に
糠か
う
け
つ覈
に
て
君
が
肥
え
た
る
を
怪
し
む
べ

し
）」
が
、
こ
の
措
辭
の
典
據
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
優
し
い
上
人
は
私

を
嘲
る
こ
と
な
く
、受
け
止
め
て
く
れ
る
の
だ
」
と
轉
じ
た
。
一
句
の
意
味
は
「
あ

な
た
の
豐
か
な
詩
作
の
才
は
杜
甫
や
蘇
軾
に
は
遠
く
及
ば
な
い
瘦
せ
衰
え
た
私
の

苦
吟
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
」
と
な
る
か
。

〇
書
腹
見
君
肥　
「
尧 
我
瘦
」
項
に
揭
げ
た
蘇
軾
詩
に
お
け
る
「
瘦
・
肥
」
の
對

比
を
踏
ま
え
つ
つ
、
覺
範
慧
洪
『
石
門

字
禪
』
卷
三
「
洽
陽
何
退
翁
謫
長
沙
、

會
宿
龍
興
思
歸
戲
之
。（
洽
陽
の
何
退
翁
長
沙
に
謫
せ
ら
れ
、
會
た
ま
龍
興
に
て

宿
す
る
に
思
歸
あ
り
之
れ
に
戲
る
）」
頌
に
見
え
る
「
平
生
貯
書
腹
、
中
有

武

膽
（
平
生
書
を
腹
に
貯
え
、
中
に

武
の
膽
有
り
）」
の
一
聯
に
據
っ
た
か
。
安

岡
正
篤
「
六
中
觀
」
の
「
腹
中
有
書
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
一
句
は
「
豐
か
な

讀
書
に
よ
っ
て
屴 
積
さ
れ
た
知
德
は
、
あ
な
た
自
身
を
豐
か
に
し
て
い
る
」
の
意

味
か
。

○
扇
面
新
佳
什　

扇
面
に
㝀 
か
れ
た
あ
な
た
の
新
し
い
秀
作
。

〇
淸
風　

杜
牧
「
早
秋
」
詩
の
「
大
熱
去
酷
吏
、
淸
風
來
故
人
。（
大
熱　

酷
吏

去
り
、
淸
風　

故
人
來
た
る
）」
に
據
る
表
現
。
扇
に
よ
る
涼
し
い
淸
風
と
、
涼

し
い
風
を
運
ん
で
く
る
よ
う
な
親
し
い
友
人
の
姿
を
重
ね
た
。

〇
玉
熄 　

相
手
を
㤌 
い
、
そ
の
作
っ
た
詩
を
い
う
。
素
晴
ら
し
い
詩

。

▼
通
釋

　

あ
る
夏
の
日
、
南
都
の
多
聞
院
の
奞 
筭
上
人
を
迎
え
て
し
ば
し
雜
談
し
た

　

そ
の
際
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た
上
人
自
筆
の
扇
面
の
詩
に
次
熄 
し
た
作

冷
や
や
か
な
冰
壺
を
前
に
す
る
と
爽
や
か
な
涼
氣
が
か
け
め
ぐ
る
よ
う
で
（
淸
潔

で
純
眞
な
あ
な
た
と
對
し
て
い
る
と
涼
氣
が
漂
う
よ
う
に
心
地
よ
く
）、

親
し
い
友
で
あ
る
客
人
と
歡
談
し
て
い
る
と
あ
っ
と
い
う
閒
に
夕
方
に
な
っ
て
し

ま
う
。

上
人
と
は
氣
心
の
知
れ
た
兄
弟
の
よ
う
に
親
し
く
、

宗
派
の
へ
だ
た
り
を
も
超
え
て
し
ま
う
。

そ
の

學
的
才
能
は
、
偉
大
な
先
人
に
遠
く
及
ば
な
い
私
の
未
熟
を
も
補
っ
て
く

れ
る
ほ
ど
で
、

浩
瀚
な
讀
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
德
が
、
あ
な
た
の
人
柄
を
豐
か
に
見
せ
る
。

扇
面
に
揮
毫
さ
れ
た
新
作
の
佳
詩
を
偶
然
目
に
し
た
が
、

そ
れ
は
、
扇
か
ら
送
ら
れ
る
淸
ら
か
な
風
の
よ
う
に
爽
や
か
で
親
し
い
友
人
で
あ

る
あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し
い
優
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
よ
。 

（
中
本
）
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216
本
月
十
有
二
日
奉
稟

　

陽
明
左
相
府
使
命
次
得
被
附
傳

　

一
乘
正
覺
法
親
王
尊
問
宗
壺 
焚
香
頓
首

　
　

展
開
封
函
而
奉
領

　

高
偈
一
絕
之
嘉
惠
不
堪
恐
懼
慚
愧
之
至

　
　

嬑 
德
薄
福
省
福
幸
尧 

　

尊
貴
大
人
恩
渥
不
知
所
以
陳
謝
不
肖

　
　

鄙
拙
謹
次
嚴
熄 
奉
呈

　

法
親
王
金
岶 
下

遠
傳
貴
問
耀
泉
石　
　

●
○
●
●
●
○
●

句
寫
繡
懷
玉
腕
書　
　

●
●
●
○
●
●
◎

禪
夞 
幸
逢
自
恣
日　
　

○
●
●
○
●
●
●

瑤
篇
捧
讀
幾
回
舒　
　

○
○
●
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句
（
承
句
孤
平
）

▼
熄 
字　

書
・
舒
（
平
水
熄 
上
平
聲
六
魚
熄 
）

▼
訓
讀

　
　

本
月
十
有
二
日
、

　

陽
明
左
相
府
の
使
命
を
稟う

け
奉
り
、
次
い
で
、

一
乘
正
覺
法
親
王
の
尊
問
を
附
傳
せ
ら
る
る
こ
と
を
得
。
宗
壺 
焚
香
頓
首
封

函
を
展
開
し
て
、

高
偈
一
絕
の
嘉
惠
を
領
し
奉
る
。
恐
懼
慚
愧
の
至
り
に
堪
へ
ず
。
嬑 
德
巂 
福
、

福
幸
を
省
み
て
、

尊
貴
大
人
の
恩
渥
を
尧 
る
。
謝
を
陳
ぶ
る
所
以
を
知
ら
ず
。
不
肖
鄙
拙
謹
ん

で
嚴
熄 
を
次
ぎ
、

法
親
王
金
岶 
下
に
呈
し
奉
る
、

遠
く
貴
問
を
傳
ふ　

泉
石
耀
く　
　

句
ご
と
に
繡
懷
を
寫
す　

玉
腕
の
書

禪
苑
幸
ひ
に
逢
ふ　

自
恣
の
日　
　

瑤
篇
捧
げ
讀
み
て
幾
回
か
舒
ぶ

▼
注

○
本
月
十
有
二
日　

215
番
詩
の
「
夏
日
」「
六
月
」、
217
番
詩
「
七
月
既
望
見
東
山

大
字
燈
」（
七
月
十
六
日
）
か
ら
、
216
番
詩
は
元
祿
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
七
月

十
二
日
の
作
か
。

○
陽
明
左
相
府　

基

の
こ
と
。

○
一
乘
正
覺
法
親
王　

一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
。
正
覺
は
「
正
等
覺
、
等
正
覺
、
正

盡
覺
と
も
い
う
。
三
藐
三
嫾 
提
の
略
。
正
し
い
佛
の
さ
と
り
の
こ
と
」（『
總
合
佛

敎
大
辭
典
』）。『
古
畫
備
考
』
帝
家
「
眞
㤌 
法
親
王
」
項
「
大
德
寺
什
寶
大
燈
國

師
像
一
乘
院
眞
㤌 
親
王
筆
一
幅
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
は
大
德

寺
開
山
大
燈
國
師
（
宗
峰
妙
超
、
一
二
八
二
―
一
三
三
七
）
眞
影
を
描
い
た
が
、

そ
の
基

贊
娄 
案
に
「
元
祿
十
二
初
冬
廿
二
日
、
一
乘
正
覺
親
王
改
冩
大
燈
帝
師

古
眞
影
、
被
贈
大
德
寺
、
此
日
也
」（『
基

公
記
』
元
祿
十
三
年
八
月
十
五
日
條
）

と
あ
る
。

○
嘉
惠　

天
子
の
め
ぐ
み
。

○
嬑 
德
・
巂 
福　

嬑 
德
は
德
の
う
す
い
こ
と
。
巂 
福
は
幸
福
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
こ

と
。
と
も
に
桂
嶽
宗
壺 
の
謙
稱
。

○
恩
渥　

厚
い
恩
。
深
い
恩
惠
。
特
に
、
天
子
の
め
ぐ
み
に
つ
い
て
い
う
。
策
彥

周
良
「
謝
妃 
南
岡
齋
酒
肴
來
訪
（
妃 
南
岡
の
酒
肴
を
齋
し
來
訪
す
る
を
謝
す
）」

に
「
感
君
攜
酒
慰
煩
襟　

交
義
未
深
恩
渥
深
。（
君
に
感
ず　

酒
を
攜
へ
煩
襟
を
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六
五

慰
む
る
こ
と
を
。
交
義
未
だ
深
か
ら
ざ
る
と
い
え
ど
も
恩
渥
は
深
し
）」（『
翰
林

五
鳳
集
』
卷
四
十
二
）
と
あ
る
。

○
金
岶 　

黃
金
色
の
岶 
 
。
佛
敎
語
。
金
剛
界
と
胎
藏
界
の
兩
部
を
い
う
。
ま
た
、

金
剛
部
と
岶 
 
部
の
二
部
の
意
に
も
用
い
る
。
九
鼎
竺
重
「
宮
燭
」
に
「
日
暮
宮

中
命
燭
奴
。
金
岶 
爍
爍
照

。
侍
臣
誰
拜
恩
光
厚
。
前
有
孤
綯
後
老
庶 
。（
日

暮
宮
中　

燭
奴
を
命
じ
、
金
蓮
爍し

や
く
し
や
く
爍　
く

ゆ

を
照
ら
す
。
侍
臣
誰
か
恩
光
の
厚

な
る
こ
と
を
拜
せ
ん
や
。
前
に
孤
綯
有
り　

後
に
は
老
庶 
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』

卷
四
十
四
）。

○
泉
石　

泉
水
と
庭
石
。
煕
春
龍
喜
「
䘚
命
穎
子
奉
謝
通
仙
仙
伯
之
光
賁
云
…
…

（
䘚
に
穎
子
に
命
じ
通
仙
仙
伯
の
光
賁
を
謝
し
奉
る
と
云
ふ
…
…
）」
に
「
故
人
來

問
小
柴
扉
。
相
遇
唯
愁
日
色
微
。
一
爲
高
車
到
斯
地
。
山
中
泉
石
亦
生
輝
。（
故

人
來
り
て
問
ふ
小
柴
扉
、
相
遇
ひ
唯
だ
日
色
の
微
な
る
を
愁
ふ
。
一
に
高
車
の
斯

地
に
到
る
が
爲
に
、
山
中
の
泉
石　

亦
た
輝
き
を
生
ず
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷

二
十
四
）。

○
繡
懷　
「
珍
壤
割
繡
段
、
里
俗
祖
風
義
。（
珍
壤
に
繡
段
を
割
き
、
里
俗　

風
義

を
祖
と
す
）」（
李
賀
「
昌
谷
詩
」）
な
ど
の
美
し
い
詩

を
意
味
す
る
「
繡
段
」

か
ら
、「
繡
」
は
「
懷
」
を
修
飾
し
、「
懷
」
は
一
乘
院
宮
眞
㤌 
親
王
の
「
高
偈
一
絕
」

に
こ
め
ら
れ
た
お
も
い
を
意
味
す
る
か
。

○
玉
腕
書　
「
玉
」
は
美
稱
。
北
宋
・
蘇
軾
「
四
時
詞
四
首
」
其
二
に
「
玉
腕
半

雲
碧
袖
。
樓
前
知
有
斷
腸
人
。（
玉
腕
半
ば

ま
く

る
雲
碧
の
袖
、
樓
前
に
知
る　

斷

腸
の
人
有
ら
ん
こ
と
を
）」（『
四
河
入
海
』）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
乘
院
宮
眞

㤌 
親
王
が
自
ら
筆
を
と
っ
た
こ
と
を
い
う
。

○
禪
夞 　

禪
門
、
禪
寺
の
意
。「
這
老
楊
岐
僅
得
人
、
看
來
禪
夞 
是
祥
麟
。（
這
の

老
楊
岐　

僅
か
に
人
を
得
た
り
、
看
來
た
れ
ば
禪
夞 
は
是
れ
祥
麟
）　

」（『
雪
叟

詩
集
』
三
〇
一
―
二
）。

○
幸
逢　
「
幸
逢
堯
舜
無
爲
化　

得
作
羲
皇
向
上
人
。（
幸
ひ
に
堯
舜
無
爲
の
化
に

逢
ひ
て
、
羲
皇
向
上
の
人
作な

る
こ
と
を
得
た
り
）　

白
」（『
和
漢
朖
詠
集
』
下
・

帝
王
・
656
）。
公
宴
始
に
み
ら
れ
る
歌
題
「
幸
逢
太
平
代
」
は
、「
あ
り
ふ
へ
き
身

を
は
た
の
ま
て
こ
し
ま
ゝ
に
お
さ
ま
る
御
代
の
た
め
し
を
そ
み
る
」（『
碧
玉
集
』

六
・
1308
）
の
よ
う
に
、
世
が
お
だ
や
か
に
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
こ

に
居
合
わ
せ
た
喜
び
を
表
現
す
る
。

○
自
恣
日　
「
自
恣
」
は
、自
分
の
欲
す
る
ま
ま
に
行
動
す
る
こ
と
。
唐
・
韓
愈
「
短

燈
檠
歌
」
に
「
一
朝
富
貴
還
自
恣
、
長
檠
高
張
照
珠
翠
。（
一
朝
富
貴
に
し
て
還ま

た

自
ら
恣
ほ
し
い
ま
まに
す
れ
ば
、長
㻨 
高
く
張
つ
て
珠
翠
を
照
ら
す
）」（『
韓
昌
黎
集
』
卷
五
、

『
古

眞
寶
（
前
集
）』
卷
八
）。「
自
恣
日
」
は
、夏
安
居
の
最
終
日
（
七
月
十
五
日
）

を
あ
ら
わ
す
か
。「
記
得
世
尊
因
自
恣
日
、

殊
過
夏
來
至
靈
山
。
迦
宖 
問
云
、

仁
者
今
夏
何
處
安
居
。（
記
得
す
、
世
尊
自
恣
の
日
に
因
り
て
、
文
殊
、
夏
を
過

ご
し
來
た
つ
て
靈
山
に
至
る
。
迦
宖 
問
ひ
て
云
く
、
仁
者
、
今
夏
、
何
れ
の
處
に

か
安
居
す
）」（『
雪
叟
詩
集
』
四
二
三
―
二
八
）。

○
瑤
篇　

瑤
は
玉
の
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
。
篇
は
詩
を
數
え
る
こ
と
ば
。
一
乘
院

宮
眞
㤌 
親
王
の
「
高
偈
一
絕
」
を
指
す
。

○
捧
讀　

書
な
ど
を
目
の
前
に
高
く
捧
げ
持
っ
て
讀
む
こ
と
。

▼
通
釋

　

  
本
月
十
二
日
、
陽
明
左
相
府
の
命
を
受
け
奉
り
、
次
い
で
、
一
乘
正
覺
法
親

王
の
お
手
紙
を
賜
っ
た
。
香
を
く
ゆ
ら
せ
、
丁
重
に
封
函
を
開
き
、
高
偈
一

絕
の
お
め
ぐ
み
を
う
け
た
ま
わ
っ
た
。
恐
れ
多
い
こ
と
か
ぎ
り
な
い
。
嬑 
德



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

六
六

巂 
福
の
身
で
幸
福
に
預
か
り
、
尊
い
方
の
厚
恩
を
尧 
る
な
ど
、
な
ん
と
御
禮

を
申
し
上
げ
て
よ
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
謹
ん
で
、
嚴
熄 
を
次
ぎ
、

法
親
王
の
お
わ
し
ま
す
も
と
に
捧
げ
奉
っ
た
詩
、

遠
く
貴
方
の
お
手
紙
が
傳
わ
る
と
、泉
石
も
光
が
加
わ
っ
た
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

賜
り
ま
し
た
句
は
、
麗
し
い
お
考
え
を
自
ら
が
お
書
き
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

禪
夞 
は
幸
運
に
も
自
恣
の
日
で
し
た
。

美
し
い
御
詩
を
捧
げ
讀
み
、
幾
度
と
な
く
開
き
見
た
こ
と
で
す
。 

（
川
崎
）

218
中
秋　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

陽
明
殿
上
賞
月
應　
　
　

　
　
　
　

鈞
請
賦
卽
興　
　
　
　
　

槐
庭
三
五
夜　
　

○
○
○
●
●

月
出
暮
雲
披　
　

●
●
●
○
◎

樂
擬
廣
寒
殿　
　

●
●
●
○
●

闕
隣
太
掖〔
液
〕池　

　

●
○
●
●
◎

樹
標
懸
寶
鏡　
　

●
○
○
●
●

湖
底
浸
玻
璃　
　

○
●
●
○
◎

明
世
� 
天
象　
　

○
●
○
○
●

通
光
徧
海
涯　
　

○
○
●
●
◎

▼
詩
型　

五
言
律
詩
（
第
四
句
孤
平
）　

▼
熄 
字　

披
・
池
・
璃
・
涯
（
平
水
熄 
上
平
聲
四
支
熄 
）

▼
訓
讀

　

中
秋 

陽
明
殿
上 

月
を
賞
し
鈞
請
に
應
じ
て
卽
興
を
賦
す

槐
庭 

三
五
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
出
で
て
暮
雲
披ひ
ら

く

樂
は
擬
す 

廣
寒
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

闕
は
隣
る 

太
液
池

樹
標
（
に
）
寶
鏡
を
懸
け
（
寶
鏡 

懸
か
り
）

湖
底
（
に
） 

玻
璃
を
浸
す
（
玻
璃 

浸
る
）

明
世
と
天
象
と　
　

通
光 

海
涯
を
（
に
）
徧あ
ま
ねし

▼
注

○
中
秋　

元
祿
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
八
月
十
五
日
。『
基

公
記
』
同
日
條
に
、

桂
嶽
宗
壺 
が
來
邸
し
、
居
合
わ
せ
た
多
聞
院
奞 
筭
と
言
談
し
た
と
あ
る
。
こ
の
記

事
の
「
桂
嶽
有
詩
（
桂
嶽
詩
有
り
）」
が
218
番
詩
で
あ
る
。（
▼
參
考
）

○
陽
明
殿　

近
衞
家
の
今
出
川
御
殿
。
邸
内
に
は
摘
星
閣
（
の
ち
に
列
星
閣
と
改

稱
）
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
こ
で
の
翫
月
で
あ
っ
た
か
。

○
鈞
請　
「
鈞
」
は
敬
辭
。
上
位
、
尊
者
に
對
す
る
書
翰
や
話
し
言
葉
に
多
く
用

い
る
。「
鈞
請
」
は
御
要
請
、
御
所
望
の
意
。
183
番
詩
に
「
鈞
熄 
」
の
語
あ
り
。

○
槐
庭　

三
公
を
指
す
。
周
代
の
朝
廷
に
三
本
の
槐
を
植
え
、
そ
の
下
に
三
公
が

分
座
し
た
の
で
、
槐
が
三
公
の
位
の
意
と
な
っ
た
。『

選
』
卷
五
十
八
の
南
齊
・

王
儉
「
褚
淵
碑

」
に
「
出
參
太
宰
軍
事
、
入
爲
太
子
洗
馬
、
俄

祕
書
丞
。
贊

道
槐
庭
、
司

天
閣
。（
出
で
て
は
太
宰
軍
事
に
參
じ
、
入
り
て
は
太
子
洗
馬
と

爲
り
、
俄
か
に
祕
書
丞
に

る
。
道
を
槐
庭
に
贊
け
、

を
天
閣
に
司
る
）」
と

あ
り
、
李
善
注
に
「
周
禮
曰
、
面
三
槐
、
三
公
位
焉
。（
周
禮
に
曰
は
く
、
三
槐

に
面
し
、
三
公　

焉こ
こ

に
位
す
）」、
張
銑
注
に
「
贊
、
佐
也
。
槐
庭
、
三
公
位
也
。

謂
爲
太
宰
參
軍
是
爲
佐
道
也
。
司
、
主
也
。
言
主

史
之
任
於
天
祿
之
閣
也
。
天
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祿
書
閣
、
名
謂
祕
書
丞
也
。（
贊
は
、
佐
く
る
な
り
。
槐
庭
は
、
三
公
の
位
な
り
。

太
宰
の
參
軍
と
爲
る
は
是
れ
道
を
佐
く
る
と
爲
す
を
謂
ふ
な
り
。
司
は
、
主
る
な

り
。
言

い
ふ
こ
こ
ろは

史
の
任
を
天
祿
の
閣
に
主
る
な
り
。
天
祿
書
閣
は
、
名
づ
け
て
祕

書
丞
を
謂
ふ
な
り
）」
と
あ
る
。
三
公
は
、
中
國
で
は
後
漢
以
後
、
太
尉
・
司
徒
・

司
空
と
し
、
日
本
で
は
太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
と
し
た
。
元
祿
十
三
年
の

基

は
關
白
で
あ
っ
た
。

○
三
五
夜　

十
五
夜
。
唐
・
白
居
易
「
效
陶
潛
體
（
陶
潛
體
に
效な

ら

ふ
）
詩
十
六
首
」

其
七
に
「
中
秋
三
五
夜
、
明
月
在
前
軒
。（
中
秋 

三
五
夜
、
明
月 

前
軒
に
在
り
）」

（『
白
氏

集
』
卷
五
）。
ま
た
「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
獨
直
對
月
憶
元
九
（
八
月

十
五
日
夜
、
禁
中
に
獨
り
直
し
、
月
に
對
し
て
元
九
を
憶
ふ
）」
詩
に
「
三
五
夜

中
新
月
色
、
二
千
里
外
故
人
心
。（
三
五
夜
中　

新
月
の
色
、
二
千
里
外　

故
人

の
心
）」（『
白
氏

集
』
卷
十
四
）
と
あ
る
。『
虛き

堂
錄
犂
耕
』
に
「
正
當
三
五
夜
、

何
處
不
嬋
娟
。（
正
に
三
五
夜
に
當
た
り
て
は
、
何
れ
の
處
か
嬋
娟
な
ら
ざ
る
）」。

○
月
出　

月
が
現
れ
出
る
。『
詩
經
』
陳
風
「
月
出
」
に
「
月
出
皎
兮
、佼
人
僚
兮
。

（
月
出
で
て
皎
た
り
、佼
人　

僚
た
り
）」。『
點
鐵
集
』
引
く
「
聯
一
雲
透
法
身
頌
」

に
「
雲
收
月
出
空
如
水
、
刹
刹
塵
塵
總
一
般
。（
雲
收
ま
り
月
出
で
て
空
は
水
の

如
く
、
刹
刹　

塵
塵　

總
て
一
般
）」。

○
㩷 
雲
披　

日
㩷 
れ
の
雲
が
切
れ
る
。
南
宋
・
管
鑑
「
水
調
歌
頭
（
擧
俗
愛
重
九
）」

詞
「
北
望
江
南
路
、
回
首
㩷 
雲
披
。（
北
の
か
た
江
南
路
を
望
み
、
回
首
す
れ
ば

㩷 
雲
披
く
）」。

○
樂
擬
廣
寒
殿　

音
樂
は
月
世
界
の
仙
宮
、
廣
寒
殿
で
の
演
奏
に
喩
え
ら
れ
る
、

と
い
う
意
。「
廣
寒
殿
」
は
唐
・
柳
宗
元
の
撰
と
い
う
『
龍
城
錄
』
卷
上
「
明
皇

夢
遊
廣
寒
宮
」
に
見
え
る
故
事
。
玄
宗
が
開
元
六
年
に
申
天
師
道
士
の
術
を
も
っ

て
、
天
士
と
鴻
都
の
客
と
と
も
に
月
中
に
遊
ん
だ
と
こ
ろ
、
寒
氣
迫
る
中
、
巨
大

な
宮
殿
を
見
た
。
扁
額
に
は
「
廣
寒
淸
虛
之
府
」
と
あ
っ
た
。
門
衞
の
も
つ
白
刃

は
凝
雪
さ
な
が
ら
で
、素
娥
十
餘
人
が
大
き
な
桂
樹
の
下
で
笑
舞
す
る
の
が
見
え
、

ま
た
甚
だ
淸
麗
な
音
樂
が
聞
こ
え
た
。
下
界
に
も
ど
っ
た
玄
宗
は
、
そ
の
舞
を
思

い
浮
か
べ
、「
霓
裳
羽
衣
」
の
舞
曲
を
作
っ
た
と
い
う
。
月
舟
壽
桂
「
花
下
步
月
」

詩
に
「
醉
步
褰
衣
桃
李
蹊
、
枝
枝
和
月
影
高
低
。
吟
身
疑
入
廣
寒
殿
、
萬
木
吹
香

似
木
犀
。（
醉
步
し
て
衣
を
褰か

か

ぐ 

桃
李
の
蹊こ
み
ち、
枝
枝　

月
に
和
し
て
影
高
低
す
。

吟
身　

廣
寒
殿
に
入
る
か
と
疑
ひ
、
萬
木　

香
を
吹
き
木
犀
に
似
た
り
）」（『
翰

林
五
鳳
集
』
卷
五
）。

○
闕　

門
闕
。
宮
門
や
城
門
の
兩
側
に
建
て
ら
れ
た
樓
臺
。
唐
・
許
㤌 
宗
「
奉
和

過
慈
恩
寺
應
制
（
慈
恩
寺
に
過よ

ぎ
る
に
和
し
奉
る
、應
製
）」
詩
に
「
鳳
闕
隣
金
地
、

龍
旂
拂
寶
臺
。（
鳳
闕 

金
地
に
隣
し
、
龍
旂 

寶
臺
を
拂
ふ
）」（『
全
唐
詩
』
卷

三
十
五
、
靜
嘉
堂
明
鈔
本
『

夞 
奞  

 
』
卷
百
七
十
八
）
と
あ
る
。
宮
門
の
意
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
基

邸
の
門
を
い
う
と
解
釋
し
た
。

○
太
掖
池　
「
太
液
池
」
の
表
記
が
正
し
い
。
漢
の
武
帝
が
作
っ
た
池
。
ま
た
唐

の
大
明
宮
に
も
太
液
池
が
あ
っ
た
。
唐
・
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
歸
來
池
夞 
皆

依
舊
、
太
液
墿 
屾 
未
央
柳
。（
歸
り
來
れ
ば
池
苑　

皆
舊
に
依
る
、
太
液
の
芙
屾 　

未
央
柳
）」
と
あ
る
。
宋
・
盧
多
遜
「
後
池
對
新
月
應
制
熄 
限
些
子
兒
」
詩
に
「
太

液
池
邊
看
月
時
、好
風
吹
動
萬
年
枝
。
誰
家
玉
匣
開
新
鏡
、露
出
淸
光
些
子
兒
。（
太

液
池
邊 

月
を
看
る
時
、
好
風
吹
き
動
か
す 

萬
年
枝
。
誰
が
家
の
玉
匣
か
新
鏡
を

開
く
、
露
は
淸
光
を
出
だ
す
こ
と
些い
さ
さ
か

子
兒
）」（『
後
山
詩
話
』、『
聯
珠
詩
格
』）
と

あ
る
。
禁
裏
の
泉
水
を
い
う
。
あ
る
い
は
基

邸
内
の
池
を
指
す
か
。
こ
こ
で
は

後
者
の
意
に
解
釋
し
た
。



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

六
八

○
樹
標　

梢
。
明
・
楊
守
阯
「
拜
湖
後
張
四
舅
墓
（
湖
後
の
張
四
舅
の
墓
に
拜
す
）」

詩
に
「
行
經
霧
靄
迷
榛
莽
、
拜
起
嵐
光
動
樹
標
。（
行
き
て
霧
靄
の
榛
莽
を
迷
は

す
を
經へ

、
拜
し
て
嵐
光
の
樹
標
に
動
く
に
起
つ
）」
と
あ
る
。

○
懸
寶
鏡　

鏡
の
よ
う
に
丸
い
月
が
天
空
に
掛
か
る
。
淸
・
乾
隆
帝
「
江
月
」
詩

に「
初
騰
金
蛇
漾
曲
渚
、乍
懸
寶
鏡
涵
輕
淪
。（
初
め
金
蛇
を
騰あ

げ
て
曲
渚
に
漾
ひ
、

乍
ち
寶
鏡
を
懸
け
て
輕
淪
に
涵
る
）」
と
あ
る
。
李
白
「
李
廿
五
寄
遠
十
二
首
」

其
二
に
「
寶
鏡
掛
秋
水
、
羅
衣
輕
春
風
。（
寶
鏡　

秋
水
に
掛
か
り
、
羅
衣　

春

風
に
輕
ろ
し
）」（『
點
鐵
集
』
引
）。

○
湖
底　

湖
の
底
。
北
宋
・
吳
則
禮
「
無
著
以
東
坡
西
湖
觀
月
聽
琴
詩
示
予
因
次

熄 
（
無
著 

東
坡
の
西
湖
に
て
月
を
觀
て
琴
を
聽
く
詩
を
以
て
予
に
示
し
因
り
て

次
熄 
す
）」
詩
に
「
白
月
在
湖
底
、
脫
冠
睇
微
雲
。（
白
月 

湖
底
に
在
り
、
冠
を

脫
し
て
微
雲
を
睇み

る
）」
と
あ
る
。「
太
液
池
」
を
湖
に
見
立
て
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
卷
十
八
・
雜
下
・
1699
・
作
者
「
媺 
贈
太
政
大
臣
（
媺 
原

道
眞
）」
の
題
「
海
」
歌
に
「
海
な
ら
ず
た
た
へ
る
水
の
底
ま
で
に
淸
き
心
は
月

ぞ
て
ら
さ
む
」
と
あ
る
の
を
念
頭
に
置
い
た
措
辭
と
も
思
わ
れ
る
。

○
玻
璃　

透
明
な
玉
の
一
種
。
滿
月
に
喩
え
る
。
元
・
黃
子
行
「
西
湖
月
」
詞
に

「
湖
光
冷
浸
玻
璃
、
蕩
一
晌
薰
風
、
小
舟
如
葉
。（
湖
光
冷
や
か
に
し
て
玻
璃
を
浸

り
、
一
晌
の
薰
風
蕩う

ご

き
て
、
小
舟
は
宖 
の
如
し
）」
と
あ
る
。
村
庵
（
希
世
靈
彥
）

「
寄
湖
上
春
波
年
少
」
詩
に
「
明
月
在
天
天
在
水
、
玻
璃
萬
領〔

頃
〕影
涵
秋
。（
明
月 

天
に
在
り 

天
は
水
に
在
り
、
玻
璃 

萬
頃　

影
秋
に
涵ひ
た

る
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷

二
十
五
）。
ま
た
、
瑞
溪
周
鳳
「
水
閣
邀
月
（
水
閣
に
て
月
を
邀む
か

ふ
）」
詩
に
「
百

頃
玻
璃
涵
桂
影
、
馮
夷
窟
仙
廣
寒
宮
。（
百
頃　

玻
璃　

桂
影
を
涵
し
、
馮
夷 

窟

仙　

廣
寒
宮
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
十
八
）。

○
明
世　

法
が
行
き
渡
り
筋
道
の
通
っ
た
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
時
代
。
唐
・
韋

應
物
「

上
西
齋
寄
諸
友
（

上
の
西
齋
に
て
諸
友
に
寄
す
）」
詩
に
「
明
世
重

才
彥
、
雨
露
降
丹
霄
。（
明
世　

才
彦
を
重
ん
じ
、
雨
露　

丹
霄
よ
り
降
る
）」
と

あ
る
。

○
天
象　

日
月
星
辰
が
運
行
す
る
天
空
の
樣
子
。
東
晉
・
陶
淵
明
「
九
日
閑
居
」

詩
「
露
凄
暄
風
息
、
氣
澈
天
象
明
。（
露
凄つ

め
たく
し
て
暄
風
息や

み
、
氣
澈き
よ

く
し
て
天

象
明
か
な
り
）」
と
あ
る
。

○
通
光　

明
る
い
光
が
ど
こ
ま
で
も
屆
く
。
明
末
淸
初
・
顧
景
星
「
洞
庭
龍
女
歌
」

に「
銀
漢
通
光
月
漉
漉
、桂
 
倒
映

鱗
屋
。（
銀
漢　

光
を
通
じ 

月
漉
漉
と
し
て
、

桂
 　

倒
に
映
ず　
だ

鱗
の
屋
）」
と
あ
る
。
月
の
輝
き
、
ま
た
行
き
屆
い
た
治

世
を
指
す
。

○
海
涯　

海
邊
。
唐
・
曹
松
「
中
秋
對
月
」
詩
に
「
無
雲
世
界
秋
三
五
、
共
看
蟾

盤
上
海
涯
。（
無
雲　

世
界　

秋
三
五
、共
に
看
る　

蟾
盤
の
海
涯
よ
り
上
る
を
）」。

こ
こ
で
は
海
の
は
て
、僻
遠
の
地
を
い
う
。
宋
・
蘇
軾
「
次
熄 
錢
穆
父
紫
巉 
壶 
（
錢

穆
父
の
紫
巉 
壶 
に
次
熄 
す
）
二
首
」
其
二
に
「
篋
中
尙
有
絲
綸
句
、
坐
覺
天
光
照

海
涯
。（
篋
中
尙
ほ
有
り　

絲
綸
の
句
、坐そ

ぞ

ろ
に
覺
ゆ 

天
光
の
海
涯
を
照
ら
す
を
）」

と
あ
る
。

▼
通
釋

　
  

中
秋
に
近
衞
殿
に
て
月
を
賞
で
、
御
所
望
に
應
じ
て
卽
興
の
詩
を
作
る

關
白
公
の
お
屋
敷
で
十
五
夜
を
迎
え
、

日
㩷 
れ
の
雲
が
き
れ
て
月
が
出
た
。

奏
樂
は
月
宮
の
廣
寒
殿
の
仙
樂
さ
な
が
ら
、

御
門
は
太
液
池
と
隣
り
あ
わ
せ
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

六
九

梢
に
は
鏡
の
よ
う
な
月
が
懸
か
り
、

湖
底
に
ま
で
玻
璃
の
ご
と
き
月
の
光
が
廣
が
る
。

曇
り
無
き
治
世
と
こ
の
天
象
の
月
は
、

耀
く
光
を
放
ち
海
の
果
て
ま
で
覆
っ
て
い
る
。

▼
參
考　
『
基

公
記
』
元
祿
十
三
年
八
月
十
五
日
條

桂
嶽
未
⑉ 
來
、
英
筭
相
共
言
談
。
月
登
東
嶺
、
逸
興
無
比
類
。
薄
㩷 
、
高
秀
宿
禰

〔
辻
高
秀
〕、
近
家
〔
辻
近

〕
兩
人
來
、
有
小
管
絃
。
余
彈
箏
、
吹
笛
、
有
其
興
。

桂
嶽
有
詩
。
余
病
後
忘
卻
萬
事
、
未
及
老
述
等
、
空
見
月
而
已
、
夜
半
分
散
了
。

（
芳
村
）

223
陽
明
殿
下
秋
日
遊
紫
竹
山
莊
而

　
　
　

有
詠
藻
野
言
奉
次　

尊
熄 

竹
村
有
路
廛 
痕
堆　
　

●
○
●
●
●
○
◎

門
設
不
容
俗
客
推　
　

○
●
●
○
●
●
◎

野
趣
宜
秋
駐
台
駕　
　

●
●
○
○
●
○
●

逢
僧
半
日
話
西
來　
　

○
○
●
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

▼
熄 
字　

堆
・
推
・
來
（
平
水
熄 
上
平
聲
十
灰
熄 
）

▼
訓
讀

　

  

陽
明
殿
下
、
秋
日
、
紫
竹
山
莊
に
遊
び
て
、
詠
藻
有
り
。
野
言
、　

尊
熄 
に

次
ぎ
奉
る
、

竹
村　

路
有
れ
ど　

廛 
痕
堆
し
。

門
設
け
て
容
れ
ず　

俗
客
の
推
す
こ
と
を
。

野
趣
秋
に
宜
し
く
し
て　

台
駕
を
駐
む
。

僧
に
逢
ひ
て
半
日
西
來
を
話か
た

る
。

▼
注

○
陽
明
殿
下　

基

の
こ
と
。

○
秋
日　

元
祿
十
三
年（
一
七
〇
〇
）八
月
二
十
八
日
。『
基

公
記
』同
日
條
に
、

多
聞
院
英
筭
を
同
道
し
紫
竹
山
莊
へ
出
か
け
、桂
嶽
を
呼
び
出
し
た
と
い
う
。（
▼

參
考
）

○
紫
竹
山
莊　

紫
竹
は
「
室
町
期
か
ら
見
え
る
地
名
。
山
城
國
愛
宕
郡
大
宮
鄕
の

う
ち
。
大
德
寺
の
北
、
大
德
寺
通
り
沿
い
に
位
置
し
た
」（『
角
川
日
本
地
名
大
辭

典
26
京
都
府
』上
）。
同
所
に
は
近
衞
家
別
業
の
纂
靑
軒（
紫
竹
山
莊
）が
あ
っ
た
。

『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
十
月
二
十
日
條
に
は
「
し
ち

く
へ
行
、
大
と
く
寺
の
紅
葉
、
い
ち
や
う
う
つ
く
し
く
そ
め
、
今
ほ
と
さ
か
り
ゆ

へ
た
ち
よ
り
、
そ
れ
よ
り
し
ち
く
へ
行
」
と
み
え
、
大
德
寺
を
經
て
紫
竹
山
莊
へ

向
か
っ
て
い
る
。

○
詠
藻　

詠
草
と
も
。
和
歌
な
ど
の
娄 
稿
の
こ
と
。
基

が
紫
竹
山
莊
で
詠
ん
だ

和
歌
は
「
基

公
御
詠
草
」（
資
料
番
號
〈60838

〉、端
裏
書
「
元
祿
十
三
八
廿
八
」）

の
「
奞 
筭
を
纂
靑
軒
に
あ
ひ
く
し
て
よ
め
る
／
む
す
こ
け
の
み
と
り
の
み
み
し
山

里
に
心
ち
り
な
き
人
も
と
ひ
來
ぬ
」（
熄 
字
「
來
」・
上
平
聲
灰
熄 
）。

○
竹
村　

竹
が
羣
が
っ
て
は
え
て
い
る
と
こ
ろ
。
唐
・
杜
甫
「
弊
廬
遣
興
奉
寄
嚴

公
（
弊
廬
興
を
遣
り
嚴
公
に
寄
せ
奉
る
）」
に
「
野
水
平
橋
路
、春
沙
映
竹
村
。（
野

水
橋
路
に
平
ら
か
に
、春
沙　

竹
村
に
映
ゆ
）」（『
全
唐
詩
』卷
二
百
二
十
八
）。「
紫

竹
」
を
意
識
し
た
表
現
か
。

○
蘚
痕　

蘚
は
石
碑
な
ど
に
生
え
る
夥 
の
こ
と
。
張
鼎
「
僧
舍
小
池
」
に
「
引
出

白
雲
根
、潺
潺
漲
蘚
痕
。（
白
雲
根
を
引
き
出
で
、潺せ

ん
せ
ん潺
た
り　

蘚
痕
に
漲
る
）」（『
三



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

七
〇

體
詩
』）。
夥 
の
通
路
（
人
通
り
の
な
い
夥 
む
し
た
路
）
と
同
意
か
。『
雅
親
詠
草
』

157
に
、題
「
夥 
」
で
「
す
ま
て
年
ふ
る
里
と
な
る
我
や
と
や
都
の
內
の
夥 
の
通
路
」

と
あ
る
。

○
堆　

う
ず
た
か
く
積
も
っ
て
い
る
樣
子
。『
新
撰
萬
葉
集
』
卷
下
・
555
に
「
娄 

露
潤
袖
增
秋
往　

山
邊
保
壶 
怨
宄 
堆
。（
娄 
露　

袖
を
潤
し
秋
の
往
く
を
增
し
、　

山
邊　

壶 
を
保
ち
宄 
ち
て
堆
き
を
怨
む
）」
と
あ
る
。

○
俗
客　

俗
世
閒
の
客
。
風
流
を
解
さ
な
い
人
。
唐
・
韓
愈
「
竹
洞
」
に
「
竹
洞

何
年
有
、
公
初
斫
竹
開
。
洞
門
無
鎖
鑰
、
俗
客
不
曾
來
。（
竹
洞
何
年
か
有
る
、

公
初
め
て
竹
を
斫き

り
て
開
く
。
洞
門
鎖さ

鑰や
く

無
く
、
俗
客
曾
て
來
ら
ず
）」（『
韓
昌

黎
詩
集
』
卷
九
、『
全
唐
詩
』
卷
三
百
四
十
三
）。
ま
た
、
西
胤
俊
承
「
夥 
竹
軒
」

に
「
夥 
滿
幽
庭
竹
滿
軒
。
自
然
俗
客
不
過
門
。
可
憐
一
種
無
情
物
。
化
育
猶
霑
雨

露
恩
。（
夥 
は
幽
庭
に
滿
ち
竹
は
軒
に
滿
つ
。
自
然　

俗
客　

門
を
過
ぎ
ず
。
憐

れ
む
べ
し　

一
種
の
無
情
の
物
、
化
育　

猶
ほ
雨
露
の
恩
に
霑
ふ
）」（『
翰
林
五

鳳
集
』
卷
四
十
一
）。

○
推　

唐
・
賈
島
の
「
題
李
凝
幽
居
（
李
凝
の
幽
居
に
題
す
）」
の
「
鳥
宿
池
邊
樹
、

僧
推
月
下
門
。（
鳥
は
宿
る　

池
邊
の
樹
、僧
は
推
す　

月
下
の
門
）」（『
長
江
集
』

卷
四
）。

○
野
趣　

野
山
や
田
舍
に
漂
う
自
然
の
趣
。
方
干
「
送
友
及
第
歸
浙
東
（
友
の
及

第
し
て
浙
東
に
歸
る
を
送
る
）」
に
「
野
趣
自
多
愜
、
名
香
人
共
聞
。（
野
趣
自
ら

愜か
な

ふ
こ
と
多
く
、　

名
香　

人
共
に
聞
く
）」（『
三
體
詩
』）。

○
駐　

乘
っ
て
き
た
馬
や
車
を
と
め
て
た
ち
ど
ま
る
こ
と
。
唐
・
柳
宗
元
「
酬
曹

侍
御
過
象
縣
見
寄
。（
曹
侍
御
の
象
縣
に
過よ

ぎ
り
て
見
寄
せ
ら
れ
し
に
酬
ゆ
）」
に

「
破
額
山
前
碧
玉
流
、
騷
人
遙
駐
木
蘭
舟
。（
破
額
山
前　

碧
玉
流
、
騷
人　

遙
か

に
駐
む　

木
蘭
の
舟
）」（『
三
體
詩
』）。

○
逢
僧
半
日
話
西
來　

唐
・
李
渉
「
題
鶴
林
寺
」
の
「
因
過
竹
院
逢
僧
話
、
☉ 
得

浮
生
半
日
閑
。（
竹
院
を
過
ぐ
る
に
因
り
て
僧
に
逢
ひ
て
話
る
、
☉ 
浮
生
半
日
の

閑
を
得
た
り
）」（『
三
體
詩
』）
に
基
づ
く
表
現
。
僧
（
桂
嶽
宗
壺 
）
を
紫
竹
山
莊

に
召
し
た
基

が
半
日
法
談
し
た
こ
と
を
い
う
。

○
西
來　

西
方
の
國
か
ら
渡
來
す
る
こ
と
。
法
談
の
内
容
が
、
逹
磨
大
師
の
イ
ン

ド
か
ら
中
國
へ
渡
來
し
た
意
味
を
問
う
公
案
「
祖
師
西
來
意
」（『
無
門
關
』
第

三
十
七
則
）
だ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
こ
れ
を
題
と
す
る
詠
歌
に
、
後
水
尾
院

の
「
僧
問
趙
州
如
何
是
祖
師
西
來
意
州
云
庭
前
柏
樹
子
（
僧　

趙
州
に
問
ふ
、
如

何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
來
の
意
と
。
州
云
ふ
、
庭
前
の
白
樹
子
）
／
そ
め
な
さ
ば

う
し
や
西
よ
り
來
る
秋
の
色
は
色
な
き
庭
の
梢
を
」（『
後
水
尾
院
御
集
』
982
）
が

あ
る
。

▼
通
釋

　

  

陽
明
殿
下
は
、
秋
の
日
、
紫
竹
山
莊
に
遊
ん
で
和
歌
を
詠
ま
れ
た
。
尊
熄 
に

次
い
で
、
私
が
奉
っ
た
詩

竹
や
ぶ
に
路
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
夥 
が
う
ず
た
か
く
積
も
っ
て
い
る
。

紫
竹
山
莊
に
は
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
風
流
を
解
さ
な
い
人
の
訪
れ

を
許
さ
な
い
。

山
の
素
朴
な
風
景
が
秋
た
け
な
わ
と
な
り
、
駕
籠
が
駐
ま
り
、
纂
靑
軒
に
殿
下
が

お
出
ま
し
に
な
っ
た
。

僧
を
相
手
に
半
日
法
談
な
さ
っ
た
。

▼
參
考　
『
基

公
記
』
元
祿
十
三
年
八
月
二
十
八
日
條

兩
三
日
氣
分
未
快
、
昨
夜
不
眠
病
以
外
也
、
召
了
丹
令
針
治
、
快
然
、
仍
俄
行
纂



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

七
一

靑
、
令
相
具
奞 
筭
、
依
爲
近
邊
、
招
桂
嶽
和
尙
、
早
速
來
、
相
共
言
談
、
有
詩
哥
、

巂 
㩷 
歸
家
了
、 

（
川
崎
）

224
依　

台
請
賦
悲
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

庂 
安
仁
對
鏡
歎
白
髮
作
秋
興
賦　
　
　

雨
聲
作〔
昨
〕夜
灑
士 
嵒 　
　

●
○
●
●
●
○
◎

井
梧
朝
來
宖 
宖 
凋　
　

●
○
○
○
●
●
◎

憶
得
安
仁
琖 
白
髮　
　

●
●
○
○
○
●
●

貴
人
頭
上
不
曾
饒　
　

●
○
○
●
●
○
◎

▼
詩
型　

七
言
絕
句　

第
二
句
第
二
字
拗　

▼
熄 
字　

嵒 
・
凋
・
饒
（
平
水
熄 
下
平
聲
二
蕭
熄 
）

▼
訓
讀

　

台
請
に
依
り
て
悲
秋
を
賦
す
、

　

潘
安
仁　

鏡
に
對
し
て
白
髮
を
歎
じ
、
秋
興
の
賦
を
作
る

雨
聲　

昨
夜　

士 
嵒 
に
灑
ぐ　
　
　
　
　
　

井
梧　

朝
來　

葉
葉　

凋
む

憶
え
得
た
り
安
仁
白
髮
に
琖 
く
こ
と
を　
　

貴
人
頭
上
に
も
曾か

つ

て
饒ゆ
る

さ
ず

▼
注

○
依
台
請　
「
基

公
御
詠
草
」（
資
料
番
號
〈61463

〉、
端
裏
書
「
元
祿
十
三
八

廿
六　

詩
ノ
題
」）
に
、
題
「
悲
秋
」
で
「
な
か
め
わ
ひ
ぬ
い
つ
し
か
秋
の
半
行

よ
な
〳
〵
月
も
影
ほ
そ
く
し
て
」
と
あ
り
、
中
秋
の
滿
月
の
あ
と
缺
け
續
け
て
ご

く
細
く
な
っ
た
月
を
詠
じ
て
い
る
。
元
祿
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
八
月
二
十
六
日
、

同
じ
題
で
漢
詩
を
賦
す
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
▼
參
考
）

○
賦
悲
秋　
「
悲
秋
」
は
、
も
の
の
あ
わ
れ
を
感
じ
る
秋
。
秋
の
事
物
に
觸
れ
て

悲
し
み
を
覺
え
る
こ
と
を
詠
じ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
『
楚
辭
』
宋
玉
「
九
辯
」

の
冒
頭
の
一
句
「
悲
哉
秋
之
爲
氣
也
（
悲
し
い
か
な 

秋
の
氣
た
る
や
）」
は
よ
く

知
ら
れ
る
。
な
お
そ
の
末
に
は
何
も
成
し
遂
げ
な
い
ま
ま
人
生
の
半
ば
を
過
ぎ
て

い
く
こ
と
を
詠
じ
て
お
り
、ま
た
『
淮
南
子
』「
繆
稱
訓
」
に
「
春
女
思
、秋
士
悲
、

而
知
物
化
矣
。（
春
に
女
は
思
ひ
、
秋
に
士
は
悲
し
み
、
物
の
化
す
る
を
知
る
）」

と
あ
り
、「
悲
秋
」は
老
い
を
嘆
く
男
性
の
姿
を
想
起
さ
せ
る
。
和
歌
に
お
い
て
も
、

「
悲
秋
聊
歎
老
」
題
（『
夫
木
和
歌
抄
』
卷
十
三
・
秋
四
・
5551
・
作
者
「
同
（
大
江

千
里
）」
の
和
歌
「
過
ぎ
て
行
く
秋
の
か
な
し
と
見
え
つ
る
は
老
い
な
む
事
を
お

も
ふ
な
り
け
り
」）
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
秋
と
老
と
は
緣
語
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
る
。

○
潘
安
仁
對
鏡
歎
白
髮
作
秋
興
賦　

安
仁
は
、
西
晉
の
潘
嶽
（
二
四
七
―
三
〇
〇
）

の
字
。
美
男
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。

學
で
は
修
辭
に
巧
み
で
美

を
稱
さ
れ
、

『

選
』
に
各
種

體
の
作
品
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『

選
』
卷

十
三
「
物
色
」
に
收
錄
さ
れ
る
「
秋
興
賦
」
は
秋
の
感
興
を
詠
じ
る
。
そ
の
序

は
「
晉
十
有
四
年
、
余
春
秋
三
十
有
二
、
始
見
二
毛
。（
晉 

十
有
四
年
、
余 

春
秋

三
十
有
二
、
始
め
て
二
毛
を
見
る
）」
の
よ
う
に
、
晉
の
武
帝
の
太
始
十
四
年
、

三
十
二
歳
で
白
髮
が
生
え
始
め
た
と
始
ま
り
、
賦
に
は
「
悟
時
歲
之
遒
盡
兮
、
慨

俛
首
而
自
省
。
斑
鬢
髟
以
承
辧
兮
、
素
髮
颯
以
垂
領
。（
時
歲
の
遒を

わ
り
盡
く
る

を
悟
り
、
慨
と
し
て
首
を
俛た

れ
て
自
ら
省
み
る
。
斑
鬢
髟た

れ
て
以
て
辧
か
ん
む
りを
承
け
、

素
髮
颯
と
し
て
以
て
領え

り

に
垂
る
）」
と
あ
る
。
李
善
は
「
二
毛
」
に
左
氏
傳
の
杜

預
の
注
「
二
毛
、
頭
白
有
二
色
也
。（
二
毛
、
頭 

白
く
し
て
二
色
有
る
な
り
）」

を
引
く
。
以
後
、
鏡
を
見
て
白
髮
を
嘆
く
詩
は
枚
擧
に
い
と
ま
が
な
い
。
詩
題
で

は
唐
・
張
九
齡
の
「
照
鏡
見
白
髮
」
詩
、
白
居
易
の
「
對
鏡
吟
」
詩
、『
翰
林
五

〔
潘
〕



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

七
二

鳳
集
』
卷
四
十
三
に
村
庵
（
希
世
靈
彥
）
の
「
鏡
中
歎
白
髮
」
が
あ
る
。

○
雨
聲
昨
夜　

雨
音
が
昨
夜
は
聞
こ
え
て
い
た
。
元
末
明
初
・
胡
奎
の
「
昨
夜
」

詩
に
「
雨
聲
昨
夜
送
秋
來
、萬
里
明
河
匹
練
開
。（
雨
聲 

昨
夜 

秋
を
送
り
て
來
り
、

萬
里 

明
河 
匹
練 

開
く
）」
と
あ
る
。
ま
た
『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
十
七
の
仲
壺 
圓

伊
「
秋
思
」
詩
に
「
士 
嵒 
零
宄 
梧
桐
老
、
夜
夜
風
聲
☉ 
雨
聲
。（
士 
嵒 
は
零
宄 
し

梧
桐
は
老
ゆ
、
夜
夜
の
風
聲 

☉  

雨
聲
）」
と
あ
る
。

○
士 
嵒 　

士 
嵒 
は
葉
が
大
き
く
、
そ
こ
に
降
る
雨
の
音
は
、
白
居
易
「
夜
雨
」
詩

に
「
隔
窗
知
夜
雨
、
士 
嵒 
先
有
聲
。（
窗
を
隔
て
て
夜
雨
を
知
る
、
士 
嵒 　

先
づ

聲
有
り
）」、
杜
牧
「
雨
」
に
「
一
夜
不
眠
孤
客
耳
、
主
人
窗
外
有
士 
嵒 
。（
一
夜

眠
ら
ず 

孤
客
の
耳
、
主
人 

窗
外 

士 
嵒 
有
り
）」
と
あ
る
な
ど
、
眠
れ
な
い
人
の

耳
に
響
い
て
寂
し
さ
わ
び
し
さ
を
增
す
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
五
十
一
の
蘭
坡
景

「
士 
嵒 
爲
越
之
一
溪
侍
者
題
（
士 
嵒  

越

の
一
溪
侍
者
の
爲
に
題
す
）」
に
「
佳
人
回
首
隔
天
涯
、
露
灑
士 
嵒 
情
更
加
。（
佳

人 

首
を
回
ら
す
も
天
涯
を
隔
て
、露
は
士 
嵒 
に
灑
ぎ
て
情 

更
に
加
ふ
）」
と
あ
る
。

○
井
梧　

井
戸
の
傍
ら
の
梧
桐
。
梧
桐
の
宖 
は
大
き
く
、
白
居
易
「
早
秋
獨
夜
」

詩
に
「
井
梧
涼
宖 
動
、
隣
杵
秋
聲
發
。（
井
梧 

涼
宖 
動
き
、
隣
杵 
秋
聲
發
す
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
秋
に
な
っ
て
黃
ば
み
風
に
鳴
り
落
ち
る
音
は
秋
の
風
物
の
一
つ

と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
。『
翰
林
五
鳳
集
』
に
は
「
金
井
梧
桐
」「
井
梧
飄
宖 
」「
井

梧
秋
聲
」
の
詩
題
が
見
え
る
。
189
番
詩
の
注
「
秋
雨
梧
桐
殿
閣
前
」
項
參
照
。

○
朝
來　

朝
、朝
に
は
。
白
居
易
「
初
見
白
髮
（
初
め
て
白
髮
を
見
る
）」
詩
に
「
白

髮
生
一
莖
、
朝
來
明
鏡
裏
。（
白
髮
一
莖
を
生
ず
、
朝
來 

明
鏡
の
裏
。）」
と
あ
り
、

『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
四
十
三
の
仲
壺 
圓
伊
「
覽
鏡
」
詩
に
「
朝
來
咲
向
鏡
中
問
、

白
髮
履 
顏
汝
是
誰
。（
朝
來
咲わ
ら

ひ
て
鏡
中
に
向
か
ひ
て
問
ふ
、
白
髮
履 
顏　

汝
は

是
れ
誰
そ
と
）」
と
あ
る
。

○
宖 
宖 　

ど
の
宖 
も
。
唐
・
杜
姭 
鶴
の
「
閩
中
秋
思
」（『
增
注
聯
珠
詩
格
』
で
は

「
秋
思
」）
詩
に
「
雨

紫
菊
叢
叢
色
、
風
弄
紅
嵒 
宖 
宖 
聲
。（
雨
はと
と
のふ 

紫
菊
叢

叢
の
色
、
風
は
弄
ぶ 

紅
嵒 
宖 
宖 
の
聲
）」
と
あ
る
。

○
凋　

枯
れ
る
。
唐
・
杜
牧
「
寄
揚
州
韓
綽
判
官
（
揚
州
の
韓
綽
判
官
に
寄
す
）」

詩
に
「
靑
山
隱
隱
水
迢
迢
、
秋
盡
江
南
娄 
木
凋
。（
靑
山 

隱
隱 

水 

迢
迢
、
秋
は

江
南
に
盡
き
娄 
木
凋
む
）」
と
あ
る
。

○
琖 
白
髮　

白
髮
に
氣
づ
い
て
琖 
く
。
老
い
に
氣
づ
い
て
心
が
さ
わ
ぐ
。
宋
・
邵

雍
「
萬
物
吟
」
に
「
既
感
靑
春
老
、
還
琖 
白
髮
新
。（
既
に
靑
春
の
老
い
た
る
を

感
ぜ
し
に
、
還
た
白
髮
の
新
た
な
る
に
琖 
く
）」
と
あ
り
、
策
彥
周
良
「
和
」
詩

に
「
老
去
偏
驚
白
髮
新
、
多
年
年
少
隔
參
辰
。（
老
い
去
り
て
偏
へ
に
驚
く 

白
髮

の
新
し
き
に
。
多
年　

年
少　

參
辰
を
隔
つ
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
十
一
）
と

あ
る
。

○
貴
人
頭
上
不
曾
饒　

高
位
の
人
の
頭
で
も
容
赦
し
な
い
。
白
髮
は
だ
れ
に
で
も

公
平
に
訪
れ
る
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
は
、
人
臣
と
し
て
位
を
極
め
、
潘
嶽
の
よ

う
に
美
貌
と

才
を
稱
さ
れ
た
あ
な
た
で
も
、
と
理
を
說
き
、
慰
め
る
意
を
含
む

の
だ
ろ
う
。
こ
の
一
句
は
、『
三
體
詩
』
所
收
の
許
渾
（『
漁
隱
叢
話
』
で
は
杜
牧
）

「
送
隱
者
」
詩
「
無
媒
徑
路
娄 
嶞 
嶞 
、
自
古
雲
林
遠
市
朝
。
公
道
世
閒
唯
白
髮
、

貴
人
頭
上
不
曾
饒
。（
無
媒
の
徑
路　

娄 
嶞 
嶞 
、古
よ
り
雲
林
は
市
朝
に
遠
ざ
か
る
。

世
閒
に
公
道
た
る
は
唯
だ
白
髮
の
み
、
貴
人
の
頭
上
に
も
曾
て
饒ゆ

る

さ
ず
）」
の
結

句
を
用
い
る
。
奞 
甫
永
雄
「
鏡
」
詩
に
も
「
閨
中
有
物
鑄
銅
洋
。
照
得
千
婳 
白
髮

霜
。
豈
只
磨
來
頭

醜
。
貴
人
頭
上
不
曾
藏
。（
閨
中
に
物
有
り 

銅
洋
を
鑄
す
。

照
ら
し
得
た
り 
千
婳 
白
髮
の
霜
を
。
豈
に
只
だ
頭
の

醜
を
磨
し
來
る
の
み
な
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洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

七
三

ら
ん
や
。
貴
人
の
頭
上
に
も
曾
て
幕 
せ
ず
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
四
十
三
）
と

あ
る
。

▼
通
釋

　

御
命
令
に
よ
り
悲
秋
を
詠
じ
る

　

潘
嶽
は
鏡
に
向
か
っ
て
白
髮
を
嘆
き
「
秋
興
の
賦
」
を
作
っ
た

昨
夜
は
士 
嵒 
に
そ
そ
ぐ
雨
音
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

井
戸
の
梧
桐
は
朝
に
な
っ
て
み
る
と
ど
の
葉
も
枯
れ
て
、
秋
が
來
ま
し
た
。

美
男
の
潘
嶽
が
自
分
の
白
髮
に
琖 
い
た
と
い
う
話
を
覺
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。

ど
ん
な
に
高
貴
な
か
た
で
も
頭
に
い
た
だ
く
も
の
な
の
で
す
。

▼
參
考　
『
基

公
記
』
元
祿
十
三
年
八
月
二
十
六
日
條

巳
⑉ 
、
桂
嶽
和
尙
來
談
、
有
詩
哥
、
巂 
㩷 
歸
寺
、 

（
松
尾
）

228
松

序

　

  

古
之
君
子
所
愛
樂
、
有
所
托
、
而
非
所
僻
。
樂
水
樂
山
、
宣
王
之
格
言
。
淵

明
愛
菊
、
妀 
叔
愛
岶 
、
得
騷
人
之
題
詠
、
入
臺
閣
之
畫
圖
。
千
載
之
雅
橾〔

操
〕、

李
唐
之
習
俗
、
及
于
今
尤
甚
矣
。
艸
木
雖
無
情
、
賢
不
肖
之
所
愛
、
☉ 
如
何

乎
。
聽
惟
於
今　

聖
代
革
俗
、
救
弊
、
壶 
木
於　

聖
愛
、
退
春
色
之
妖
怪
、

賞
歲
寒
之
綠
翠
。　

關
白
并 
公
體
得　

聖
愛
在
此
物
、
得
我
山
之
靑
松
、
而

移
之
禁
庭
。
凡
水
陸
娄 
木
、
或
榮
于
春
、
而
瘁
于
夏
、
或
秀
于
秋
、
而
萎
于

冬
。
爲
榮
枯
不
變
節
、
其
唯
靑
松
乎
。
且
命
苾
芻
宗
壺 
、
賦
嶗 
言
一
律
、
謹
備　

台
覽
。
子
墨
卿
侍
文
房
作
問
曰
、不
偏
之
謂
中
、　

聖
代
愛
物
、豈
一
株
之
松
、

一
樹
之
竹
乎
。
一
艸
一
木
不
可
洩
恩
澤
焉
。
姻 
言
子
之
論
至
也
。
未
盡
。
君

子
之
中
庸
也
、
君
子
而
時
中
擇
賢
擧
之
、　

君
之
明
也
。
簡
在　

帝
心
。
否

則
賢
者
何
倚
乎
。
是
爲
序
。

耕
雪
栽
霜
㵎
底
夫 　
　

○
●
○
○
●
●
◎

根
株
何
幸
入
官
寮　
　

○
○
○
●
●
○
◎

靑
靑
毓
秀
離
塵
地　
　

○
○
●
●
○
○
● 

鬱
鬱
摩
霄
拔
俗
標　
　

●
●
○
○
●
●
◎

避
雨
倚
時
張
偃
寉 　
　

●
●
●
●
○
●
●

和
風
吟
處
奏
虞
煺 　
　

○
○
○
●
●
○
◎

移
巢
棲
宿
千
年
鶴　
　

○
○
○
●
○
○
●

堆 
是
岰 
嬻 
第
一
條　
　

●
●
○
○
●
●
◎

▼
詩
型　

七
言
律
詩　

▼
熄 
字　

夫 
・
寮
・
標
・
煺 
・
條
（
平
水
熄 
下
平
聲
二
蕭
熄 
）

▼
訓
讀

　

松

び
に
序

古
の
君
子
愛
樂
す
る
所
、
托
す
る
所
有
り
て
、
僻
め
る
所
に
非
ず
。
水
を
樂
し
み

山
を
樂
し
む
は
、
宣
王
の
格
言
な
り
。
淵
明
は
菊
を
愛
し
、
妀 
叔
は
蓮
を
愛
す
。

騷
人
の
題
詠
を
得
、
臺
閣
の
畫
圖
に
入
る
。
千
載
の
雅
操
、
李
唐
の
習
俗
、
今
に

及
ん
で
尤
も
甚
だ
し
。
艸
木
情
無
し
と
雖
も
、
賢
不
肖
の
愛
す
る
所
、
☉ 
如
何
を

や
。
聽
し
く
惟

お
も
ん
みれ
ば
、
今
に　

聖
代
俗
を
革あ
ら
ため
、
弊
を
救
ふ
。
壶 
木
の　

聖
愛
に

於
け
る
、
春
色
の
妖
怪
を
退
け
、
歲
寒
の
綠
翠
を
賞
す
。　

關
白
藤
公
、　

聖
愛

の
此
物
に
在
る
こ
と
を
體
得
し
て
、
我
が
山
の
靑
松
を
得
て
、
こ
れ
を
禁
庭
に
移

す
。
凡
そ
水
陸
の
娄 
木
、
或
い
は
春
に
榮
え
て
、
夏
に
瘁く
じ

け
、
或
い
は
秋
に
秀
で
、

冬
に
萎
む
。
榮
枯
の
爲
に
節
を
變
ぜ
ざ
る
は
、
其
れ
唯
だ
靑
松
か
。
且
つ
她 
芻
宗
壺 

び
つ
し
ゆ



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

七
四

に
命
じ
、
嶗 
言
一
律
を
賦
し
、
謹
ん
で　

台
覽
に
備
へ
し
む
。
子
墨
卿

房
に
侍

す
。
問
を
作
し
て
曰
く
、偏へ
ん

な
ら
ざ
る
を
之
れ
中
と
謂
ふ
。　

聖
代
の
物
を
愛
す
、

豈
に
一
株
の
松
、
一
樹
の
竹
に
あ
ら
ん
や
。
一
艸
一
木
、
恩
澤
に
洩
る
べ
か
ら
ず
。

姻 
言
す
。
子
が
論
至
れ
り
。
未
だ
盡
く
さ
ず
、
君
子
の
中
庸
や
、
君
子
に
し
て
時

に
中
す
、
賢
を
擇
ん
で
之
れ
を
擧
ぐ
る
は
、　

君
の
明
な
り
。
簡え

ら

ぶ
こ
と
帝
心
に

在
り
。
否
な
る
と
き
は
、
賢
者
何
に
か
倚
ら
ん
。
是
れ
序
と
す
。

雪
に
耕
し
霜
に
栽
う　

㵎
底
の
苗　
　

根
株　

何
の
幸
ひ
ぞ　

官
寮
に
入
る

靑
靑
秀
を
毓そ

だ

つ　

離
塵
の
地　
　
　
　

鬱
鬱
摩
霄　

拔
俗
の
標

雨
を
避
け
倚
る
時　

偃
寉 
を
張
り　
　

風
に
和
し
て
吟
ず
る
處　

虞
煺 
を
奏
す

巢
を
移
し
て
棲
宿
す　

千
年
の
鶴　
　

舊
と
是
れ
岰 
嬻 
第
一
條

▼
注

○
君
子
所
愛
樂　

愛
樂
は
物
事
を
愛
し
、好
む
こ
と
。
親
し
み
愛
す
る
こ
と
。「

緩
不
苛
。
士
以
此
愛
樂
爲
用
。（

緩
に
し
て
苛か

な
ら
ず
。
士
此
を
以
て
愛
樂
し

て
用
を
爲
す
）」（『
史
記
』
李
將
軍
列
傳
）。「
君
子
所
愛
樂
」
は
「
君
子
…
…
、

所
樂
而
玩
者
爻
之
辭
也
。（
君
子
…
…
、樂
し
み
て
玩
ぶ
所
の
者
は
爻
の
辭
な
り
）」

（『
周
易
』
繫
辭
傳
上
）。

○
托　

ほ
か
の
物
事
や
こ
と
ば
に
か
こ
つ
け
る
。
あ
ず
け
る
。

○
僻　

片
寄
る
。

○
樂
水
樂
山　
「
子
曰
、
知
者
樂
水
、
仁
者
樂
山
、
知
者
者
動
、
仁
者
靜
、
知
者
樂
、

仁
者
壽
、（
子
の
曰
く
、
知
者
は
水
を
樂
し
み
、
仁
者
は
山
は
樂
し
む
。
知
者
は

動
き
、仁
者
は
靜
か
な
り
。
知
者
は
樂
し
み
、仁
者
は
壽

い
の
ち
な
がし
）」（『
論
語
』
雍
也
）。

○
宣
王
之
格
言　

宣
王
は
文
宣
王
。
孔
子
の
謚
お
く
り
な。
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
玄

宗
に
よ
っ
て
お
く
ら
れ
た
。『
續
日
本
紀
』
卷
二
十
九
（
稱
德
天
皇
）
神
護
景
雲

二
年
（
七
六
八
）
七
月
辛
丑
に
、「
大
學
助
敎
正
六
位
上
膳
臣
大
丘
」
が
天
平
勝

寶
四
年
（
七
五
二
）
に
入
唐
し
た
際
の
見
聞
と
し
て
「
今
主
上
大
崇
儒
範
。
追
改

爲
王
。
…
…
敕
號
文
宣
王
。（
今
主
上
〔
玄
宗
〕
大
い
に
儒
範
を
崇
し
、
追
つ
て

改
め
王
と
爲
す
。
…
…
敕
し
て
文
宣
王
と
號
す
）」
と
あ
る
。「
䡄 
麟
一
句
絕
筆
と

は
文
宣
王
の
御
詞
歟
」（『
俳
諧
類
船
集
』「
臨
終
」）。
た
だ
し
、孔
子
の
謚
を
「
宣

王
」
と
略
す
る
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。「

」
字
を
訛
脫
す
る
か
。

○
淵
明
愛
菊　
「
淵
明
」
は
東
晉
・
宋
の
陶
潛
。
字
淵
明
。
菊
を
好
ん
だ
。「
九
月

九
日
無
酒
、
坐
籬
邊
叢
中
。
摘
菊
盈
把
而
坐
。
久
之
望
見
白
衣
人
至
。
太
守
王
弘

送
酒
也
。
飮
醉
而
歸
。（
九
月
九
日
に
酒
無
く
、
籬
邊
の
叢
中
に
坐
す
。
菊
を
摘

ん
で
把
に
盈み

ち
て
坐
す
。
久
し
う
し
て
白
衣
人
の
至
る
を
望
見
す
。
太
守
王
弘
の

酒
を
送
れ
る
な
り
。
飮
み
醉
う
て
歸
る
、
と
）」（『
尧 
求
』「
淵
明
把
菊
」）。
黃
庭

堅
「
王
才
元
惠
梅
花
三
種
。
皆
妙
絕
。
戲
答
詩
（
王
才
元
梅
花
三
種
を
惠
ま
る
。

皆
妙
絕
な
り
。
戲
れ
て
答
ふ
る
詩
）」
に
「
舊
時
愛
菊
陶
彭
澤
、
今
作
梅
壶 
樹
下

僧
（
舊
時
菊
を
愛
す
る
は
陶
彭
澤
、
今
梅
花
樹
下
の
僧
と
作な

る
）」
と
あ
る
。

○
妀 
叔
愛
岶 　
「
妀 
叔
」
は
北
宋
の
周
敦
頤
。
字
妀 
叔
。
岶 
を
好
ん
だ
。「
水
陸
娄 

木
之
壶 
、
可
愛
者
甚
嵈 
。
晉
陶
淵
明
獨
愛
菊
、
自
李
唐
來
、
世
人
甚
愛
牡
丹
。
予

獨
愛
岶 
之
出
淤
泥
而
不
染
、
濯
淸
漣
而
不
妖
、
中
通
外
直
、
不
蔓
不
枝
、
香
遠
益

淸
、
亭
亭
淨
植
、
可
遠
觀
而
不
可
褻
翫
焉
。
予
謂
、
菊
壶 
之
隱
逸
者
也
。
牡
丹
壶 

之
富
貴
者
也
。
岶 
壶 
之
君
子
者
也
。
噫
菊
之
愛
、
陶
後
鮮
有
聞
。
岶 
之
愛
同
予
者

何
人
。
牡
丹
之
愛
宜
乎

矣
。（
水
陸
娄 
木
の
壶 
、
愛
す
べ
き
者
甚
だ
嵈 
し
。
晉

の
陶
淵
明
は
獨
り
菊
を
愛
す
。
李
唐
よ
り
こ
の
か
た
、
世
人
甚
だ
牡
丹
を
愛
す
。

予
獨
り
岶 
の
淤
泥
よ
り
出
で
て
染
ま
ら
ず
、
淸
漣
に
濯あ

ら

は
れ
て
妖
な
ら
ず
、
中
は

通
じ
外
は
直
く
、
峷 
あ
ら
ず
枝
あ
ら
ず
、
香
遠
く
し
て
益
ま
す
淸
く
、
亭
亭
と
し

も

お
ほ
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て
淨
く
植た

ち
、
遠
觀
す
べ
く
し
て
褻せ
つ

翫ぐ
わ
んす
べ
か
ら
ざ
る
を
愛
す
。
予
謂お
も

へ
ら
く
、

菊
は
壶 
の
隱
逸
な
る
者
な
り
。
牡
丹
は
壶 
の
富
貴
な
る
者
な
り
。
岶 
は
壶 
の
君
子

な
る
者
な
り
と
。
噫あ

あ

、
菊
を
之
れ
愛
す
る
は
、
陶
の
後
に
聞
く
こ
と
有
る
こ
と
鮮
す
く
な

し
。
岶 
を
之
れ
愛
す
る
は
、
予
に
同
じ
き
者
、
何
人
ぞ
。
牡
丹
を
之
れ
愛
す
る
は
、

宜う
べ

な
る
か
な
、
お
ほ

き
こ
と
。）」（『
古

眞
寶
後
集
』
卷
二
「
愛
岶 
說
」）。『
俳
諧

類
船
集
』
卷
一
・
岶 
に
「
周
妀 
叔
は
愛
岶 
の
說
を
作
り
て
。
其

に
岶 
を
君
子
に

た
と
へ
た
り
」。
西
胤
俊
承
「
讀
濂
溪
愛
岶 
記
（
濂
溪
愛
岶 
記
を
讀
む
）」
の
「
世

閒
娄 
木
盡
春
容
。獨
愛
紅
岶 
出
水
濃
。歲
晩
半
池
霜
倒
後
。與
僧
結
社
倚
靑
松
。（
世

閒
の
草
木
盡
く
す
春
容
、
獨
り
紅
岶 
の
水
に
出
で
濃
き
を
愛
す
。
歲
晩
半
池
霜
倒

す
る
の
後
、
僧
と
結
社
し
靑
松
に
倚
る
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
十
五
）
は
愛
岶 

に
倣
い
、
靑
松
に
心
を
寄
せ
る
樣
を
詠
む
。

○
騷
人　

人
、
詩
人
の
稱
。
唐
・
李
白
「
古
風
」
に
「
正
聲
何
微
姁 
、
哀
怨
起

騷
人
。
揚
馬
激
頽
波
、
開
流
嶕 
無
垠
。（
正
聲　

何
ぞ
微
姁 
た
る
、
哀
怨
騷
人
を

起
こ
す
。
揚
馬　

頽
波
を
激
し
、
流
れ
を
開
き
嶕 
と
し
て
垠ぎ

ん

無
し
）」。
煕
春
龍
喜

「
黃
鸝
語
太
平
」
に
「
㵎
道
雪
消
春
色
鮮
、騷
人
停
駕
曉
鶯
邊
。
百
壶 
風
靜
大
平
日
、

一
曲
調
高
舜
五
絃
。（
㵎
道　

雪
消
え　

春
色
鮮
し
、騷
人
駕
を
停
む　

曉
鶯
の
邊
。

百
壶 
風
靜
か
な
り　

大
平
の
日
、
一
曲
調
高
し　

舜
五
絃
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』

卷
三
）。

○
雅
操　

正
し
い
節
操
。
正
し
い
道
德
。『
晉
書
』
八
十
九
・
列
傳
卷
五
十
九
・「
忠

義
」
に
「
…
奉 
得
其
所
、
烈
士
不
愛
其
存
。
故
能
守
鐡
石
之
深
衷
、
厲
松
筠
之
雅

操
。
見
貞
心
於
歲
㩷 
、
標
勁
節
於
嚴
風
。（
奉 
し
其
の
所
を
得
れ
ば
、
烈
士
は
其

の
存
す
る
を
愛お

し

ま
ず
。故
に
能
く
鐡
石
の
深
衷
を
守
り
、
松し
ょ
う

筠ゐ
ん

の
雅
操
を
厲は
げ

ま
す
。

貞
心
を
歲
㩷 
に
見
、
勁
節
を
嚴
風
に
標し
る

す
）」
と
あ
る
。「
立
溫
柔
者
、
君
子
之
雅

操
也
。（
溫
柔
に
立
す
る
は
、
君
子
の
雅
操
な
り
）」（『
本
朝

粹
』
卷
三
・
對
册
・

「
陳
德
行
」・
橘
淑
信
）。

○
李
唐
之
習
俗
及
於
今
尤
甚
矣　
「
李
唐
」
は
中
國
の
唐
代
。「
李
唐
之
習
俗
」
は

牡
丹
を
愛
で
る
こ
と
。「
自
李
唐
來
、
世
人
甚
愛
牡
丹
（
李
唐
よ
り
こ
の
か
た
、

世
人
甚
だ
牡
丹
を
愛
す
。）」（『
古

眞
寶
後
集
』
卷
二
「
愛
岶 
說
」）。
そ
の
風
潮

が
元
祿
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
頃
の
京
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
い
う
。『
應
圓

滿
院
殿
御
詠
歌
』1990
番
歌
の
詞
書
に
後
西
院
遺
愛
の
牡
丹
が
出
て
く
る
。ま
た
、「
一

乘
院
眞
㤌 
法
親
王
書
狀
」（
陽
明
文
庫
藏
、
資
料
番
號
〈19935

〉）
に
、
一
乘
院

宮
眞
㤌 
親
王
が
近
衞
家

の
た
め
に
牡
丹
壶 
を
用
立
て
贈
る
樣
が
書
か
れ
て
い

る
。

○
艸
木
・
無
情　
「
艸
木
」
は
愛
菊
・
愛
岶 
の
對
象
で
あ
る
植
物
。
北
宋
・
蘇
軾
「
竹

枝
歌
」
に
「
楓
宖 
嶞 
嶞 
桂
宖 
碧
、
萬
里
遠
來
超
莫
及
。
乘
龍
上
天
去
無
蹤
、
娄 
木

無
情
空
寄
泣
。（
楓
宖 
嶞 
嶞 
と
し
て
桂
宖 
は
碧
に
、萬
里
遠
來
し
超
え
て
及
ぶ
莫
し
。　

龍
に
乘
り
天
に
上
り
去
り
て
蹤
無
く
、
娄 
木
無
情
空
し
く
寄
り
泣
く
）」
と
あ
る
。

『
凌
雲
集
』「
外
從
五
位
上
行
山
城
介
高
丘
宿
禰
第
越
二
首
」
の
「
雜
言
。
於
神
泉

夞 
侍
宴
賦
宄 
壶 
篇
應
製
（
神
泉
夞 
に
於
い
て
宴
に
侍
し
宄 
壶 
篇
を
賦
す
。
應
製
）」

に
「
無
心
娄 
木
猶
餘
戀
。
況
復
微
臣
醉
恩
巵
。（
無
心
の
娄 
木
す
ら
猶
ほ
餘
戀
す

る
に
、
況
ん
や
復
た
微
臣　

恩お
ん

巵し

に
醉
ふ
を
や
）」
と
あ
る
。

○
賢
不
肖　

賢
い
者
と
愚
か
な
者
。『
中
庸
』
に
「
賢
者
過
之
、
不
肖
者
不
及
也
。

（
賢
者
は
之
に
過
ぎ
、
不
肖
者
は
及
ば
さ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

○
聖
代　

す
ぐ
れ
た
天
子
が
治
め
る
め
で
た
い
代
。
元
祿
十
三
年
の
今
上
で
あ
る

東
山
天
皇
（
一
六
七
五
―
一
七
〇
九
）
を
い
う
。
そ
の
御
代
に
は
、
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）
の
大
嘗
會
や
元
祿
七
年
の
賀
茂
祭
な
ど
、
應
仁
・
文
明
の
亂
以
降



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

七
六

斷
絕
し
て
い
た
行
事
が
再
興
さ
れ
た
。

○
春
色
之
妖
怪　

牡
丹
の
こ
と
。
北
宋
・
歐
陽
脩
『
洛
陽
牡
丹
記
』
に
「
凡
物
不

常
有
而
爲
害
乎
人
者
曰
災
。
不
常
有
而
徒
可
怪
駭
不
爲
害
者
曰
妖
。
語
曰
、
天
反

時
爲
災
、
地
反
物
爲
妖
。
此
亦
娄 
木
之
妖
、
而
萬
物
之
一
怪
也
。（
凡
そ
物
の
常

に
は
有
ら
ず
し
て
人
に
害
を
爲
す
者
を
災
と
曰
ふ
。
常
に
は
有
ら
ず
し
て
徒
ら
に

怪
駭
す
べ
く
し
害
を
爲
さ
ざ
る
者
を
妖
と
曰
ふ
。
語
（『
左
傳
』
宣
公
十
五
年
）

に
曰
は
く
、
天　

時
に
反
す
る
を
災
と
爲
し
、
地　

物
に
反
す
る
を
妖
と
爲
す
。

此
れ
（
洛
陽
の
牡
丹
）
亦
た
娄 
木
の
妖
に
し
て
、
萬
物
の
一
怪
な
り
）」。
策
彥
周

良
「
牡
丹
壶 
上
有
兩
鳥
」
に
「
世
上
妖
紅
不
較
些
。
牡
丹
春
色
屬
豪
家
。
午
過
無

復
䟳 
兒
攐 
。
兩
鳥
爭
先
玩
此
花
。（
世
上
の
妖
紅　

些
を
較
べ
ず
、
牡
丹
春
色　

豪
家
に
屬
す
。
午
過　

復ま

た
猫
兒
の
攐 
る
に
無
く
、
兩
鳥
先
を
爭
つ
て
此
壶 
を
玩

ぶ
）」（『
翰
林
五
鳳
集
』
卷
四
十
七
）
と
あ
る
。

○
關
白
并 
公　

基

の
こ
と
。
東
山
天
皇
在
位
期
閒
の
貞
享
四
年
よ
り
寶
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
中
に
關
白
を
務
め
た
（
在
任
は
元
祿
三
年
正
月
十
三
日
よ
り
同

十
六
年
正
月
十
四
日
ま
で
）。

○
我
山　

大
德
寺
の
こ
と
。
參
考
と
し
て
、「
大
德
寺
十
境
」
に
「
古
巖
松
」
が

あ
る
。「
古
巖
松　

舊
松
已
に
枯
れ
て
其
所
を
失
す
今
方
丈
南
庭
の
松
最
秀
可
也

故
に
此
名
を
も
つ
て
呼
ぶ
」（『
都
林
泉
名
勝
圖
會
』卷
一
、
政
十
一
年〔
一
七
九
八
〕

跋
）。「
五
老
松
」
も
あ
る
。「
五
老
松　

在
大
德
寺
方
丈
東
南
、
五
株
老
松
現
存
、

開
山
⪮ 
始
在
斯
處
」（『
雍
州
府
志
』
卷
八
）。

○
靑
松　

靑
靑
と
し
た
松
。『

 
秀
麗
集
』123
・
嵯
峨
天
皇「
冷
然
院
各
賦
一
物
、

得
㵎
底
松
。（
冷
然
院
に
し
て
各
一
物
を
賦
し
、㵎
底
松
を
得
た
り
）一
首
」に「
鬱

妀 
靑
松
生
幽
㵎
、
經
年
老
大
未
知
霜
。
巶 
弖 
常
掛
千
條
重
、
雲
霧
時
籠
一
寉 
長
。

高
聲
寂
寂
寒
炎
節
、
古
色
履 
履 
暗
夕
陽
。
本
自
不
堪
登
嶺
上
、
唯
餘
風
入
熄 
宮
商
。

（
鬱
妀 
な
る
靑
松
幽
㵎
に
生
ひ
、
經
年
の
老
大　

未
だ
霜
を
知
ら
ず
。
巶 
弖 
常
に

掛
か
り
て
千
條
重
く
、雲
霧
時
に
籠
め
て
一
寉 
長

た
け
た
か

し
。
高
聲
寂
寂　

炎
節
に
寒
く
、

古
色
履 
履 　

夕
陽
に
暗
し
。
本も
と
よ
り自
嶺
上
に
登
る
に
堪
へ
ず
、
唯
だ
餘
す
は
風
入
り

て
宮
商
に
韻ひ
び

く
の
み
）」
と
あ
る
。

○
禁
庭　

禁
裏
御
所
。
も
し
く
は
宮
廷
の
庭
園
。「
ふ
り
に
け
る
ほ
ど
も
雲
ゐ
の

庭
の
松
更
に
や
ち
よ
を
君
に
か
ぞ
へ
ん
」（『
壺 
雲
集
』
4554
・
題
「
禁
庭
松
久
」）。

○
爲
榮
枯
不
變
節
其
唯
靑
松
乎　

唐
・
邵
謁
「
金
谷
園
懷
古
」
古
體
詩
に
「
死
不

變
節
、
壶 
宄 
有
餘
香
。（
竹
死
す
れ
ど
も
節
を
變
へ
ず
、
壶 
宄 
つ
る
も
餘
香
有
り
）」

（『
全
唐
詩
』
卷
六
百
五
）
と
あ
る
。
類
似
の
表
現
に
、
南
宋
・
楊
時
「
送
鄭
季
常

趣
太
學
正
（
鄭
季
常
の
太
學
正
に
趣
く
を
送
る
）」
の
「
靑
松
不
改
柯
、
期
子
淸

霜
時
。（
靑
松
柯え

だ

を
改
め
ず
、
期
す　

子
の
淸
霜
の
時
）」。

○
她 
芻　

僧
。
桂
嶽
宗
壺 
の
自
稱
。『
性
靈
集
』
二
の
「
大
唐
靑
龍
寺
故
三
朝
國

師
碑
」
に
「
日
本
國
學
法
弟
子
她 
芻
空
海
撰
文
」
と
あ
る
。

○
蕪
言　

自
分
の
言
文
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
語
。

○
台
覽　

基

の
御
覽
に
入
れ
る
こ
と
。

○
子
墨
卿　
「
墨
」
を
擬
人
化
し
、
問
答
の
形
式
を
と
る
。「
子
」
は
、
自
分
の
先

生
に
對
し
て
そ
の
姓
氏
の
上
に
つ
け
て
、
㤌 
意
を
表
す
呼
稱
。『
公
羊
傳
』
隱
公

十
二
年
「
子
沈
子
曰
…
」、
何
休
注
「
沈
子
稱
子
、
冠
氏
上
者
、
著
其
爲
師
也
。

不
但
言
子
曰
者
、
辟
孔
子
也
。
其
不
冠
子
者
、
他
師
也
（
沈
子
に
子
と
稱
し
、
氏

の
上
に
冠
す
る
は
、
其
の
師
た
る
を
著あ

ら
はす
な
り
。
但
だ
に
子
曰
と
言
は
ざ
る
は
、

孔
子
を
辟
く
る
な
り
。
其
の
子
を
冠
せ
ざ
る
は
、他
師
な
り
）」。
北
宋
・
蘇
軾
「
萬

石
君
羅

傳
」
に
「
羅

歙
人
也
。
…
…
毛
穎
之
後
毛
純
爲
中
書
舍
人
。
…
是
時

へ
い  

ら



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
六
號

七
七

墨
卿
・
楮
先
生
皆
以
能

得
幸
、
而
四
人
同
心
、
相
得
歡
甚
。
時
人
以
爲

夞 
四

貴
。
每
有
詔
命
典
策
、
皆
四
人
謀
之
。
其
大
約
雖
出
於
上
意
、
必
使

潤
色
之
、

然
後
琢
磨
以
墨
卿
、
謀
畫
以
毛
純
、
成
以
授
楮
先
生
。
使
行
之
四
方
遠
夷
、
無
不

逹
焉
。（
羅

は
歙せ

ふ

人
な
り
。
…
…
毛
穎
の
後
の
毛
純
中
書
舍
人
と
爲
る
。
…
是

の
時
、
墨
卿
・
楮
先
生
皆
能

を
以
て
幸
を
得
て
、
四
人
心
を
同
じ
く
し
、
相
ひ

歡
を
得
る
こ
と
甚
し
。
時
人
以
て

夞 
の
四
貴
と
爲
す
。
詔
命
典
策
有
る
每
に
、

皆
四
人
之
を
謀
る
。
其
れ
大
約
は
上
の
意
に
出
づ
る
と
雖
も
、
必
ず

を
し
て
之

を
潤
色
せ
し
め
、
然
る
後
に
琢
磨
す
る
に
墨
卿
を
以
て
し
、
謀
畫
す
る
に
毛
純
を

以
て
し
、
成
り
て
以
て
楮
先
生
に
授
く
。
之
を
四
方
遠
夷
に
行
は
し
め
、
逹
せ
ざ

る
無
し
）」。

○
恩
澤　

恩
惠
。
君
主
が
惠
み
を
與
え
、
人
人
を
う
る
お
す
こ
と
。

○
一
艸
一
木　

一
本
の
娄 
や
一
本
の
木
。
南
宋
・
陸
游
「
金
山
寺
詩
序
」
に
「
一

娄 
一
木
、
雖
未
萼
發
、
而
或
靑
或
凋
、
皆
森
植
可
愛
（
一
娄 
一
木
、
未
だ
萼
發
せ

ざ
る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
或
い
は
靑
く
或
い
は
凋
む
。
皆
森
植
愛
す
べ
し
）」。

○
君
子
之
中
庸　

ど
ち
ら
に
も
片
寄
ら
な
い
で
常
に
變
わ
ら
な
い
こ
と
。『
中
庸
』

の
「
仲
尼
曰
。
君
子
中
庸
。
小
人
反
中
庸
。
君
子
之
中
庸
也
。
君
子
而
時
中
。
小

人
之
中
庸
也
。
小
人
而
無
忌
憚
也
。
子
曰
。
中
庸
其
至
矣
乎
。
民
鮮
能
久
矣
。（
仲

尼
曰
く
、
君
子
は
中
庸
す
。
小
人
は
中
庸
に
反
す
。
君
子
の
中
庸
や
、
君
子
に
し

て
時
じ
く
中
る
。
小
人
の
中
庸
や
、
小
人
に
し
て
忌
憚
す
る
無
き
な
り
、
と
。
子

曰
く
、
中
庸
は
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民
能
く
久
し
く
す
る
こ
と
鮮す

く
なし
、
と
）」
は
、

君
子
の
行
い
が
中
庸
で
あ
る
こ
と
を
說
く
。

○
時
中　

時
に
し
た
が
っ
て
、
適
切
で
あ
る
こ
と
。
い
つ
で
も
節
度
に
か
な
っ
て

い
る
こ
と
。

○
擇
賢　

北
宋
・
歐
陽
脩
「
上
杜
中
丞
論
擧
官
書
（
杜
中
丞
に
上
り
て
官
を
擧
ぐ

る
を
論
ず
る
書
）」
に
「
況
今
斥
介
而
他
擧
。
必
亦
擇
賢
而
擧
也
。（
況
ん
や
今
介

を
斥
け
て
他
擧
す
る
を
や
。
必
ず
亦
賢
を
擇
び
て
擧
ぐ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

○
簡
在
帝
心　
『
論
語
』
堯
曰
の
「
曰
、
予
小
子
履
、
敢
用
玄
牡
、
敢
昭
吿
於
皇

皇
后
帝
。
有
罪
不
敢
赦
、
帝
臣
不
崺 
、
簡
在
帝
心
。
朕
躳
有
罪
、
無
以
萬
方
。
萬

方
有
罪
、
罪
在
朕
躳
。（
曰
く
、
予
小
子
履
、
敢
へ
て
玄
牡
を
用
て
、
敢
へ
て
昭

か
に
皇
皇
后
帝
に
吿
す
。
罪
有
る
は
敢
へ
て
赦
さ
ず
、
帝
臣
崺 
さ
ず
、
簡
ぶ
こ
と

帝
心
に
在
り
。
朕
が
躳
罪
有
ら
ば
、
萬
方
を
以
て
す
る
こ
と
無
け
ん
。
萬
方
罪
有

ら
ば
、
罪
は
朕
が
躳
に
在
ら
ん
）」
は
、
賢
人
を
崺 
う
こ
と
な
く
御
心
の
ま
ま
に

選
ぶ
意
。

○
賢
者　

賢
明
な
人
。
前
漢
・
王
子
淵
「
聖
主
得
賢
臣
頌
（
聖
主
賢
臣
を
得
る
の

頌
）」
の
「
記
曰
、
聽
惟
、
春
秋
法
、
五
始
之
要
、
在
乎
審
己
正
統
而
已
。
夫
賢

者
國
家
之
器
用
也
。
所
任
賢
、
則
趨
舍
省
而
功
施

。（
記
に
曰
く
、
聽
し
く
惟お

も

ん
み
る
に
、
春
秋
の
法
、
五
始
の
要
は
、
己
を
審
か
に
し
て
統
を
正
す
に
在
る
の

み
。
夫
れ
賢
者
は
國
家
の
器
用
な
り
。
任
ず
る
所
賢
な
れ
ば
、
則
ち
趨
舍
を
省
き

て
功
の
施

し
）」（『

選
』
卷
四
十
七
、『
古

眞
寶
後
集
』
卷
六
）
は
、
賢
者

が
國
家
を
治
め
る
用
器
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

○
耕
雪
栽
霜　

松
の
勁
節
を
い
う
。
魏
・
劉
楨
「
贈
從
弟
詩
三
首
」
其
二
に
「
亭

亭
山
上
松
、
瑟
瑟
谷
中
風
。
風
聲
一
何
盛
、
松
枝
一
何
勁
。
冰
霜
正
慘
悽
、
終
歲

常
端
正
。
豈
不
羅
凝
寒
、
松
柏
有
本
性
。（
亭
亭
た
る
山
上
の
松
、
瑟
瑟
た
る
谷

中
の
風
。
風
聲 

一
に
何
ぞ
盛
ん
な
る
、
松
枝 

一
に
何
ぞ
勁
き
。
冰
霜 

正
に
慘
悽

な
る
も
、終
歲 
常
に
端
正
な
り
。豈
に
凝
寒
に
羅
ら
ざ
ら
ん
や
、松
柏 

本
性
有
り
）」

（『

選
』
卷
二
十
三
）、
李
善
注
「
莊
子
曰
、
天
寒
既
至
、
雪
霜
將
降
。
吾
是
以



『
桂
壺 
集
』
抄
譯
注
稿

七
八

知
松
柏
之
妀 
也
（
莊
子
曰
、
天
寒
既
に
至
り
、
雪
霜
將
に
降
ら
ん
と
す
。
吾　

是こ
こ

を
以
て
松
柏
の
妀 
る
を
知
る
な
り
）」。

○
㵎
底
夫 　

谷
底
の
松
。
人
目
に
つ
か
な
い
松
。
大
德
寺
の
松
を
卑
下
し
て
い
う
。

左
思
「
詠
史
八
首
」
其
二
に
「
鬱
鬱
㵎
底
松
、
離
離
山
上
夫 
。（
鬱
鬱
た
り　

㵎

底
の
松
、
離
離
た
り　

山
上
の
夫 
。」（『

選
』
卷
二
十
一
）。

○
根
株
何
幸
入
官
寮　

禁
庭
に
移
し
植
え
ら
れ
た
大
德
寺
の
松
を
、
幸
運
に
も
取

り
立
て
ら
れ
た
人
に
見
立
て
る
。「
孤
松
呈
勁
節
、
幸
許
在
中
庭
。
久
奌 
寒
霜
素
、

猶
全
細
宖 
靑
。
故
山
辭
㵎
底
、
新
地
近
仙
亭
。
麈
尾
應
堪
用
、
攀
將
奉
執
經
。（
孤

松
勁
節
を
呈
す
。
幸
に
中
庭
に
在
る
こ
と
を
許
す
。
久
し
く
寒
霜
の
素し

ろ

き
に
奌 
し

ぶ
。
猶
ほ
し
細
宖 
の
靑
き
を
全
し
。
故
山
㵎
底
を
辭
し
、
新
地　

仙
亭
近
し
。

麈し
ゆ

尾び

用
ゐ
る
に
堪
ふ
べ
し
。
攀ひ

き
て
執し
ふ
け
い經
に
奉
ぜ
ん
と
す
）」（『
媺 
家

娄 
』卷
五
・

404
・「
松
」）。

○
根
株　

植
物
の
根
と
幹
。
唐
・
白
居
易
「
東
坡
種
壶 
（
東
坡
に
壶 
を
種
う
）
二

首
」
其
二
「
將
欲
妀 
枝
宖 
、必
先
救
根
株
。（
將
に
枝
宖 
を
妀 
ら
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、

必
ず
先
に
根
株
を
救
へ
）」（『
全
唐
詩
』
卷
四
百
三
十
四
）。

○
官
寮　

官
僚
。
唐
・
白
居
易
「
求
分
司
東
都
寄
牛
相
公
十
韻
（
分
司
東
都
を
求

め
牛
相
公
に
寄
す
十
韻
）」
に
「
官
寮
幸
無
事　

可
惜
不
分
司
（
官
寮
幸
ひ
に
事

無
し
、
惜
し
む
べ
し
分
司
た
ら
ざ
る
を
）」（『
全
唐
詩
』
卷
四
百
四
十
六
）。

○
靑
靑　

松
の
い
か
に
も
靑
い
さ
ま
。
唐
・
王
維
「
新
秦
郡
松
樹
歌
」
に
「
靑
靑

山
上
松　

數
里
不
見
今
更
逢
（
靑
靑
た
る
山
上
の
松
、
數
里
見
え
ず
し
て
今
更
に

逢
ふ
）」（『
全
唐
詩
』
卷
百
二
十
五
）。

○
毓
秀　

す
ぐ
れ
た
草
木
を
育
て
る
。
南
宋
・
度
正
「
送
張
義
立
制
幹
赴
闕
探
熄 

得
東（
張
義
立
制
幹
の
闕
に
赴
く
を
送
り
、熄 
を
探
り
て
東
字
を
得
た
り
）」に「
地

靈
育
秀
殊
未
已
、有
偉
男
子
如
衞
公
。（
地
靈
の
秀
を
育
つ
こ
と
殊
に
未
だ
已
ま
ず
、

偉
男
子
有
り　

衞
公
の
如
し
）」（『
性
善
堂
稿
』
卷
二
）
と
あ
る
。「
子
曰
、
夫 
而

不
秀
者
有
矣
夫
、
秀
而
不
實
者
有
矣
夫
（
子
の
曰
わ
く
、
夫 
に
し
て
秀
で
ざ
る
者

有
り
。
秀
で
て
實
ら
ざ
る
者
有
り
。）」（『
論
語
』
子
罕
）。

○
離
塵　

世
俗
の
塵
を
避
け
離
れ
る
こ
と
。
唐
・
朱
慶
餘
「
和
劉
補
闕
秋
園
寓
興

之
什
（
劉
補
闕
の
秋
園
寓
興
の
什
に
和
す
）
十
首
」
七
に
「
石
脈
潛
通
井
、
松
枝

靜
離
塵
。（
石
脈
潛
か
に
井
に
通
じ
、
松
枝
靜
か
に
塵
を
離
る
）」（『
全
唐
詩
』
卷

五
百
十
四
）。

○
鬱
鬱　

樹
木
の
こ
ん
も
り
と
妀 
る
さ
ま
。
前
揭
「
㵎
底
苗
」
項
に
記
し
た
左
思

「
詠
史
八
首
」
其
二
を
參
照
。

○
摩
霄　

空
に
せ
ま
る
ほ
ど
接
近
す
る
。
南
宋
・
周
紫
芝
「
時
宰
生
日
詩
六
首
」

其
三
に
「
南
山
一
何
高
、
山
高
亦
何
有
。
上
有
摩
霄
松
、
履 
虬
立
盤
糾
。（
南
山 

一
に
何
ぞ
高
き
、
山
高
く
し
て
亦
た
何
か
有
る
。
上
に
摩
霄
の
松
有
り
、
履 
虬
し

て
立
ち
て
盤
糾
す
）」（『
太
倉

米
集
』
卷
三
十
二
）。

○
拔
俗　

世
閒
一
般
の
人
か
ら
拔
き
ん
出
て
優
れ
て
い
る
。
孔
稚
珪「
北
山
移

」

に
「
夫
以
。
耿
介
拔
俗
之
標
。
蕭
灑
出
塵
之
想
。
度
白
雪
以
方
潔
。
干
靑
雲
而
直

上
。
吾
方
知
之
矣
。（
夫
れ
以お

も

ん
み
る
に
、
耿
介
俗
を
拔
き
ん
で
た
る
の
標
、
蕭

灑
塵
を
出
で
た
る
の
想
、
白
雪
を
度
り
て
以
て
潔
を
方く

ら

べ
、
靑
雲
を
干を
か

し
て
直
ち

に
上
る
。
吾
方
に
之
を
知
れ
り
）」（『

選
』
卷
四
十
三
、『
古

眞
寶
後
集
』）

と
あ
る
。

○
標　

梢
。『
後
漢
書
』
馬
融
傳
「
杪
標
端
」、章
懷
太
子
注
に
「
竝
木
末
也
（〔
杪
・

標
〕
竝
び
に
木
の
末
な
り
）」
と
あ
る
。

○
避
雨　
『
藝

類
聚
』
卷
八
十
八
・
松
引
『
漢
官
儀
』
に
「
秦
始
皇
上
封
太
山
、
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第
十
六
號

七
九

逢
疾
風
㬥
雨
。
賴
得
松
樹
、
因
休
其
下
、
封
爲
五
大
夫
。（
秦
の
始
皇
上
り
て
太

山
に
封
じ
、
疾
風
㬥
雨
に
逢
ふ
。
賴
ひ
に
松
樹
を
得
て
、
其
の
下
に
休
む
に
因
り

て
、
封
じ
て
五
大
夫
と
爲
す
）」。 

『
太
平
寰
宇
記
』
卷
二
十
一
に
「
大
夫
松
、
始

皇
避
雨
處
、
今
猶
在
（
大
夫
松
、
始
皇
の
雨
を
避
く
る
處
、
今
猶
ほ
在
り
）」。

○
偃
寉 　

ふ
せ
た
笠
の
形
を
し
た
松
。
笠
松
。
唐
・
杜
甫
「
四
松
」
に
「
足
以
送

老
姿
、
聊
待
偃
寉 
張
。（
以
て
老
い
を
送
る
の
姿
に
足
り
、
聊
か
偃
寉 
の
張
る
を

待
つ
）」（『
全
唐
詩
』
卷
二
百
二
十
）。

○
和
風　

風
に
調
和
す
る
こ
と
。
唐
・
司
空
圖
「
爭
名
」
に
「
娹 
香
浥
露
侵
衣
潤
、

松
影
和
風
傍
枕
移
。（
娹 
香　

露
に
浥う

る
ほひ
衣
を
侵
し
て
潤
ひ
、
松
影　

風
に
和
し

て
枕
に
傍
ひ
て
移
る
）」（『
全
唐
詩
』
卷
六
百
三
十
二
）。

○
虞
煺 　

虞
舜
の
作
っ
た
煺 
と
い
う
音
樂
。
虞
舜
は
中
國
五
帝
の
一
。
唐
・
元
稹

「
松
鶴
」
詩
に
「
淸
角
已
沈
絕
、
虞
煺 
亦
冥
寞
。（
淸
角 
已
に
沈
絕
し
、
虞
煺  

亦

た
冥
寞
た
り
）」（『
全
唐
詩
』
卷
三
百
九
十
八
）。
唐
・
黃
頗
「
風
不
鳴
條
（
風 

條え
だ

を
鳴
ら
さ
ず
）」
詩
に
「
太
平
無
一
事
、
天
外
奏
虞
煺 
。（
太
平 

一
事
無
く
、

天
外 

虞
煺 
を
奏
す
）」（『
全
唐
詩
』
卷
五
百
五
十
二
）。

○
移
巢
棲
宿
千
年
鶴　
『
淮
南
子
』
說
林
訓
の
「
鶴
壽
千
歳
」
の
よ
う
に
齡
千
年

と
さ
れ
る
鶴
が
松
に
巢
を
つ
く
る
こ
と
。
唐
・
孟
貫
「
贈
隱
者
」
に
「
百
尺
松
當

戶
、
千
年
鶴
在
巢
。（
百
尺
の
松
戶
に
當
た
り
、
千
年
鶴
巢
に
在
り
）」（『
全
唐
詩
』

卷
七
百
五
十
八
）
と
あ
る
。

○
岰 
嬻 　

岰 
嬻 
山
。
晉
・
郭
璞
「
遊
仙
詩
七
首
」
其
一
に
「
京
 
遊
俠
窟
、
山
林

隱
遯
棲
。
朱
門
何
足
榮
、未
奉 
託
岰 
嬻 
。（
京
 
は
遊
俠
の
窟
、山
林
は
隱
遯
の
棲
。

朱
門
何
ぞ
榮
と
す
る
に
足
ら
ん
、未
だ
岰 
嬻 
に
託
す
る
に
奉 
か
ず
）」（『
藝

類
聚
』

卷
二
十
）。
南
宋
・
劉
克
莊
「
雜
記
、
六
言
五
首
」
其
四
に
「
回
仙
一
歲
一
度
、

來
聽
岰 
嬻 
松
風
。（
回
仙　

一
歲
一
度
、
來
り
聽
く　

岰 
嬻 
の
松
風
）」
と
あ
る
。

▼
通
釋

　

松

び
に
序

往
時
の
君
子
は
、
心
を
寄
せ
て
も
、
正
氣
を
失
う
こ
と
な
く
、
物
事
を
愛
し
好

ん
だ
。
樂
水
樂
山
の
孔
子
の
格
言
。
淵
明
の
愛
菊
、
妀 
叔
の
愛
岶 
。
詩
人
の
題
詠
、

高
樓
に
飾
ら
れ
る
繪
畫
の
畫
題
、
千
年
續
く
正
し
い
節
操
、
牡
丹
を
愛
で
る
李
唐

の
習
俗
は
今
も
盛
ん
で
あ
る
。
娄 
木
に
心
は
な
い
が
、
賢
い
者
も
そ
う
で
な
い
者

も
ど
う
い
う
わ
け
か
こ
れ
を
愛
す
る
。

謹
ん
で
よ
く
考
え
て
み
る
に
、
す
ぐ
れ
た
天
子
が
治
め
る
今
の
御
代
に
は
、
卑

俗
が
改
め
ら
れ
、
誤
っ
た
こ
と
が
正
道
に
も
ど
さ
れ
た
。
天
子
が
愛
で
ら
れ
る
の

は
、
あ
だ
め
い
た
春
の
壶 
木
で
は
な
く
、
嚴
し
い
冬
の
常
綠
樹
で
あ
る
。
關
白
并 

原
基

公
は
、
天
子
の
お
好
み
を
お
察
し
に
な
り
、
當
山
大
德
寺
の
靑
松
を
取
り

寄
せ
ら
れ
、
內
裏
の
御
庭
に
移
し
植
え
ら
れ
た
。
お
よ
そ
水
陸
に
存
す
る
あ
ら
ゆ

る
娄 
木
は
、
あ
る
も
の
は
春
に
盛
り
を
迎
え
て
夏
に
弱
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
秋

に
拔
き
ん
出
て
冬
に
な
え
て
し
ま
う
。
四
季
に
關
係
な
い
の
は
靑
松
だ
け
で
あ
ろ

う
か
。
ま
も
な
く
こ
の
僧
宗
芳
に
命
が
あ
り
、
つ
た
な
い
一
律
を
詠
み
、
謹
ん
で　

公
の
御
目
に
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

書
齋
の
子
墨
卿
（
墨
）
が
尋
ね
た
。
中
と
は
片
寄
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。
天
子

が
一
株
の
松
や
一
樹
の
竹
に
執
着
な
さ
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。
天
子
は
、
あ
ら

ゆ
る
娄 
木
に
、
隔
て
な
く
惠
み
を
與
え
な
さ
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

答
え
て
言
う
。
君
子
の
中
庸
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
。
君
子
は
、
い
つ
で
も
適

切
に
賢
者
を
選
び
、
こ
れ
を
取
り
立
て
る
。
君
子
は
も
の
を
見
分
け
る
力
を
備
え

て
お
ら
れ
る
。
天
子
は
御
心
の
ま
ま
に
選
ば
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
賢
者
は
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何
に
す
が
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
を
序
と
す
る
。

雪
に
耕
し
、
霜
に
栽
え
、
奌 
難
に
耐
え
た
谷
底
の
松
の
夫 
。

そ
の
根
株
が
宮
中
に
移
さ
れ
、
宮
仕
え
す
る
幸
運
を
得
た
。

世
俗
か
ら
離
れ
た
地
で
は
、
靑
靑
と
秀
で
た
樹
木
を
育
み
、

や
が
て
は
、
こ
ん
も
り
と
妀 
り
、
空
に
せ
ま
る
ほ
ど
拔
き
ん
出
た
梢
と
な
ろ
う
。

雨
を
避
け
て
寄
り
か
か
る
時
は
偃
寉 
を
張
り
、

風
に
和
し
て
吟
ず
る
時
は
虞
煺 
を
奏
で
る
。

齡
千
年
の
鶴
が
巢
を
移
し
て
宿
り
住
む
。

そ
の
鶴
は
蓬
萊
山
の
松
の
第
一
の
枝
に
棲
ん
で
い
た
。 

（
川
崎
）

（
か
わ
さ
き
さ
ち
こ　

本
學

學
部
敎
授
）

（
よ
し
む
ら
ひ
ろ
み
ち　

本
學

學
部
特
任
敎
授
）

（
ま
つ
お
は
つ
こ　

本
學

學
部
授
業
擔
當
講
師
）

（
な
か
も
と
だ
い　

本
學

學
部
敎
授
）

（
こ
う
お
う　

福
州
大
學
外
國
語
學
院
講
師
）

（
こ
う
ゆ
さ　

本
學

學
硏
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）


